
国
際
通
貨
の
政
治
経
済
学

｜
｜
「
世
界
貨
幣
」
金
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

玉

垣

良

典

は
じ
め
に
。

ー
キ
ャ
ン
プ
・
デ
1
ヴ
ィ
ト
へ
の
道

II 

プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
メ
機
構
の
生
成
と
展
開

E

金
・
ド
ル
体
制
の
内
在
矛
盾

W

米
通
貨
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
帰
結

む
す
び

は
じ
め
に

一
九
七
0
年
代
お
よ
び
八

0
年
代
に
お
け
る
世
界
経
済
と
り
わ
け
国
際
金
融
市
場
の
激
動
｜
｜
為
替
レ

l
ド
の
大
幅
ス
ウ
イ
ン

グ
、
世
界
的
規
模
で
の
金
融
資
産
の
異
常
膨
脹
、
金
融
的
投
機
の
バ
ブ
ル
の
膨
脹
と
崩
嬢
l
！
と
れ
ら
の
異
常
現
象
を
的
確
か
っ
根

底
的
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
石
油
危
機
の
突
発
と
い
っ
た
外
生
的
偶
発
的
撹
乱
と
か
レ

l
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
政
策
的
失
敗
そ
の
他

の
政
策
的
過
誤
か
ら
出
発
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
事
態
の
表
層
的
理
解
し
か
う
る
乙
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
生
起
し
た

諸
事
象
の
根
底
的
把
握
の
た
め
に
は
、
か
か
る
事
態
を
招
来
せ
し
め
た
根
源
を
少
く
と
も
I
M
F体
制
の
崩
壊
｜
｜
米
ド
ル
の
金
交
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国
際
準
備
総
額
（
金
・
外
貨
準
備
高
）
ホ

〈
単
位
；
100
万
S
D
R
)
 

句、蜘

総
計

工
業
国
米
国
日
本
西
独
英
国
発
展
途
上
国
石
油
輸
出
国
非
石
油
輸
出
国

1950 
48448 

37662 
24266 

606 
1
9
0
 
3443 

10308 
1326 

8982 
1960 

59981 
49441 

19357 
1949 

7033 
3719 

9521 
2349 

71_72.
 

1965 
71170 

57680 
15450 

2152 
7430 

3
0
0
4
 

12302 
2845 

9457 
1970 

93180 
70783 

14487 
4840 

13609 
2827 

20583 
4917 

15667 
1975 
195785 

114097 
13567 

10947 
26510 

4663 
79287 

48~27 
31060 

1980 
354874 

211893 
21479 

20164 
41430 

16851 
140310 

69338 
70972 

1981 
363660 

212693 
25502 

お
083
40892 

13757 
148676 

66391 
79285 

1982 
361515 

211919 
29918 

22001 
43909 

11904 
147452 

67163 
加
289

1983 
395073 

232487 
30831 

24346 
44092 

11496 
160155 

67200 
92955 

1984 
440192 

252032 
33517 

27811 
44282 

10297 
185204 

69605 
115598 

1985 
438496 

254907 
38412 

25173 
43735 

12373 
179803 

69325 
110478 

1986 
451921 

276369 
39790 

35394 
45626 

15726 
171604 

51898 
119707 

1987 
539496 

347435 
33657 

57925 
58846 

30070 
187320 

49146 
138174 

1988 
574738 

381104 
36471 

72727 
46824 

33438 
193635 

42993 
150642 

1989 
622004 

409991 
57525 

647
お
49527 

27121 
212013 

44363 
167649 

1990 
669132 

441924 
59958 

56027 
51060 

25864 
227209 

43932 
183277 

期
間
増
加
率
（
%
）

1950
～
5
5
 
11. 0
 
11.1 
-
6
.1
 
78.0 
1486.8 

-
3
0
.
5
 

9
:9
 
65.5 

1. 
6
 

1955
～
6
0
 
11. 6
 
1
8
.2
 
-
1
5
.
1
 
8
0
.9
 
133.3 

55
.3 

-
9
.3
 

7
.0
 
-
1
3
.2
 

1960～
6
5
 
18
.7
 
16.7 
-
2
0
.2
 
10
.4
 
5
.6
 
-
1
9
.
 3
 
29
.2
 
21.1 

31. 9
 

1965
～
7
0
 
30
.9
 
2
2
.7
 
-
6.2 
124
.9
 
83.2 
-
5
.9
 
67
.3
 
72
.8
 

65
.
 
7
 

1970～
75 
110.1 

61. 6
 
-
6.4 
126.2 

94.8 
64.9 

285.2 
880
.8
 

98.3 
1975
～
8
0
 
81. 3
 
8
号
.7
58.3 

&4
.2
 
5
6
.3
 
261. 4
 

77. 0
 
43.8 

128
.5
 

19卸
～
邸
23.6 

2
0
.3
 
78
.8
 
24
.8
 
5.6 
-
2
6
.
6
 

28.1 
-
0.0 

55. 7
 

1985
～
9
0
 
5
2
.6
 
7
3
.4
 
56
.1
 
122
.6
 
16 ..
 
7
 
109
.0
 
26
.4 

-
4
2
.
2
 

59.9 

Source: 
I
M
F
,
 Internatonal 

F
i
n
a
 tonal 
Statistics, 

Y
e
a
r
 B
o
o
k
 1990, 
July, 
1991 

＊
各
年
末
現
在
高
，
金
は
1
オ
ン
ス
3
5
S
D
R
で
換
算



換
停
止
と
固
定
為
替
相
場
制
の
放
棄
ー
ー
に
ま
で
辿
っ
て
追
跡
し
、

．そ
の
意
味
す
る
と
ζ

ろ
を
十
全
に
概
念
的
に
把
握
す
る
と
と
が

要
請
さ
れ
訂
そ
の
乙
と
を
何
よ
り
も
雄
弁
に
裏
附
け
る
も
の
は
右
に
掲
げ
る
国
際
流
動
性
準
備
額
の
戦
後
期
を
通
じ
る
推
移
で
あ

る
。
乙
乙
で
は
世
界
総
額
と
並
ん
で
主
要
先
進
諸
国
と
発
展
途
上
国
（
石
油
輸
出
国
と
非
産
油
国
グ
ル
ー
プ
に
区
分
）
に
つ
き
、
各
五
カ

年
間
の
単
純
増
加
率
で
示
し
て
あ
る
。
何
よ
り
も
目
立
つ
の
は
一
九
七

0
年
代
（
と
り
わ
け
そ
の
前
半
）
に
お
け
る
突
出
し
た
国
際
支

払
準
備
額
の
激
増
で
あ
る
。

一
九
五

0
年
代
以
降
六

0
年
代
前
半
ま
で
の
一

O
%台
の
ど
く
控
え
目
な
増
加
と
比
較
し
て
一
挙
そ
の

十
倍
の
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。
明
か
に
そ
の
分
水
嶺
は
一
九
七
一
年
夏
の
米
ド
ル
の
金
交
換
停
止
と
そ
れ
に
腫
を
接
し
た
固
定
レ

ー
ト
制
の
崩
壊
で
あ
っ
た
。
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
に
注
入
さ
れ
た
乙
の
急
激
に
膨
脹
し
た
国
際
流
動
性
が
諸
国
民
経
済
に
お
け
る
通

貨
信
用
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
べ

l
ス
・
マ
ネ
ー
と
な
り
、
過
剰
流
動
性
イ
ン
フ
レ
や
金
融
市
場
に
お
け
る
マ
ネ
l
・
ゲ
l
ム
、
金
融

ζ

の
点
に
は
今
や
疑
い
の
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

投
機
の
バ
ブ
ル
の
土
台
と
な
っ
た
乙
と
、

本
稿
の
課
題
は
以
上
み
た
国
際
金
融
部
面
の
異
常
現
象
を
招
来
し
た
現
在
の
不
換
ド
ル
本
位
制
｜
「
ノ
ン
・
シ
ス
テ
ム
」
の
制
度

ー
の
は
ら
む
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
プ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
崩
壊
の
意
味
を
今
日
的
見
地
か
ら
問
い
直
し
、
国
際
通
貨
秩
序
が

再
建
さ
る
べ
き
と
す
る
な
ら
ば
最
少
限
満
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
要
件
は
何
か
を
明
か
に
す
る
た
め
歴
史
的
経
験
よ
り
教
訓
を
引
出

国際通貨の政治経済学

す
ζ

と
に
あ
る
。

以
下
で
は
考
察
の
主
要
舞
台
は
国
際
通
貨
体
制
と
国
際
金
融
の
分
野
に
お
か
れ
る
乙
と
に
な
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
国
際
金
融
シ
ス

テ
ム
の
純
経
済
学
的
な
分
析
の
枠
組
に
限
定
す
る
乙
と
な
く
、
国
際
通
貨
と
世
界
政
治
と
の
相
互
交
渉
の
側
面
を
も
視
野
に
収
め

た
、
す
ぐ
れ
て
政
治
経
済
学
的
考
察
視
点
よ
り
分
析
を
進
め
る
乙
と
に
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
通
貨
・
金
融
面
に
限
定
し

た
様
々
な
国
際
通
貨
体
制
の
構
想
の
現
実
妥
当
性
を
も
吟
味
す
る
乙
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
叙
述
は
以
下
の
順
序
で
進
め
ら
れ
る
。

一
九
七
一
年
八
月
十
五
日
の
米
ド
ル
の
金
交
換
停
止
を
決
定
し
た
キ
ャ
ン
プ
・
デ
l
ヴ
ッ
ト
の
会
議
と
そ
れ
に
至
る
米
政

43 

ま
ず
、



策
当
局
の
政
策
決
定
過
程
を
跡
づ
け
、
米
当
局
内
に
お
け
る
二
つ
の
路
線
の
対
立
｜
｜
後
に
「
ビ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
」
政
策
と

呼
ば
れ
た
一
国
主
義
的
あ
る
い
は
覇
権
主
義
的
通
貨
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
潮
流
と
国
際
協
調
主
義
の
そ
れ
と
の
対
抗
と
、
前
者
に
よ

44 

る
後
者
の
圧
倒
の
経
緯
を
た
ど
る
（
第
I
意
）
。

次
で
そ
の
意
味
す
る
と
乙
ろ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
機
構
の
生
成
過
程
と
実
際
の
運
営
の
実
態
に
即
し

て
、
い
わ
ゆ
る
I
M
F体
制
と
は
い
か
な
る
通
貨
体
制
で
あ
っ
た
が
問
わ
れ
る
〈
第
E
寧）
。

乙
の
問
題
で
は
当
初
の
構
想
と
そ
の
後

の
変
質
、
基
金
協
定
の
条
文
と
実
際
の
運
営
の
聞
に
落
差
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
そ
の
本
質
規
定
に
は
若
干
の
困
難
を
伴

－つ。

一
般
に
言
わ
れ
で
い
る
「
金
為
替
本
位
制
」
と
す
る
規
定
は
そ
の
す
べ
て
の
特
徴
を
汲
み
尽
し
て
い
る
か
否
か
、
金
本
位
制
か

ら
の
離
反
の
程
度
や
性
格
を
ど
う
解
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。

続
い
て
前
章
の
問
題
の
展
開
と
し
て
、
金
・
ド
ル
体
制
と
し
て
の

I
M
F体
制
の
内
在
的
、
線
本
的
矛
盾
は
ど
乙
に
あ
っ
た
か
を

問
う
ハ
第
E
奪
三
乙
乙
で
は

R
・
ト
リ
フ
イ
ン
理
論
と
金
価
格
引
上
げ
論
を
軸
と
す
る
関
連
す
る
諸
説
を
吟
味
し
、

問
題
の
所
在
を

整
理
す
る
。
そ
の
際
ζ

の
制
度
に
お
け
る
金
の
位
置
づ
け
を
中
心
と
す
る
金
問
題
に
特
別
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
と
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。最
後
に
、
金
ド
ル
交
換
停
止
と
固
定
為
替
相
場
制
放
棄
以
降
最
近
に
至
る
ま
で
の
展
開
の
大
筋
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
－
い
ぜ
ん
と
し
て

未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
問
題
を
明
か
に
す
る
〈
第
W
章
〉
。
乙
乙
で
は
一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
l
合
意
に
至
る
期
聞
を
大
略
二

つ
の
局
面
に
分
ち
、

一
九
七
一
年
八
月
十
五
日
の
決
定
以
降
の
米
通
貨
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
貫
し
た
追
求
が
、
世
界
経
済
全
体
に

い
か
な
る
衝
撃
を
与
え
、

そ
れ
が
米
国
経
済
自
体
に
は
ね
返
り
、

と
の
路
線
の
追
求
が
一
つ
の
限
界
に
逢
着
し
、
転
換
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
経
緯
の
基
本
線
を
辿
る
と
と
が
中
心
と
な
る
。

「
む
す
び
」
で
は
以
上
の
分
析
か
ら
の
歴
史
的
教
訓
を
要
約
す
る
。



（1
）
富
塚
文
太
郎
『
ド
ル
体
制
の
矛
盾
と
帰
結
』
（
一
九
九
O
年
、
読
売
新
聞
社
）
は
ほ
ぼ
同
様
の
問
題
視
角
に
立
ち
、
七
0
年
代
以
降
現
在

の
局
面
に
い
た
る
不
換
ド
ル
本
位
制
と
変
動
相
場
制
下
の
ド
ル
危
機
ハ
「
第
二
次
ド
ル
危
機
」
）
を
プ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
崩
壊
に
導
い
た

「
第
一
次
ド
ル
危
機
」
に
源
を
発
す
る
も
の
と
把
え
て
、
両
者
の
関
連
性
を
重
視
す
る
点
で
わ
れ
わ
れ
と
問
題
意
識
を
共
有
す
る
。
だ
が
後
に

詳
論
す
る
よ
う
に
、
氏
の
結
論
な
ら
び
に
そ
れ
に
導
く
論
理
と
わ
れ
わ
れ
の
そ
れ
と
の
聞
に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。

〈

2
）

R
・
ギ
ル
ピ
ン
は
変
動
相
場
制
下
の
国
際
通
貨
制
度
を
怠
ロ
S
1
a包
品
目
3

と
特
徴
づ
け
て
い
る
。

m
o
Zス
E
S
E－
H
，
Z
司

o
－En丘

開

noロo
g
u、
o
h
H
ロ
5
5一個己
D
ロ曲一句』ロ曲ロ
n
p
】

M

ユロ
n品同
O
ロ
C
・同
J

H由∞吋
・
同M
・
広
N
『『・

r' 

キ
ャ
ン
プ
F

・
デ

l
ヴ
ィ
ト
へ
の
道

一
九
七
一
年
八
月
十
五
日
（
日
曜
）
夕
方
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
は
米
ド
ル
の
金
交
換
停
止
を
宣
言
し
た
。
乙
れ
に
は
同
時
に
一

O
%

国際通貨の政治経済学

の
輸
入
課
徴
金
と
賃
金
・
物
価
の
期
限
付
ハ
九
0
日
間
〉
凍
結
と
を
合
わ
せ
た
「
新
経
済
政
策
」
と
い
う
名
前
の
セ
ッ
ト
と
し
て
提
案

さ
れ
た
。
と
れ
に
先
立
っ
て
ζ

の
決
定
を
議
す
る
た
め
大
統
領
の
山
荘
キ
ャ
ン
プ
・
デ
l
ヴ
ィ
ド
に
週
末
緊
急
会
議
が
招
集
さ
れ

た
。
財
務
長
官
コ
ナ
リ
l
は
夏
休
の
休
眠
先
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
た
。
会
議
参
加
者
は
大
統
領
の
他
、
財
務
長
官
と
次
官
の
コ
ナ
リ
1
0

と
ポ
ル
カ

l
、
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
の
議
長
と
副
議
長
の
マ
ク
ラ
ッ
ケ
ン
と
ハ

l
パ
1
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ン
、
連
邦
制
度
理
事
会

議
長
ア
l
サ

l
・パ

l
ン
ズ
、
行
政
管
理
予
算
局
長
の
シ
ュ
ル
ツ
、
国
際
経
済
政
策
諮
問
委
員
長
の
ぺ

l
タ
l
・
ペ
タ
l
ソ
ン
で
あ

っ
た
。
乙
の
会
議
に
招
か
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
関
係
政
府
高
官
で
は
国
務
長
官
ロ
ジ
ャ
ー
ス
と
国
家
安
全
保
障
担
当
首
席
補
佐

官
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
二
人
は
怠
加
を
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

キ
ャ
ン
プ
・
デ
l
ヴ
ィ
ト
会
議
で
連
銀
議
長
ア

1
サ

l
・パ

l
ン
ズ
は
ほ
と
ん
ど
孤
立
状
態
で
あ
っ
た
が
、
国
際
協
調
主
義
の
立

場
か
ら
ニ
ク
ソ
ン
政
権
主
流
の
自
国
中
心
主
義
的
な
国
際
金
融
政
策
の
路
識
に
強
く
反
対
し
允
。
パ

l
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
財
務
省
主

4~ 



導
で
推
進
さ
れ
て
い
る
ド
ル
の
一
方
的
な
交
換
性
停
止
は
、
自
国
経
済
と
同
盟
諸
国
の
経
済
を
混
乱
さ
せ
、
究
極
的
に
合
衆
国
に
経

46 

済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
波
を
よ
び
起
す
恐
れ
が
あ
る
故
に
誤
っ
た
も
の
で
あ
り
、
き
わ
め
て
危
険
で
あ
る
。
彼
は
パ

l
ゼ
ル
の

B
I

S
〔
国
際
決
済
銀
行
〕
会
議
を
通
じ
て
、
友
人
の
欧
州
中
央
銀
行
総
裁
た
ち
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、
諸
外
国
と
の
協
議
に
よ
っ
て

ド
ル
切
下
げ
の
目
的
を
達
す
る
乙
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
、
他
の
先
進
諸
国
の
協
力
を
確
保
す
る
乙
と
は
今
後
の

国
際
通
貨
秩
序
の
維
持
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
彼
は
ド
ル
の
交
換
性
停
止
だ
け
で
な
く
、
財
務
長
官
コ
ナ
リ

1

を
中
心
と
す
る
多
数
派
の
提
案
す
る
攻
撃
的
な
や
り
方
の
国
際
経
済
、
国
際
政
治
関
係
に
及
ぼ
す
副
作
用
に
重
大
な
懸
念
を
抱
い

た
。
パ

l
ン
ズ
は
ま
た
ニ
ク
ソ
ン
政
権
内
部
で
は
例
外
的
に
金
問
題
へ
の
関
心
が
高
く
早
く
か
ら
金
価
格
引
上
げ
に
よ
る
ド
ル
切
下

げ
論
の
主
張
者
で
あ
っ
た
が
、

乙
の
点
で
も
彼
の
見
地
は
パ

l
ゼ
ル
に
集
る
中
央
銀
行
家
た
ち
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。

だ
が
会
議
で
は
パ

l
ン
ズ
の
国
際
協
調
主
義
の
主
張
は
孤
立
し
た
声
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
会
議
を
主
導
し
た
の
は
財
務
長
官
コ
ナ

リ
ー
で
あ
り
、
彼
は
も
っ
と
も
強
硬
で
あ
り
露
骨
な
国
益
中
心
主
義
的
見
地
に
立
ち
、

I
M
F体
制
は
不
当
に
米
国
の
政
策
決
定
の

自
由
を
拘
束
す
る
も
の
で
あ
り
、
米
国
の
み
が
乙
の
よ
う
な
国
際
収
支
節
度
を
課
さ
れ
る
の
は
不
公
平
で
あ
る
と
論
じ
た
。
諸
外
国

を
交
渉
の
場
に
引
出
し
、
米
国
の
要
求
｜
｜
ド
ル
の
他
の
諸
通
貨
に
対
す
る
全
面
切
下
げ
と
体
制
維
持
コ
ス
ト
の
パ

l
ド
ン
・
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
に
よ
る
米
国
際
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
回
復
｜
1
e
を
飲
ま
せ
る
よ
う
攻
撃
的
な
戦
術
の
採
用
を
勧
め
た
。
パ

l
ン
ズ
と
コ
ナ
リ

ー
の
両
極
の
意
見
は
、
圏
内
政
策
行
動
の
フ
リ
l
・
ハ
ン
ド
を
確
保
す
る
た
め
に
国
際
協
調
主
義
と
米
国
の
建
設
的
な
国
際
的
リ
l

ダ
l
シ
ッ
プ
を
犠
牲
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
あ
く
ま
で
も
国
際
主
義
の
精
神
を
堅
持
し
な
が
ら
内
外
均
衡
再
建
の
方
途
を
探
求
す
る

｜
｜
長
期
的
に
は
よ
り
望
ま
し
い
が
短
期
的
に
は
よ
り
困
難
な
道
’
ー
ー
か
、
と
い
う
二
つ
の
国
益
の
深
刻
な
ジ
レ
ン
マ
を
表
現
し
て

ハ
3
）

い
た
。
だ
が
ニ
ク
ソ
ン
。政
権
の
国
際
通
貨
政
策
の
検
討
は
乙
の
ず
っ
と
以
前
に
、
政
権
担
当
と
ほ
ぼ
同
時
に
始
っ
て
お
り
、
そ
の
選

択
は
す
で
に
会
議
以
前
に
決
ま
っ
て
い
た
。
大
統
領
の
コ
ナ
リ
ー
に
た
い
す
る
信
任
は
異
常
な
も
の
で
あ
り
、
あ
る
観
察
者
の
言
に



ハ
4
V

よ
れ
ば
「
大
統
領
は
コ
ナ
リ
！
の
中
に
ま
さ
に
彼
が
探
し
て
い
る
も
の
を
見
出
し
た
」
の
で
あ
る
。
現
に
大
統
領
の
頭
を
占
め
て
い

た
の
は
十
五
ヶ
月
後
の
大
統
領
選
挙
で
あ
り
、
失
業
問
題
の
選
挙
に
及
ぼ
す
影
響
が
第
一
の
関
心
事
で
あ
っ
た
彼
に
と
っ
て
圏
内
経

済
政
策
行
動
へ
の
フ
リ
l
・
ハ
ン
ド
の
確
保
が
優
先
事
項
で
あ
っ
た
。

そ
の
背
後
に
あ
る
連
銀
と
財
務
省
の
国
際
通
貨
政
策
を
め
ぐ
る
分
裂

は
も
っ
と
以
前
か
ら
始
っ
て
い
た
。
パ

l
ン
ズ
は
す
で
に
ζ

の
年
春
以
来
ニ
ク
ソ
ン
政
府
ト
ッ
プ
の
経
済
政
策
討
議
の
場
か
ら
排
除

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
米
通
貨
政
策
当
局
内
部
に
お
け
る
財
務
省
と
中
央
銀
行
の
閣
の
緊
張
の
増
大
を
象
徴
し
て
い
た
。

だ
が
振
返
っ
て
み
る
と
会
議
に
お
け
る
パ

l
ン
ズ
の
孤
立
、

ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
国
際
通
貨
政
策
に
た
い
す
る
最
も
手
厳
し
い
批
判
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ク
l
ム
ズ
に
み
ら
れ
る
。
彼
は
六
十
年
代

か
ら
七
十
年
代
半
ば
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
の
外
国
為
替
担
当
副
総
裁
で
、
連
銀
お
よ
び
財
務
省
の
代
理
人
と
し
て
外
国
中
央
銀

行
と
の
交
渉
に
首
席
代
表
と
し
て
参
加
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
彼
は
六
十
年
代
を
通
じ
て
発
展
し
た
中
央
銀
行
間
協
力
体
制
の
成
果

｜
｜
そ
れ
は
次
第
に
拡
大
強
化
さ
れ
た
ス
ワ
ッ
プ
網
に
支
え
ら
れ
た
外
国
為
替
市
場
へ
の
協
調
介
入
と
中
央
銀
行
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
で
あ
る
ー
ー
を
高
く
評
価
す
る
。
彼
は
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
そ
れ
ま
で
慣
例
に
な
っ
て
い
た
ワ
シ
ン

ト
ン
で
の
対
外
通
貨
政
策
論
議
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
を
突
然
閉
め
出
し
て
、

B
I
S会
議
で
の
米
連
銀
の
役
割
を
制
約
し
た
乙

国際通貨の政治経済学

と
を
遺
憾
と
す
る
。
ク
l
ム
ズ
は
そ
の
国
際
金
融
協
力
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
諸
外
国
と
の
協
議
に
よ
る
ド
ル
の
為
替
レ

l
ト
の
秩

序
立
っ
た
調
整
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
国
際
流
動
性
補
給
に
は

S
D
R
の
追
加
よ
り
金
価
格
引
上
げ
を
選
択
す
べ
し
と
す
る
点
で
、

パ
l
ン
ズ
の
見
解
を
支
持
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
パ

l
ゼ
ル
に
集
う
欧
州
中
央
銀
行
総
裁
た
ち
の
共
通
見
解
で
も
あ
っ
た
。
ク
i
ム
ズ

は
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
国
際
通
貨
政
策
の
基
礎
に
は
、
後
に
「
ピ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
」
（

Z
E∞
ロ
ロ
巾

E
2

。政
策
と
呼
ば
れ
る

乙
と
に
な
る
基
本
態
度
が
横
っ
て
お
り
、

そ
れ
は
次
の
二
つ
の
誤
っ
た
仮
説
に
立
脚
し
て
い
た
と
い
う
。

4'1 

「
ピ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
」
政
策
は
も
と
も
と
一
九
六
八
年
に
ハ

1
パ
1
ト
大
学
の

G
－
ハ
パ
ラ
l
教
授
を
長
と
す
る
共
和
発



の
大
ー統
領
政
策
綱
領
委
員
会
で
．決
っ
た
も
の
で
、
過
大
評
価
さ
れ
て
い
る
ド
ル
の
切
下
げ
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
の
要
点
は
ド
ル

48 

の
一
方
的
切
下
げ
は
外
国
の
追
随
的
切
下
げ
に
よ
り
無
効
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
諸
外
国
に
交
換
性
の
な
い
ド
ル
を
た
ま
る
ま
ま

に
放
置
し
、
ド
ル
の
全
通
貨
に
対
す
る
全
面
切
下
げ
と
い
う
米
国
の
要
求
を
の
ま
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
乙
の
政
策
の
ょ
っ

て
立
つ
第
一
の
仮
定
は
、
ド
ル
は
す
べ
て
の
通
貨
に
対
し
て
過
大
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
全
通
貨
に
対
し
て
切
下
げ
る
べ
き
だ
と

い
う
仮
定
で
あ
る
。
だ
が
一
九
六
五

1
七
一
年
間
の
米
貿
易
収
支
赤
字
の
八
十
五
%
は
、
三
つ
の
主
要
貿
易
相
手
国
、
カ
ナ
ダ
、
日
本

西
独
と
の
取
引
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、
ま
ず
乙
れ
ら
少
数
の
国
々
と
の
聞
で
の
選
択
的
レ

l
ト
調
整
の
協
議
を
開
始
す
べ
き
で
．あ
っ

た
と
い
う
の
が
ク
l
ム
ズ
の
意
見
で
あ
る
。
第
二
の
誤
っ
た
仮
定
は
、
外
国
政
府
は
為
替
レ

l
ト
不
均
衡
の
い
か
な
る
是
正
に
対
し

ハ
9
V

て
も
執
劫
に
抵
抗
し
、
交
換
不
能
の
ド
ル
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
ま
で
は
ド
ル
切
下
げ
に
納
得
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
想
定
で
あ
る
0

・

乙
の
二
つ
の
仮
定
か
ら
米
政
府
は
ド
ル
の
交
換
停
止
、
す
な
わ
ち
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
放
棄
と
い
う
衝
撃
的
な
手
段
に
訴
え

て
諸
外
国
に
た
い
し
て
国
際
通
貨
の
無
秩
序
を
選
ぶ
か
、
ド
ル
の
全
面
的
切
下
げ
と
い
う
米
国
の
要
求
を
受
け
容
れ
る
か
、
い
ず
れ

か
の
選
択
を
迫
る
と
い
う
結
論
に
導
か
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。

だ
が
以
上
の
「
ビ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
」
路
線
は
ニ
ク
ソ
ン
政
権
周
辺
の
狭
い
範
囲
で
練
ら
れ
た
戦
略
構
想
が
遮
二
無
二
強
行

さ
れ
た
｜
｜
ク
l
ム
ズ
の
回
顧
は
そ
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
が
ち
で
は
あ
る
が
l
！
と
い
う
風
に
解
し
て
は
、
事
態
の
全
貌
を
と
ら

え
た
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
金
プ
ー
ル
崩
壊
か
ら
七
一
年
夏
の
決
定
直
前
に
至
る
期
聞
に
は
、
大
よ
そ
の
政
策

路
穂
の
方
向
づ
け
の
点
で
は
「
ピ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
」
政
策
に
お
い
て
米
政
界
の
超
党
派
的
合
意
が
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
し
、

指
導
的
な
言
論
も
そ
の
方
向
を
指
し
示
し
て
い
た
。

F
・
プ
ロ
ク
の
評
価
に
よ
れ
ば
、
金
プ
l
ル
解
散
と
金
の
二
重
価
格
制
の
合
意

「
米
国
に
た
い
す
る
私
的
金
購
入
の
直
接
的
圧
力
の
除
去
は
《
ピ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ

ク
ト
》
政
策
の
基
礎
を
据
え
た
。
：
：
：
一
九
六
八
年
初
頭
の
よ
り
攻
撃
的
な
政
策
〔
金
の
二
重
価
格
制
と
金
廃
貨
政
策
の
推
進
｜
｜
引
用

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
次
の
点
に
あ
っ
た
。



者
〕
は
、
合
衆
国
の
対
外
経
済
政
策
に
お
け
る
新
し
い
局
面
の
始
ま
り
を
刻
印
I
旬
、
つ
ま
り
米
国
は
な
お
国
際
収
支
赤
字
の
規
犠

を
制
限
す
る
措
置
は
続
け
た
も
の
の
、
国
際
収
支
の
均
衡
回
復
は
手
近
か
に
あ
る
と
い
う
考
え
は
消
滅
し
、
代
っ
て
国
際
収
支
調
整

を
迫
る
外
国
の
圧
力
に
抵
抗
す
る
た
め
に
｜
｜
と
く
に
対
外
収
支
調
整
が
米
国
の
世
界
的
目
標
の
放
棄
を
意
味
す
る
か
、
あ
る
い
は

圏
内
失
業
水
準
の
著
る
し
い
上
昇
を
受
け
い
れ
る
乙
と
を
意
味
す
る
時
に
は
ー
ー
そ
の
保
持
す
る
経
済
力
を
行
使
す
る
、
と
い
う
政

策
へ
の
転
換
を
明
確
に
跡
づ
け
る
と
と
が
で
き
る
と
す
る
。

「
ピ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
政
策
」
の
「
最
高
の
表
現
」
は
L
・
ク
ラ

ウ
ス
の
一
九
七

O
年
の
論
文
「
合
衆
国
に
た
い
す
る
消
極
的
国
際
収
支
戦
略
」
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
米
国
は
も
は
や
直

「
消
極
的
国
際
収
支
戦
略
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
目
標
を
よ
り
よ
く
達

成
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
合
衆
国
は
圏
内
経
済
を
最
適
水
準
に
維
持
す
る
政
策
を
と
り
、
国
際
収
支
赤
字
の
規
模
を

規
制
す
る
努
力
を
放
棄
す
る
乙
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
諸
外
国
は
そ
の
利
子
率
と
為
替
レ

l
ト
を
、
不
本
意
な
ド
ル
流
入
を
回
避

す
る
よ
う
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
．
た
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
ク
ラ
ウ
ス
論
文
は
よ
り
ソ
フ
ィ
ス
ト
ケ
l

卜
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
際
通
貨
制
度
を
支
持
す
る
上
で
の
米
国
の
主
導
的
責
任
を
拒
否
す
べ
し
と
す
る
ニ
ク
ソ
ン
H

コ
ナ
リ
！

流
儀
の
一
国
主
義
的
立
場
を
推
奨
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
米
国
が
国
際
通
貨
制
度
を
管
理
す
る
能
力
を
失
っ
た
以
上
最
上
の
策

接
に
国
際
通
貨
制
度
を
管
理
す
る
力
は
な
い
が
、

国際通貨の政治経済学

は
圏
内
均
衡
優
先
の
政
策
を
追
求
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
必
然
的
に
生
ず
る
為
替
レ

1
ト
の
不
均
衡
調
整
負
担
は
、
余
剰
ド
ル
残
高

累
積
の
圧
力
を
背
景
に
諸
外
国
に
担
わ
せ
る
べ
き
だ
、
と
す
る
政
策
選
択
の
方
向
に
お
い
て
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
追
求
し
た
路
線
と

異
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
金
交
換
停
止
決
定
直
前
の
八
月
六
日
米
議
会
両
院
合
同
委
員
会
の
国
際
為
替
・
国
際
収
支
小
委
員
会

〈
ロ
イ
ス
委
員
会
）
は
、
金
交
換
停
止
に
よ
る
ド
ル
切
下
げ
を
政
府
に
促
す
報
告
書
を
発
表
し
札
。
パ

l
ン
ズ
や
ク
1
ム
ズ
の
国
際
協

調
路
鰻
は
米
圏
内
で
は
ま
乙
と
に
少
数
の
孤
立
し
た
声
に
止
っ
た
の
で
あ
る
。
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（1
）
以
下
乙
の
会
議
の
記
述
は
、
】

0
8
5
0
0者同・

2
2吉
岡

同
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M
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5∞ω
に
よ
る
。
彼
女
は
諸
外
国
と
の
－関
係
に
主
た
る
責
任
を
も
っ
乙
の
二
人
の
国
際
派
が
怠
加
し
て
い
た
ら
パ

1
ン
ズ
は
狙
立
か
ら
救
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
大
統
領
は
国
務
省
の
立
場
は
外
国
の
代
弁
人
だ
と
し
て
初
め
か
ら
聞
ぐ
耳
を

も
た
な
か
っ
た
し
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
大
統
領
に
即時
響
を
与
え
う
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
国
際
通
貨
問
題
は
彼
の
専
門
で
は
な
く
関
心
も
薄

か
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、
二
人
の
除
外
は
意
図
的
に
外
し
た
か
（
ロ
ジ
ャ
ー
ス
て
そ
の
必
要
が
な
か
っ
た
ハ
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
）
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
国
務
長
官
の
除
外
は
重
大
で
あ
り
、
と
の
会
議
の
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
。

ハ2
〉
も
っ
と
も
キ
ャ
ン
プ
・
デ
l
ヴ
ィ
ッ

ド
会
議
に
多
加
し
た
政
府
の
経
演
関
係
上
級
ス
タ
ッ
フ
の
大
半
は
金
交
換
停
止
と
輸
ス
課
徴
金
を
セ

ッ
ト
に
す
る
や
り
方
は
「
他
国
の
報
復
を
招
く
か
ら
オ
ー
バ
ー
キ
ル
で
あ
り
危
険
で
あ
る
」
と
信
じ
て
お
り
、
会
議
怠
加
者
の
一
般
的
意
見
で

は
「
コ
ナ
リ
l
が
財
務
長
官
で
な
か
っ
た
ら
、
輸
入
課
徴
金
は
課
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」

Q
－
。。唱曲・
0
司
nx・・匂
・
5
3
と
い
う
。

〈3
）
一
九
六
九
年
初
頭
に
、
つ
ま
り
政
権
担
当
直
後
に
ニ
ク
ソ
ン
は
「
ポ
ル
カ
l
・
グ
ル
ー
プ
」
に
米
国
の
国
際
通
貨
政
策
の
あ
り
う
る
選
択

肢
に
つ
い
て
そ
の
検
討
を
命
じ
た
。
「
ポ
ル
カ
l
・
グ
ル
ー
プ
」
は
国
際
担
当
財
務
次
官
ポ
ル
カ
ー
を
頭
に
財
務
省
、

F
R
B、
経
済
諮
問
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
国
家
安
全
保
障
問
題
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
よ
り
構
成
さ
れ
、
数
カ
月
か
け
て
準
備
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー

£
g
x
oヌ
FOE
－ロ

F
S
E
a－oロ
と
冨

Oロ
帽
仲
良
司
〉
虫
色
町
曲
ョ
を
大
統
領
に
提
出
、
同
ペ
ー
パ
ー
を
土
台
に
、
ト
ッ
プ
の
経
済
顧
問
を
加
え

て
の
討
議
が
大
統
領
執
務
室
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
次
の
三
つ
の
選
択
肢
を
提
出
し
「
国
際
通
貨
分
野
に
お
け
る
基
本
的
政
策
決

定
は
急
を
要
す
る
」
と
報
告
し
た
。
そ
れ
は
付
金
価
格
引
上
げ
に
よ
る
ド
ル
の
一
方
的
切
下
げ
、
同
ド
ル
の
金
交
換
の
直
接
的
停
止
回

一多
角

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
さ
れ
た
も
の
。
ポ
ル
カ
l
・
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
は
付
の
案
に
は
反
対
す
る
よ
う
大
統
領
に
忠
告
し
、

I
M
F
ク
ォ

l

タ
l
拡
大
、

S
D
R強
化
の
中
で
の
為
抽
省
レ

l
ト
の
再
調
整
と
レ

i
ト
の
弾
力
性
拡
大
の
他
、
米
国
の
貿
易
へ
の
構
造
的
障
碍
の
除
去
と
米
防

衛
努
力
の
国
際
収
支
コ
ス
ト
の
軽
減
へ
の
努
力
ま
で
を
ふ
く
む
、
多
角
的
交
渉
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
よ
り
な
る
伺
の
「
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
進

言
し
た
。
も
っ
と
も
と
れ
が
行
詰
っ
た
際
に
は
金
交
換
停
止
が
正
当
化
さ
れ
る
可
能
性
が
附
加
さ
れ
て
い
た
が
。
こ
の
臨
吋
の
会
議
で
も
ポ
ル
カ

1
・
グ
ル
ー
プ
の
勧
告
に
対
し
パ

l
ン
ズ
〈
当
時
彼
は
経
済
諮
問
委
員
会
議
長
で
あ
っ
た
〉
だ
け
が
反
対
し
た
。
ハ
』
・
。
。
唱
曲
・

8
・
n
－
r
p

同

N
吋

I
H
S－
お
吋
〉

コ
ナ
リ
l
自
身
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

ハ
4
〉

「
大
統
領
は
明
確
に
私
に
い
っ
た

《
先
頭
に
立
っ
て
歩
み
、
君
が
な
す
べ
き
だ
と
思
う
乙

〆
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と
を
行
え
》
と
。
彼
は
ま
さ
し
く
私
に
ほ
と
ん
ど
無
制
限
の
権
限
と
権
威
の
代
理
権
を
与
え
た
」
と
＠

Q
・
o
o
d
q
P
8・
nu－－匂・嵐山町）

ハ5
〉
当
時
の
経
済
諮
問
委
員
長
の
ポ

1
ル・

7

ク
ラ
ッ
ケ
ン
の
評
価
に
よ
る
と
、
ニ
ク
ソ
ン
の
圏
内
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
純
効
果
は
国
際

収
支
の
赤
字
拡
大
で
あ
り
、
乙
の
面
か
ら
も
金
交
換
停
止
は
必
要
で
あ
っ
た
。

〈

6
〉
ニ
ク
ソ
ン
政
権
ト
ッ
プ
の
経
済
政
策
々
定
の
た
め
の
討
議
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
財
務
長
官
、
経
済
諮
問
委
員
長
、
連
邦
準
備
制
度
理

事
会
議
長
、
行
政
管
理
予
算
局
長
よ
り
な
る
四
人
組
が
定
期
的
に
財
務
省
で
会
合
す
る
慣
例
に
な
っ
て
い
た
が
、
七
一
年
四
月
以
来
連
銀
議
長

パ
1
ン
ズ
は
と
の
政
策
討
議
の
場
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
パ
！
ン
ズ
が
ド
ル
防
衛
の
た
め
に
賃
金
物
価
統
制
の
早
期
実
施
の
プ
レ
ス
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
た
た
め
に
政
府
と
の
聞
に
緊
張
が
生
じ
た
た
め
で
あ
っ
た

Q
・
。
。
唱
p
o司・
n－
了
間
M

・－

g）。

〈

7
〉
ク
ム

1
ズ
は
と
の
発
展
を
プ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
機
構
の
も
っ
と
も
重
要
な
改
革
と
評
価
し
、
反
対
に
S
D
R
創
設
は
ほ
と
ん
ど
不
必
要
な
対

応
だ
っ
た
と
否
定
的
で
あ
る
。
「
六
一
年
初
め
か
ら
の
八
年
間
世
界
の
主
要
貿
易
国
政
府
お
よ
び
中
央
銀
行
は
、
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
を

改
革
し
て
き
た
。
：
：
：
乙
の
八
年
間
に
ス
ワ
ッ
プ
網
か
ら
I
M
F
に
至
る
公
的
信
用
能
力
は
大
幅
に
強
化
さ
れ
、
国
際
収
支
赤
字
を
補
う
主
要

な
手
段
と
な
っ
て
い
た
。
」
（
の
宮
ユ
g
〉
・
。
g
B
Z－、
H，
r
o
k
H
S
E
a
Hロ同市町ロ良一
Oロ丘一
E
Eロ
n
p
お吋酌・

2
・J
円
・
荒
木
信
義
訳
『
国
際
通

貨
外
交
の
内
幕
』
一
九
七
七
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
三

O
頁）

（8
）

ク

l
ム
ズ
前
掲
書
二
三
七
頁

国際通貨の政治経済学

ハ9
）

ク

l
ム
ズ
前
掲
替
二
三
九
頁
。
だ
が
財
務
省
次
官
と
し
て
コ
ナ
リ
l
長
官
の
下
で
実
質
上
金
交
換
停
止
措
置
の
準
備
に
当
っ
た
ポ
l
ル・

ポ
ル
カ
l
の
回
惣
に
よ
れ
ば
、
彼
に
は
「
他
の
国
々
が
他
の
代
替
案
が
あ
る
限
り
、
輸
出
、
雇
用
お
よ
び
利
潤
を
台
な
し
に
す
る
か
も
知
れ
ぬ

〔
自
国
通
貨
切
上
げ
の
〕
政
治
的
経
済
的
リ
ス
ク
を
自
発
的
に
引
受
け
る
で
あ
ろ
う
程
に
）
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
懸
念
が
為
替
レ
l
ト
政
策

に
お
い
て
大
き
な
考
慮
事
項
と
な
る
以
前
に
、
当
時
そ
う
考
え
る
の
は
、
あ
ま
り
に
多
く
を
期
待
し
す
ぎ
る
ζ

と
だ
っ
た
」
と
。

Q
－
。
。
唱
曲
・

0

？
nx－－官
－
E
h）
金
交
換
停
止
直
後
の
わ
が
国
通
貨
当
局
の
無
益
な
ド
ル
買
支
え
の
努
力
、
そ
の
後
の
円
調
整
イ
ン
フ
レ
」
を
冒
し
て
ま
で

も
試
み
ら
れ
た
円
切
上
げ
回
避
の
抵
抗
に
徴
す
れ
ば
ポ
ル
カ
l
の
評
価
に
も
一
面
の
真
実
を
認
め
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

（
叩
）
匂
円
。
円
四
円
・
∞－
o
n
F
吋
『
冊
。
江
田
刷
吉
田
氏
同
ロ
お
g
曲三
Oロ
白
－
開
noロ
O
B
W
恩師
OH仏
2
・
5
3・
C
ロ
2
0
E
Q
O問
。
固
定
O
H
E但
吋
岡
市
帥
♂
句
－

M
E

1
5日・

’

・

ハ
日
）
司
－

g
o
n
F
O
M
y
n
F
－
M
Y
S∞・戸田
a

書
店
口
町
中
∞
・
穴
E
g
o－－EKFMM曲
a－
a切と
g
n
T
O
向。M
M
m
q
H
U
g
z
g
g芯
里
町
R
H
r
o
c
a
H
a
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ω
E
O田
J

《∞
H
S窓
口
問
曲
目
V
白
司
自
門
田

Oロ
同
g
g岳山口
－〉
nH目4
X
W》

HSO－－
270・叫・同
M・凶
g
t
ω
g「
e

（
語
）
ク
ラ
ウ
ス
は
プ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
の
主
任
研
究
員
で
あ
り
、
同
研
究
所
は
伝
統
的
に
民
主
党
色
の
強
い
機
関
と
さ
れ
る
と
と
ろ
か
ら

す
れ
ば
、
議
会
反
対
党
の
政
策
思
想
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
く
、
．
ζ

の
点
の
基
本
的
な
政
策
方
向
に
お
け
る
超
党
派
的
－
致
を
認
め
て

よ
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
ク
ラ
ウ
ス
論
文
で
は
と
の
「
消
極
戦
略
」
を
通
じ
て
将
来
の
ド
ル
本
位
制
か
ら
S
D
R本
位
制
へ
の
体
制
転
換
｜
｜

「
金
廃
貨
」
の
推
進
｜
｜
の
展
望
の
中
で
不
均
衡
調
盤
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
改
善
｜
｜
為
替
レ
l
ト
の
勝
力
化
ー
ー
を
期
待
す
る
点
で
バ
よ
り
理
想

主
義
的
側
面
を
も
具
え
て
い
る
。

・

．

だ
が
、
民
主
党
系
の
と
の
政
策
方
向
は
実
は
乙
の
時
よ
り
も
は
る
か
に
早
い
時
点
で
J
・ト
l
ピ
ン
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
ζ

と
に
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト

1
ピ
ン
は
周
知
の
よ
う
に
ケ
イ
ン
ズ
派
の
貨
幣
理
論
家
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
が
、
六
0
年
代
前
半
に
ケ
ネ
デ

P

ィ
政
権
下
で
の
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
六
三
年
九
月
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
会
議
で
、
ド
ル
危
機
対
策

と
し
て
為
替
統
制
の
方
向
で
の
強
い
措
置
の
実
施
を
訴
え
た
J
－
K
・
ガ
ル
プ
レ
イ
ス
の
主
張
に
反
対
し
て
、
「
も
っ
と
害
の
少
い
出
口
が
あ

る
」
と
大
統
領
に
進
言
し
て
「
ド
ル
の
平
価
切
下
げ
を
や
ら
ず
に
た
ん
に
ド
ル
を
金
か
ら
離
れ
て
自
由
に
フ
ロ
ー
ト
さ
せ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
ド

ル
の
減
価
を
許
す
選
択
を
与
え
る
｜
｜
一
九
七
一
年
八
月
に
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
現
実
に
と
っ
た
措
置
l
！
と
い
う
考
え
方
を
持
ち
出
し
た
」

Q
o
rロ
ω・
o
r－－－

C
・
ω－
F
Z
S曲巴
Oロ
色
一
玄
0
5
gミ
同
Mo－－
nupMMEロ
3
8ロ
C
・

m・－喧由
N
－喝・

5
3
と
い
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
・
ケ

イ
ン
ジ
ア
ン
の
金
軽
視
の
恩
考
の
何
よ
り
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

（臼）

C
・
ω・。。口問
S
M
P
』

OEH
開

g
ロロ白山口の
o
g
gま
8
・〉
nH－oロ
Z
O唱件。国同円。ロ間再
r
g
H
r
o
c－
ω－
o
o－－曲同
H
m
e
o
H件。間同
roω
ロ－
unOB－

S
F
 

E

プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
機
構
の
生
成
と
展
開

｜
｜
I
M
F体
制
と
は
何
で
あ
っ
た
か
｜
｜

以
上
に
み
た
米
国
際
金
融
政
策
の
転
換
｜
｜
基
軸
通
貨
国
と
し
て
の
国
際
的
責
任
の
放
棄
と
通
貨
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
路
線
へ
ゐ
転

轍
ー
ー
の
も
つ
歴
史
的
意
味
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、

ぴ
る
が
え
っ
て
戦
後
発
展
の
国
際
的
枠
組
を
与
え
た

I
M
F機
構
の
内
実
と

、52



本
性
を
、
そ
の
生
成
過
程
と
そ
の
後
の
現
実
の
展
開
過
程
に
即
し
て
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
の
作
業
は
ブ
レ
ト
ン
ウ
γ
ズ
機

構
の
創
設
者
の
構
想
と
そ
の
後
の
実
際
の
展
開
と
の
差
異
｜
｜
機
構
そ
の
も
の
の
あ
る
種
の
変
質
ー
ー
の
た
め
に
、
．
ま
た
基
金
協
定

の
条
項
と
実
際
の
運
営
の
聞
の
需
離
に
よ
っ
て
複
雑
で
あ
る
。
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
．
ど
の
側
面
に
ウ
エ
イ
ト
を
か
け
る
か
に
よ
っ

て
、
乙
の
戦
後
国
際
通
貨
体
制
の
性
格
に
つ
い
て
異
・っ
た
理
解
が
生
じ
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
正
鵠
を
射
た
理
解
を
う
る
に
は
、
そ
の
複

雑
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
初
期
構
想
と
そ
の
変
質
、
基
金
協
定
条
文
よ
り
理
解
さ
れ
る
制
度
と
制
度
の
実
際
の
運
営
と
機
能
の
両
面
よ

り
接
近
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
制
度
の
歴
史
的
現
実
的
理
解
は
、
，
制
度
モ
の
も
の
、
．
そ
の
指
導
原
理
と
現
実
過
程
と
の
相

互
交
渉
、
矛
盾
、
葛
藤
の
中
で
え
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
般
に
戦
後
の

I
M
F
機
構
の
性
格
を
「
金
為
替
本
位
制
」
と
呼
ば
れ
る
乙
と
が
普
通
で
あ
る
。
後
に
く
わ
し
く
み
る
R
・
ト
リ
J

フ
ィ
ン
の
有
名
な
「
流
動
性
ジ
レ
ン
マ
」
論
も
プ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
機
構
の
本
質
を
金
為
替
本
位
制
と
お
さ
え
て
、

と
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
根
本
的
ジ
レ
ン
マ
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
基
金
協
定
に
お
け
る
平
価
規
定
が
金
ま
た
は
米
ド
ル
を
価
値
基
準
と
明
記

国際通貨の政治経済学

し

τい
る
乙
と
、
ま
た
協
定
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
外
国
保
有
残
高
の
交
換
性
」
・
の
一
般
的
義
務
に
基
づ
い
．で
、
外
国
通
貨
当
局
保

有
の
ド
ル
残
高
は
米
財
務
省
に
お
い
て
金
一
オ
ン
ス
H
三
五
ド
ル
で
金
に
交
換
さ
れ
る
建
前
に
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
じ
た
も
の
で

あ
る
。
米
ド
‘ル
だ
け
が
直
接
金
と
結
び
つ
く
基
軸
通
貨
で
あ
り
、
諸
外
国
通
貨
は
ド
ル
を
媒
介
と
し
て
間
接
的
に
金
と
連
繋
す
る
点

で
は
、
‘金
本
位
制
時
代
の
イ
ン
ド
の
遜
貨
や
一
九
二
二
年
の
ジ
ェ
ノ
ア
会
議
で
金
節
約
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
が
提
案
し
た
金
為
替
本
位

制
と
類
似
し
て
い
る
。
だ
が
乙
の
規
定
が
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ツ
ズ
機
構
の
基
本
的
特
徴
を
汲
み
尽
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ

る
。
そ
乙
で
ま
ず
プ
レ
ト
ン
ウ
ツ
ズ
機
構
の
形
成
期
に
基
金
構
想
が
根
本
的
な
点
で
戦
前
の
金
本
位
制
（
そ
の
変
形
と
じ
て
の
金
為

替
本
位
制
を
ふ
く
む
）
か
ら
の
歴
史
的
な
離
反
で
あ
る
乙
と
を
主
張
し
た
ケ
イ
ン
ズ
の
見
解
を
み
る
乙
と
に
し
よ
う
。

ケ
イ
ン
・ズ
は
彼
の
当
初
の
野
心
的
な
清
算
同
盟
案
が
ア
メ
リ
カ
側
の
反
対
で
退
け
ら
れ
、
ホ
ワ
J

九
十
案
を
バ
l
ス
と
し
て
起
草
さ
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れ
た
国
際
通
貨
基
金
協
定
案
が
成
立
し
た
後
、
同
協
定
案
の
英
国
議
会
審
議
に
際
じ
上
院
で
演
説
し
、

乙
れ
を
擁
護
a
し
て
そ
れ
が
園

54 

際
的
機
構
犯
画
期
的
な
革
新
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
－従
来
の
金
本
位
制
の
運
営
ル
ー
ル
か
ら
の
歴
史
的
に
重
要
な
訣
別
を
意
味

「
と
の
計
画
は
ま
さ
に
金
本
位
制
と
は
正
反
対
の
も
の
で
あ
久
」
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
。
彼
が
乙
乙
で
強
調
し
て

す
る
点
で
、

ド
る
の
は
、
各
国
通
貨
の
対
外
価
値
を
表
示
す
る
基
準
と
し
て
金
を
使
用
す
る
乙
と
と
金
本
位
制
と
は
別
の
事
柄
で
あ
り
、
金
本
位

制
の
核
心
は
一
国
通
貨
の
対
内
価
値
を
、
金
の
一
定
重
量
に
厳
格
に
固
定
さ
れ
た
対
外
価
値
に
無
条
件
に
一
致
さ
せ
る
よ
う
な
金
融

政
策
を
採
用
す
る
乙
と
を
義
務
づ
け
る
点
に
あ
る
。
乙
れ
に
反
し
て
協
定
案
は
従
来
の
原
則
に
代
え
て
、
通
貨
の
対
外
価
値
を
圏
内

政
策
の
必
要
か
ら
生
ず
る
対
内
価
値
に
順
応
す
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
変
更
し
う
る
と
定
め
た
と
と
で
、
運
営
ル

l
ル
の
原
則
の
変

更
を
意
味
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
す
る
。
金
本
位
制
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
強
か
っ
た
英
国
世
論
を
考
慮
じ
て
意
識
的
に
金
本
位
制

と
の
差
異
を
強
調
し
た
点
を
割
引
く
と
し
て
も
、
彼
に
と
っ
て
は
戦
間
期
に
金
本
位
制
の
最
大
の
欠
陥
と
し
て
以
前
に
彼
が
批
判
し

た
見
解
と
矛
盾
す
る
も
の
を
新
じ
い
国
際
機
構
に
認
め
て
は
い
な
か
っ
た
し
、
彼
が
基
金
の
逮
営
を
乙
の
方
向
に
導
く
た
め
に
最
大

の
努
力
を
傾
注
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
？
ケ
イ
ン
ズ
は
さ
ら
に
金
本
位
制
下
の
国
際
収
支
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
異
っ
て
、
新
し
い
機

構
で
は
赤
字
国
だ
け
が
調
整
の
負
担
を
負
う
の
で
な
く
、
赤
字
国
、
黒
字
国
双
方
が
寸
と
も
に
調
整
負
担
を
負
う
と
い
う
不
均
衡
調
整

の
責
任
の
対
称
性
も
金
本
位
制
の
運
営
ル
ー
ル
と
の
重
要
な
相
違
点
で
あ
り
、
両
大
戦
間
期
の
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
主
閣
の
再
発
防

止
策
を
提
供
す
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る
ω

力
点
を
お
く
ー
ー
で
あ
っ
た
し
、

e

た
し
か
に
不
均
衡
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
米
英
両
国
間
で
主
要
対
立
点
の
一
つ
ト

1
米
国
は
為
替
安
定
に
英
国
は
為
替
の
弾
力
性
に

I
M
F制
度
に
お
い
て
最
後
ま
で
不
明
確
な
ま
ま
に
残
さ
れ
た
部
分
で
あ
っ
ハ

M
。
と
は
い
え
結
局

の・
6
乙
ろ
I
M
F機
構
は
金
と
の
つ
な
が
り
の
程
度
の
評
価
に
関
し

τ様
々
な
理
解
が
成
立
す
る
と
し
て
も
、

そ
の
運
営
原
則
に
お

い
て
ケ
イ
ン
ズ
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
金
本
位
制
ハ
あ
る
い
は
そ
の
変
種
と
し
て
の
金
為
替
本
位
制
）
の
対
外
均
衡
至
上
主
義
の
速



営
ル

l
ル
か
ら
の
離
反
が
あ
り
、
内
外
不
均
衡
の
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
一
定
の
弾
力
性
を
組
み
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
た
乙
と
は
否
定

で
き
な
い
。
し
か
し
乙
の
点
に
つ
い
て
は
米
英
両
国
間
だ
け
で
な
く
、
米
国
内
部
に
お
い
て
も
相
対
立
す
る
利
害
と
制
度
構
想
の
聞

の
綱
引
き
状
態
と
い
う
情
況
が
あ
っ
た
。
後
の
展
開
の
基
本
線
を
見
定
め
る
た
め
に
立
ち
止
ま
っ
て
そ
の
閣
の
経
緯
を
ふ
り
返
っ
て

お
き
た
い
。

一
九
四
三
年
四
月
に
最
初
に
作
成
さ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
の
構
想
は
ケ
イ
ン
ズ
の
清
算
同
盟
案
よ
り
は
る
か
に
野
心
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
国
際
（
中
央
）
銀
行
と
安
定
基
金
l
1
a
ζ
の
後
者
が
後
に
ホ
ワ
イ
ト
案
と
し
て
知
ら
れ
る
機
構
で
協
定
の
基
礎
と
な
っ
た

ー

i
の
二
本
建
よ
り
な
り
、
し
か
も
銀
行
が
よ
り
強
力
な
機
関
で
構
想
の
軸
心
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

ζ

の
銀
行
は
当

初
一

O
O億
ド
ル
の
資
本
金
で
出
発
し
、
先
進
国
の
資
本
市
場
で
銀
行
券
を
売
却
し
て
追
加
資
金
を
う
る
乙
と
が
で
き
る
。
銀
行
は

ζ
の
資
金
を
ベ

l
ス
に
信
用
創
造
機
能
を
も
ち
、
非
常
な
低
利
率
で
長
期
貸
付
を
行
う
。
そ
の
目
的
は
加
盟
諸
国
の
経
済
再
建
、
援

助
に
必
要
な
長
期
資
金
を
供
与
す
る
と
と
に
よ
っ
て
世
界
的
規
模
で
の
完
全
雇
用
を
達
成
す
る
乙
と
と
さ
れ
た
り
安
定
基
金
は
乙
の

国際通貨の政治経済学

銀
行
の
補
助
機
構
と
し
て
、
約
五

O
億
ド
ル
の
資
金
を
も
っ
て
国
際
収
支
の
危
機
に
陥
っ
た
諸
国
に
短
期
資
金
を
供
与
す
る
。
文
字

通
り
野
心
的
な
世
界
中
央
銀
行
設
立
構
想
で
あ
り
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
そ
れ
が
供
与
す
る
国
際
信
用
の
規
模
に
示
さ
れ
て
い
た
。
あ

る
分
析
家
は
銀
行
と
基
金
合
わ
せ
て
約
六

O
O億
ド
ル
の
国
際
流
動
性
を
追
加
す
る
も
の
と
計
算
し
て
い
る
。

ζ

れ
は
ま
さ
に
私
的

国
際
銀
行
業
か
ら
そ
の
主
要
な
機
能
を
取
上
げ
で
、
諸
国
政
府
の
手
で
運
営
さ
れ
る
超
国
家
的
国
際
機
関
に
移
す
こ
と
を
意
味
す

’Q
0

．
 

乙
の
非
正
統
的
な
ホ
ワ
・イ
ト
の
革
新
は
彼
の
よ
司
で
あ
る
財
務
長
官
モ

1
9ケ
ン
ソ
！
の
基
本
的
な
考
え
に
一
致
し
た
。
彼
は
長
官

よ
り
権
限
の
全
面
的
委
任
を
受
け
て
起
案
し
た
が
、
モ

l
ゲ
ン
ソ

l
は
三
十
年
代
の
大
不
況
の
経
験
か
ら
、
世
界
経
済
の
安
定
し
た
運

営
の
た
め
に
は
披
自
身
の
言
葉
に
よ
れ
ば
白
「
世
界
の
金
融
中
心
地
を
ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
ウ
ォ

l
ル
・
’ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
米
国
財
務
省

55 



内

7
U

に
移
じ
、
国
際
金
融
に
つ
い
て
諸
国
簡
に
新
し
い
概
念
を
導
入
す
る
」
必
要
が
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
モ

l
ゲ
ン
ソ
ー
も
ホ
ワ
イ
ト

56 

も
ニ
ュ

l
・
デ
ィ

l
ル
派
に
属
し
、

ニュ

l
・
デ
ィ

l
ル
政
策
の
戦
後
国
際
経
済
版
の
青
写
真
を
描
い
た
も
の
と
評
す
る
乙
と
が
で

き
、
と
の
点
で
ケ
イ
ン
ズ
と
共
通
の
地
盤
に
立
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
当
初
の
理
想
主
義
的
な
国
際
主
義
の
計
画
は
、
，

そ
れ
と
は
無
縁
な
議
会
で
の
通
過
を
考
慮
し
て
大
幅
に
後
退
せ
ざ
る
を
え
ず
、
野
心
的
な
世
界
中
央
銀
行
は
姿
を
消
し
、
本
来
は
補

助
的
地
位
に
あ
っ
た
安
定
基
金
構
想
が
ホ
ワ
イ
ト
案
の
骨
格
と
な
っ
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

だ
が
財
務
省
の
推
進
す
る
戦
後
の
国
際
金
融
構
想
に
は
米
政
府
部
内
に
も
有
力
な
対
抗
勢
力
が
存
在
し
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
流
の
旧

式
国
際
主
義
の
信
奉
者
コ

l
デ
ル
・
ハ
ル
を
長
官
に
戴
く
国
務
省
が
財
務
省
の
主
た
る
対
抗
者
で
あ
り
、
そ
の
主
た
る
関
心
は
米
国

資
本
の
対
外
活
動
の
た
め
の
聞
か
れ
た
世
界
市
場
と
く
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
プ
ロ
ッ
ク
の
開
放
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
財
務
省
主
導

の
国
際
通
貨
基
金
権
想
に
対
す
る
最
も
有
力
な
批
判
者
は
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
副
総
裁
で
あ
っ
た
ジ
ョ

ジ
－
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
で
あ
り
、
彼
は
対
案
と
し
て
「
基
軸
通
貨
計
画
」
今
叶
r品
開
市
可
一
の
ロ
河
市
ロ
ロ
可
盟
白
ロ
J
を
提
唱
し
た
。
乙
の
案
の

核
心
は
ポ
ン
ド
の
国
際
的
役
割
を
パ
ッ
ク
す
る
．た
め
に
英
国
に
大
規
模
の
借
款
を
供
与
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
乙
の
借
款
を

テ
コ
に
し
て
、
英
国
を
多
角
的
貿
易
政
策
｜
｜
す
な
わ
ち
英
連
邦
特
恵
関
税
制
度
で
固
め
ら
れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
圏
の
解
体
｜
｜
の

方
向
に
推
し
動
か
し
、
ロ
ン
ド
ン
に
再
び
国
際
資
本
市
場
の
地
位
を
復
活
さ
せ
、
戦
後
に
予
想
さ
れ
る
ド
ル
・不
足
を
補
完
す
る
た
め

に
ポ
ン
ド
に
国
際
通
貨
と
し
て
の
役
割
｜
｜
と
く
に
西
欧
内
部
お
よ
び
西
欧
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
取
引
に
限
ら
れ
た
ー
ー
を
回

復
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
ω

ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
「
基
軸
通
貨
計
画
」
は
根
本
に
お
い
て
戦
間
期
の
金
本
位
制
の
復
活
｜
｜
た
だ

し
今
回
は
米
ド
ル
の
指
導
権
の
下
で
の
ー
ー
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は

I
M
F
構
想
に
反
対
す
る
米
国
の
国
際

銀
行
業
界
の
利
害
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
米
国
資
本
の
活
動
の
た
め
の
自
由
・
多
角
・
・無
差
別
の
聞
か
れ
た
世

界
市
場
の
実
現
、
そ
の
た
め
の
鍵
を
握
る
も
の
と
し
て
英
国
の
貿
易
統
制
の
撤
去
を
至
上
命
題
と
す
る
国
務
省
の
政
策
路
線
と
合
致



す
る
も
の
で
あ
り
、
国
務
省
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
代
替
案
の
周
り
に
結
集
す
る
。

「
彼
ら
は
そ
も
そ
も
プ
レ
ト
ン
・
ウ
γ
ズ
が
す
で

に
起
っ
た
と
と
を
単
純
に
忘
れ
よ
う
と
し
、
あ
た
か
も
何
事
も
起
ら
な
か
う
た
か
の
よ
う
に
J
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
代
替
的
な
基
軸

通
貨
計
画
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
。
」
対
英
借
款
と
時
期
尚
早
の
ポ
ン
ド
交
換
性
回
復
の
コ

l
ス
が
乙
う
し
て
設
定
さ
れ
る
と
と
に

一
九
四
五
年
四
月
の
ル

l
ズ
ベ

な
る
。
乙
の
財
務
省
主
導
か
ら
国
務
省
主
導
へ
の
戦
後
直
後
の
米
国
際
金
融
政
策
の
基
調
転
換
は
、

ル
ト
大
統
領
の
死
去
と
ト
ル

1
7
ン
と
の
交
代
、
即
刻
の
モ

i
ゲ
ン
ソ

l
の
財
務
長
官
辞
任
に
と
も
な
つ
で
、
対
外
政
策
に
対
す
る

モ
l
ゲ
ン
ソ
！
”
ホ
ワ
イ
ト
の
思
想
の
影
響
力
の
喪
失
に
よ
っ
て
決
定
的
と
な
っ
た
。

米
国
際
銀
業
業
界
は
基
金
協
定
〈
第
六
条
）
に
明
記
さ
れ
て
い
る
資
本
移
動
の
統
制
が
彼
等
の
国
際
金
融
業
務
に
お
け
る
行
動
の
自

由
を
著
る
し
く
制
限
す
る
乙
と
に
な
る
点
に
な
お
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
だ
が
協
定
の
議
会
通
過
を
阻
止
す
る
彼
ら
の
試
み
が
不
成

功
に
終
っ
た
後
に
、
彼
ら
は
基
金
の
運
営
に
お
い
て
米
国
が
も
っ
優
越
し
た
拒
否
権
の
力
を
背
景
に
し
て
、
基
金
の
活
動
を
よ
り
伝

統
的
な
銀
行
の
行
動
原
則
の
線
に
引
き
も
ど
し
、
基
金
の
性
格
を
変
質
さ
せ
る
と
い
う
長
期
戦
略
に
転
換
す
る
。
基
金
の
資
金
規
模
、

が
制
限
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
基
金
の
資
金
利
用
に
も
厳
し
い
制
約
が
附
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
I
M
F
機
構
の
実
際
の
運
営
は
彼
ら

の
戦
略
が
実
現
し
て
い
っ
た
と
と
を
実
証
し
て
い
る
。
事
実
基
金
が
活
動
を
開
始
し
た
戦
後
過
渡
期
に
お
い
て
は
基
金
は
ま
っ
た
く

国際通貨の政治経済学

装
飾
的
な
存
在
に
止
っ
た
。
三
七
億
五

O
O
O万
ド
ル
の
対
英
借
款
を
テ
コ
に
強
行
さ
れ
た
一
九
四
七
年
夏
の
時
期
尚
早
の
ポ
ン
ド

交
換
性
回
復
の
試
み
が
挫
折
し
た
後
に
、
国
際
流
動
性
の
供
給
は
国
際
機
関
を
通
じ
て
で
は
な
く
、
直
接
米
国
政
府
の
手
に
よ
っ
て

「
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
援
助
」
｜
｜
当
初
一
九
四
八
I
五
一
年
の
四
年
間
に
一
七

O
億
ド
ル
の
支
出
権
限
を
議
会
に
要
請
、
実
績

総
額
一
二
四
億
ド
ル
｜
｜
の
枠
組
の
下
に
供
与
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
発
足
と
と
も
に
同
援
助
国
に
は
原

則
と
し
て
基
金
資
金
の
利
用
を
認
め
な
い
乙
と
と
決
め
ら
れ
た
。
世
界
銀
行
も
ま
た
復
興
金
融
の
分
野
か
ら
去
っ
た
。
と
う
し
て
プ
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レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
の
両
国
際
金
融
機
構
は
当
初
の
目
標
を
遂
げ
え
ず
一
時
舞
台
か
ら
退
場
す
る
乙
と
に
な
る
。
以
上
の
過
程
は
同
時
に



国
際
通
貨
体
制
に
お
け
る
ド
ル
の
覇
権
の
確
立
過
程
で
も
あ
っ
た
0
・

転
機
が
訪
れ
る
の
は
一
九
五
八
年
春
の
西
欧
通
貨
の
交
換
性
の
回
復
で
あ
る
。
乙
乙
に
プ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
機
構
創
設
時
に
予
想
さ

58 

れ
た
戦
後
過
渡
期
｜
｜
当
初
の
想
定
五
年
を
は
る
か
に
超
ゐ
て
実
に
十
二
年
を
要
し
た
が
ー
ー
が
終
り
、

I
M
F機
構
の
正
常
な
機

能
発
揮
の
前
提
条
件
が
整
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
乙
の
時
逆
説
的
に
も
機
構
創
設
者
が
当
初
予
想
も
L
て
い
な
か
っ
た
事
態
が
現

出
し
つ
つ
あ
っ
た
。
四
十
年
代
と
五
十
年
代
前
半
l
l
E確
に
は
一
九
五
七
1
五
八
年
世
界
同
時
不
況
ま
で
ー
ー
に
顕
著
で
あ
っ
た

「
ド
ル
不
足
」
が
解
消
に
向
い
、
反
対
に
ド
ル
過
剰
と
ド
ル
危
機
へ
の
転
化
が
始
ま
っ
た
。

I
M
F
機
構
は
当
初
構
想
さ
れ
た
よ
う

な
一
時
的
に
国
際
収
支
不
均
衡
に
陥
っ
た
加
盟
国
に
調
盤
の
時
聞
を
与
え
る
た
め
に
基
金
の
資
金
を
融
通
す
る
対
称
的
な
制
度
と
し

て
で
は
な
く
、
六
0
年
代
以
降
で
は
戦
後
再
建
期
と
は
逆
の
国
際
収
支
の
構
造
的
不
均
衡
の
持
続
を
背
景
に
、
基
軸
通
貨
体
制
を
補

強
す
る
｜
｜
最
初
は
主
と
し
て
ポ
ン
ド
支
援
の
、
次
い
で
は
ド
ル
補
強
の
｜
｜
非
対
称
的
制
度
と
し
て
機
能
す
る
乙
と
に
な
る
。

乙
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
I
M
F体
制
｜
｜
乙
乙
で
は
基
金
協
定
に
基
い
て
設
立
さ
れ
た
I
M
F機
構
と
区
別
し
て
、
そ
れ
を
も

制
度
の
一
環
と
し
て
含
む
と
と
る
の
ド
ル
を
基
軸
通
貨
と
し
て
運
営
さ
れ
る
戦
後
の
国
際
通
貨
体
制
の
総
体
を
さ
す
ー
ー
を
も
っ
て

金
為
替
本
位
制
と
呼
ぶ
の
は
、
そ
の
運
営
の
ル

l
ル
か
ら
い
っ
て
戦
間
期
の
金
為
替
本
位
制
と
の
差
異
を
無
視
し
て
い
る
点
で
不
正

確
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
金
制
度
の
一
側
面
に
の
み
注
目
し
た
規
定
で
あ
っ
て
人
を
誤
っ
た
理
解
に
導
き
か
ね
な
い
点
で
不
適
切
で

あ
る
。
後
に
み
る
よ
う
に
米
国
の
通
貨
当
局
の
実
践
も
金
為
替
本
位
制
か
ら
離
反
し
て
ゆ
く
方
向
へ
傾
斜
を
強
め
て
い
く
。
戦
後
の

国
際
通
貨
制
度
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
論
者
に
よ
っ
て
意
見
が
分
れ
、
あ
る
種
の
あ
い
ま
い
さ
が
残
る
の
は
、
基
本
的
に
は
制
度

の
建
前
と
運
営
の
実
際
の
両
商
に
お
い
て
、
金
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
あ
い
ま
い
さ
を
残
し
て
い
る
た
め
で
あ
泌
V

そ
れ
は
ま
た
プ

レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
機
構
そ
の
も
の
が
金
本
位
制
か
ら
で
き
る
だ
け
離
れ
た
い
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
金
の
拘
束
を
残
し
て
お
き
た
い
と
す

る
ア
メ
リ
カ
と
の
閣
の
金
に
た
い
す
る
対
照
的
な
姿
勢
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
と
い
う
出
発
点
の
事
情
に
も
起
因
す
る
。
そ
れ
ゆ



え
体
制
の
基
本
的
性
格
を
よ
り
的
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
進
ん
で
金
・
ド
ル
体
制
の
内
在
矛
盾
を
、
金
の
位
置
づ
け
の
問
題
を

勃
に
・す
え
て
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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岳
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司
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邦
訳
『
ケ
イ
ン
ズ
全
集
』
第
二
－
T
六
巻
、
一
九
八
八
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
三
頁
。
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）
同
上
書
、
一

O
六
頁
。

ハ
3
〉
同
一
八
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一
九
頁
。
基
金
協
定
条
文
で
黒
字
国
の
調
整
責
任
を
明
文
化
し
た
箇
所
は
、
い
わ
ゆ
る
「
稀
少
通
貨
」
条
項
（
第
七
条
〉
で

あ
る
。
も
っ
と
も
と
の
条
項
が
現
実
に
発
動
さ
れ
た
と
と
は
な
か
’っ
た
が
。
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・
J『・
R
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ガ
l
ド
ナ

1
著
村
野
孝
・
加
瀬
正
一
訳
『
国
際
通
貨
体
制
成
立
史
』

上
巻
、
一
九
七
三
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
五
六

t
五
八
一
良
、

－二
一
八
J
二
ニ
二
頁
。

（5
）
ホ
ワ
イ
ト
の
と
の
最
初
の
構
想
は
次
の
文
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
図
。
同
植
え
王
子
』
・
穴
丘
同
Y
叶

Z
E
B
g
a
gロ
巳
宮

o
s
gミ
司

E
L

同由お
1
5
8・
〈
o－
－
戸
当
面
田
宮
ロ
悶
岬

g
u・
。
・・e
司－

s
t
g－

（6
）
司
・
∞
－

onr・
0
同M
－
nFH・・句－

hAF・

（7
〉
ト
ル
！
？
ン
大
統
領
宛
書
簡
、
『
ニ
ュ

l
ヨ
I
h－
－
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ

1
ン
』
紙
、
一
九
四
六
年
三
月
三
十
－
日
付
。
引
用
は
R
－

N
・
ガ
l
ド
ナ
l
前
掲
官官二

O
三
頁
よ
り
。

〈

8
）
財
務
長
官
モ

1
ゲ
ン
ソ

1
は
ル

l
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
親
し
い
友
人
で
、
か
な
り
ユ
ニ
ー
ク
な
性
格
の
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ル

l
ズ

ベ
ル
ト
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
流
の
旧
い
国
際
主
畿
を
信
奉
す
る
保
守
的
国
務
長
官
コ

l
デ
ル
・
ハ
ル
と
肌
が
合
わ
ず
、
親
友
モ

l
ゲ
ン
ツ

f
を
財
務

長
官
に
起
用
し
て
国
際
経
済
政
策
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
と
さ
れ
る
。
モ

1
ゲ
ン
ソ
l
は
本
来
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
に
は
賛
成
で
な
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
経
済
学
の
専
門
知
識
が
な
く
、
ホ
ワ
イ
ト
を
信
描
朝
し
て
一
切
を
委
ね
た
。
ホ
ワ
イ
ト
は
ニ
ュ

l
デ
ィ
！
ル
左
派
に
属
し
ー
ー
そ
の
た
め

後
に
非
米
活
動
委
員
会
か
ら
忠
誠
の
疑
で
訴
追
さ
れ
不
遇
の
中
に
世
を
去
る
ー
ー
そ
の
立
場
か
ら
上
記
の
野
心
的
で
理
想
主
義
的
大
構
想
を
立

案
す
る
。
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〈

9）
回

り

S
L
F・∞－
o
n
F
o『・

n
r・－唱・品目
N
－

〈
叩
〉
－

zp・
司
・
朗
自
・

〈日）

ζ

の
転
換
を
英
国
政
府
を
代
表
し
て
対
米
交
渉
に
当
っ
た
ケ
イ
ン
ズ
は
交
渉
相
手
の
立
場
か
ら
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ド
に
錨
き
出
し
て
い
る
。
そ
れ

は
四
四
年
の
基
金
協
定
成
立
か
ら
四
六
年
三
月
の
創
立
総
会
（
サ
バ
ン
ナ
会
議
）
の
期
聞
に
当
る
。
と
く
に
ケ
イ
ン
ズ
全
集
第
二
十
六
巻
、
二

六
ニ
頁
以
下
多
照
。
ケ
イ
ン
ズ
は
サ
ヴ
ァ
ン
ナ
会
識
に
い
た
く
失
望
し
た
。
彼
は
乙
の
会
議
怠
加
の
三
週
間
後
に
死
去
し
た
。
ガ
ー
ド
ナ
l
前

掲
書
下
、
四
五
九
頁
、
ハ
・ロ
ッ
ド
『
ケ
イ
ン
ズ
伝
』
改
訳
版
下
巻
、
一
九
六
七
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
六
九
六
J
六
九
七
頁
？

（
ロ
）
戦
後
の
国
際
通
貨
体
制
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
堀
江
蕊
雄
氏
は
つ
と
に
以
下
に
み
る
的
確
な
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。
「
ζ

れ
〔
I
M
F

協
定
の
平
価
規
定
を
さ
す
｜
引
用
者
〕
は
、
・I
M
F
が
金
の
管
理
者
で
は
な
く
、
換
言
す
れ
ば
、
国
際
金
融
の
真
の
セ
ン
タ
ー
で
は
な
く
、
そ

の
体
制
が
そ
れ
自
体
ひ
と
つ
の
通
貨
体
制
た
り
え
な
い
と
い
う
事
実
、
す
な
わ
ち
ド
ル
本
位
制
と
い
う
ひ
と
つ
の
国
際
通
貨
体
制
に
乗
っ
た
、

そ
の
補
助
的
機
関
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
生
ず
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
：

故
に
I
M
F
に
お
け
る
金
平
備
な
る
も
の
は
、
そ
の
実
質
を
伴
わ
な
い
単
な
る
擬
制
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
乙
の
よ
う
な
規
定
が
成
り
立
ち
、
そ
れ
に
‘よ
っ
て
I
M
F
を
通
ず
る
国
際
金
為
替
本
位
制
が
円
滑
に
作
用
す
る
た
め
に
は
、
実
は

米
ド
ル
が
よ
り
固
有
の
金
本
位
通
貨
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
現
実
に
は
、
ド
ル
の
金
へ
の
免
換
性
は
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
金
価
値
は
絶
対
の
も
の
で
あ
り
え
な
い
。
と
ζ

に
ひ
と
つ
の
矛
盾
が
あ
り
、
今
日
の
世
界
的
通
貨
不
安
の
一
因
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の

で
あ
る
」
〈
堀
江
薫
雄
『
国
際
通
貨
基
金
の
研
究
』
一
九
六
二
年
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
頁
）

堀
江
氏
の
性
格
規
定
は
マ
ル
ク
ス
派
国
際
金
融
論
研
究
者
に
よ
っ
て
肯
定
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
。
深
町
郁
禰
『
現
代
資
本
主
義
と
国
際
通

貨
』
一
九
八
一
年
、
岩
波
書
店
、
七
七
頁
注
記
怠
照
。
富
塚
文
太
郎
氏
は
ド
ル
が
米
国
居
住
者
に
は
金
本
位
通
貨
で
な
く
諸
外
国
通
貨
と
同
様

の
管
理
（
不
換
）
通
貨
で
あ
り
、
た
だ
外
国
通
貨
当
局
保
有
の
ド
ル
残
高
に
対
し
て
の
み
限
ら
れ
た
交
換
性
を
附
与
す
る
点
に
戦
間
期
の
国
際

金
為
替
本
位
制
と
の
外
面
的
共
通
点
を
も
っ
点
に
着
目
し
て
「
疑
似
金
為
替
本
位
制
」
と
呼
ん
で
い
る
。
富
塚
文
太
郎
前
掲
番
九
六
頁
P

乙
の
箇
所
の
叙
述
は
主
と
し
て
本
書
に
よ
る
。

eα 



E
‘金
・
ド
ル
体
制
の
内
在
矛
盾

ト
リ
フ
ィ
ン
の
「
流
動
性
ジ
レ
ン
マ
」

手
始
め
に
ド
ル
危
機
始
発
の
五
十
年
代
末
の
時
期
に
早
く
も
戦
後
国
際
通
貨
体
制
の
根
本
的
弱
点
を
指
摘
し
た
『
金
と
ド
ル
の
危

機
』
の
著
者
R
・
ト
リ
フ
ィ
ン
の
有
名
と
な
っ
た
「
流
動
性
ジ
レ
ン
マ
」
論
を
と
り
上
げ
よ
う
。
ト
リ
フ
ィ
ン
の
問
題
意
識
は
西
欧

通
貨
の
交
換
性
回
復
の
年
一
九
五
八
年
を
第
一
次
大
戦
後
の
金
本
位
制
復
帰
の
年
一
九
二
五
年
に
類
比
し
、
両
制
度
を
国
際
金
為
替

本
位
制
と
い
う
共
通
面
で
把
え
た
上
で
、
と
の
制
度
の
下
で
は
制
度
の
軸
心
と
な
る
金
本
位
通
貨
、
す
な
わ
ち
基
軸
通
貨
の
信
認
が

不
可
避
的
に
掘
り
崩
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
根
本
的
弱
点
が
内
在
す
る
と
す
る
点
に
あ
る
。
彼
の
推
論
の
前
提
に
は
、
次
の
よ
う
な
想

定
が
置
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
拡
大
す
る
世
界
貿
易
に
対
処
す
る
た
め
の
国
際
流
動
性
の
供
給
に
は
予
想
さ
れ
る
金
生
産
で
は
絶

対
的
に
不
足
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
主
と
し
て
基
軸
通
貨
ド
ル
の
供
給
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
ハ
門
主
要
準
備
通
貨
ド

国際通貨の政治経済学

ル
の
供
給
は
米
国
際
収
支
の
継
続
的
赤
字
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
だ
が
口
乙
の
過
程
が
持
続
す
る
と
基
軸
通
貨
国
の
対
外
短

期
債
務
が
金
準
備
に
比
べ
て
累
増
し
て
ゆ
き
、
金
交
換
に
疑
念
が
抱
か
れ
る
と
他
の
準
備
通
貨
へ
、
最
後
に
は
金
へ
の
乗
り
換
え
が

生
じ
、
金
為
替
本
位
制
度
自
体
の
崩
壊
に
導
く
と
o
－

以
上
の
推
論
か
ら
引
出
さ
れ
た
ド
リ
フ
ィ
ヌ
の
国
際
通
貨
制
度
改
革
案
は
、
金
価
格
引
上
げ
と
変
動
為
替
相
場
制
を
不
適
切
と
拒

「
外
国
為
替
準
備
の
国
際
化
」
を
提
唱
す
る
。
つ
ま
り
付
特
定
国
通

け
た
上
で
、

I
M
F
を
世
界
申
央
銀
行
に
改
組
す
る
方
向
で
、

貨
を
準
備
資
産
と
し
て
保
有
す
る
乙
と
を
止
め
、
金
と
保
有
外
貨
準
備
を
I
M
F
の
預
託
金
に
振
替
え
、
国
際
決
済
は
乙
の
預
託
金

61 

を
通
じ
て
行
う
。

O
I
M
F
は
貸
出
花
よ
る
新
預
金
創
造
能
力
を
附
与
さ
れ
、
国
膿
流
動
性
の
増
加
を
は
か
る
、
以
上
二
点
が
骨
子



で
あ
る
。
か
つ
て
の
ケ
イ
ン
ズ
の
国
際
清
算
同
盟
案
と
基
本
的
発
想
を
共
有
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
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ト
リ
フ
ィ
ン
構
想
に
つ
い
て
は
当
時
よ
り
そ
れ
が
現
制
度
の
下
で
米
国
が
一
方
的
に
負
う
乙
と
に
な
っ
て
い
る
国
際
的
責
任
を
免

れ
さ
せ
る
｜
｜
国
際
機
関
に
肩
代
り
さ
せ
る
乙
と
に
よ
っ
て
｜
｜
米
国
に
と
っ
て
虫
の
良
い
救
済
案
あ
る
い
は
基
軸
通
貨
国
弁
護
論

だ
と
い
う
批
判
あ
る
い
は
そ
の
新
構
想
の
世
界
中
央
銀
行
も
金
為
替
本
位
制
の
国
際
化
あ
る
い
は
超
国
家
機
構
へ
の
集
中
化
を
主
張

す
る
点
で
、
彼
自
身
警
告
す
る
流
動
性
ジ
レ
ン
マ
を
根
本
的
に
解
決
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
批
判
が
あ
っ
た
。
だ
が
乙
乙
で

検
討
す
べ
き
は
彼
の
代
替
案
の
当
否
よ
り
も
、
そ
の
前
提
的
推
論
を
な
す
ト
リ
フ
ィ
ン
の
現
状
診
断
と
制
度
の
内
在
矛
盾
の
把
握
の

当
否
で
あ
る
。

ま
ず
現
状
判
断
の
点
か
ら
。
ト
リ
フ
ィ
ン
が
国
際
通
貨
制
度
の
改
革
を
緊
急
の
課
題
と
し
て
提
起
し
た
背
景
に
は
、

「
流
動
性
ジ

z

レ
ン
マ
」
が
嵩
じ
て

I
M
F
体
制
の
崩
壊
の
日
が
迫
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
認
識
で
あ
る
よ
り
も
、
米
国
際
収
支
の
改
善
は
容
易
で

あ
り
、
ド
ル
問
題
解
消
の
暁
に
出
現
す
る
国
際
流
動
性
不
足
問
題
の
再
燃
が
緊
急
の
問
題
だ
と
い
う
現
状
判
断
が
横
っ
て
い
た
。
歴

史
の
後
知
慧
か
・
り
す
れ
ば
と
の
現
状
判
断
ば
真
の
困
難
・
危
険
の
所
在
を
取
り
違
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
ド
ル
危
機
の
始

発
当
初
で
は
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
赤
字
の
重
大
さ
は
一
般
に
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
彼
の
現
状
判
断
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
形
で

「
流
動
性
ジ
レ
ン
マ
」
論
が
受
け
と
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
後
の
現
実
の
発
展
が
彼
の
当
初
の
現
状
判
断
と
は
逆
の
ド
ル
の
信
認
の
動

揺
と
ド
ル
崩
壊
と
い
う
道
筋
を
辿
っ
た
た
め
に
流
動
性
ジ
レ
ン
マ
論
が
影
響
力
を
増
す
結
果
と
な
っ
た
の
は
歴
史
の
皮
肉
で
あ
る
。

だ
が
「
流
動
性
ジ
レ
ン
マ
」
論
の
推
論
に
お
け
る
次
の
論
点
は
I
M
F
体
制
の
内
在
矛
盾
の
的
確
な
把
握
に
と
っ
て
よ
り
重
要
で

あ
り
、
そ
れ
が
果
し
た
歴
史
的
役
割
に
お
い
て
い
っ
そ
う
罪
深
い
も
の
で
あ
る
。

ト
リ
フ
ィ
ン
は
「
流
動
性
ジ
レ
ン
マ
」
を
論
定
す
る
さ
い
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
赤
字
に
よ
っ
て
の
み
基
軸
通
貨
ド
ル
が
供

給
さ
れ
る
、
と
い
う
正
し
い
命
題
か
ら
、
直
線
的
に
｜
｜
国
際
収
支
赤
字
の
内
容
や
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
問
う
乙
と
な
く
｜
｜
対



外
短
期
ド
ル
債
務
の
増
加
と
金
保
有
高
を
対
比
し
て
ド
ル
の
信
認
が
動
揺
す
る
と
結
論
す
る
。
だ
が
、

乙
の
推
論
自
体
が
誤
つ
で
い

る
。
ま
た
金
保
有
高
と
対
外
短
期
債
務
残
高
を
無
前
提
的
に
他
の
諸
条
件
か
ら
切
り
離
し
て
対
置
す
る
仕
方
は
ミ
ス
リ
l
デ
ィ
ン
グ

な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
と
と
は
比
較
的
少
量
の
金
保
有
を
も
っ
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
世
界
貿
易
を
金
融
し
て
き
た
ポ
ン
ド
体
制
の

歴
史
的
経
験
に
徴
す
れ
ば
明
か
に
な
る
。
ポ
ン
ド
の
信
認
が
維
持
さ
れ
え
た
の
は
、
基
礎
収
支
の
均
衡
に
重
点
を
お
い
た
イ
ギ
リ
ス

の
政
策
運
営
で
あ
っ
た
。
基
礎
収
支
の
均
衡
す
な
わ
ち
経
常
収
支
余
剰
の
範
囲
で
長
期
資
本
輸
出
を
行
う
と
い
う
原
別
で
あ
る
。
基

礎
収
支
の
均
衡
が
維
持
さ
れ
る
限
り
で
は
ド
ル
残
高
が
い
か
に
増
加
し
よ
う
と
、
・短
期
ド
ル
債
務
に
見
合
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
短
期
債

権
の
増
加
あ
る
い
は
準
備
資
産
の
増
加
が
あ
る
と
と
に
な
り
、
ド
ル
の
信
認
が
損
わ
れ
る
と
と
は
な
い
。
と
乙
ろ
が
戦
後
ア
メ
リ
カ

の
国
際
収
支
は
、

一
九
四
九
年
ま
で
の
戦
後
初
期
段
階
を
除
い
て
基
礎
収
支
は
継
続
し
て
赤
字
を
記
録
し
、
し
か
も
そ
の
赤
字
幅
は

期
間
を
経
る
に
従
っ
て
急
速
に
増
大
し
て
い
る
（
表
怠
照
）
。
ド
ル
危
機
は
単
純
に
金
保
有
と
対
比
し
た
対
外
短
期
ド
ル
債
務
が
膨
脹

し
た
乙
と
に
起
因
し
た
の
で
は
な
く
、
問
題
の
根
源
は
乙
の
よ
う
な
基
礎
収
支
の
赤
字
拡
大
を
無
視
し
た
米
世
界
戦
略
の
追
求
、
国

際
的
オ
ー
バ
ー
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
土
台
の
上
に
生
じ
た
短
期
ド
ル
債
務
の
累
増
で
あ
っ
た
が
放
で
あ
る
。

乙
う
み
る
と
ト
リ
フ
ィ
ン
の
短
絡
論
法
は
右
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
世
界
政
策
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
国
際
通
貨
政
策
を
不
問
と
し

国際遥貨の政治経済学

て
ト
ー
ー
す
な
わ
ち
所
与
の
前
提
と
し
て
無
批
判
的
に
受
容
し
た
上
で
の

l
lた
だ
そ
の
表
層
的
結
果
に
眼
を
向
け
さ
せ
る
結
果
と
な

る
点
で
、
は
な
は
だ
ミ
ス
・
リ
l
デ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

さ
ら
に
附
言
す
れ
ば
、

ト
リ
フ
ィ
ン
は
国
際
流
動
性
の
総
量
に
主
た
る
関
心
を
向
け
て
い
る
。
将
来
の
国
際
流
動
性
の
必
要
額
の

推
定
は
複
雑
な
諸
条
件
に
依
存
し
困
難
な
問
題
で
あ
る
点
を
別
と
し
て
、
果
し
て
真
の
問
題
は
総
量
に
あ
る
の
か
、
そ
の
中
味
す
な
・

わ
ち
そ
の
構
成
と
配
分
の
不
均
衡
に
あ
る
の
か
、
と
問
う
て
み
る
の
も
重
要
で
あ
る
。
戦
間
期
の
国
際
金
為
替
本
位
制
が
不
安
定
で

短
命
に
終
っ
た
の
は
、
金
あ
る
い
は
金
為
替
の
総
量
の
不
足
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
世
界
準
備
資
産
の
偏
在
、
制
度
の
安
定
へ
の
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｜第 1 期｜第 2 期｜第 3 期｜第 4 期
1946～49 1950～57 1958～64 1965～70 

貿 易 ． 収 支 + 6,893 + ~.947 + 4,489 + 2，回7
軍 事 支 出 592 - 2,278 - 3,082 - 4,223 

純投資収益 ＋ 966 + 1,857 + 3,494 + 5,832 
政 府 贈 与 - 3,266 - 2,152 - 1. 784 - 1,768 

そ の 他 ＋ 37 436 - l, 104 - 1,194 

経 常 収 支 + 4.038 62 + 2,013 + 1,334 

政府資本取引 - 2,434 325 926 - 1,924 

純民間長期投資＊ 732 - l, 158 - 2,694 - 1,725 

基 礎 収 支＊ ＋ 872 - 1,545 - 1,607 - 2,315 

単位 ：百万引の

米国国際収支の期間別パターンの推移

(1946～1970) （年平均
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頁

脳
知
山

、経
験
の
語
る
と
乙
ろ
で
あ
る
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
追
加
的
準
備
資

：

収

傍

以

礎

機

間

基

融

町

は
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C
て

際

f
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円
前

r

u
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三

S
年
健
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ω
沢

所

悶

滝

出
場

信
頼
の
欠
知
、
そ
乙
か
ら
生
じ
た
国
際
的
短
期
資
本
の
大
量
か
っ
頻
繁

な
移
動
に
悩
ま
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
準
備
資
産
の
不
足
、
国
際
流
動
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性
の
供
給
不
十
分
と
し
て
表
面
化
す
る
事
象
も
、
立
入
っ
て
み
る
と
そ

の
基
底
に
構
造
的
な
不
均
衡
の
拡
大
と
い
う
事
態
が
横
っ
て
お
り
、

そ

れ
に
起
因
す
る
不
確
実
性
、
制
度
の
信
認
の
動
揺
が
短
資
移
動
を
誘
発

し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
私
的
、
公
的
対
外
準
備
の
積
増
し
を
必
要

な
ら
し
め
る
故
に
結
果
と
し
て
準
備
資
産
の
不
足
を
告
げ
る
乙
と
に
な

る
。
国
際
分
業
体
制
が
適
応
的
に
編
成
さ
れ
、
貿
易
金
融
の
資
金
循
環

が
円
滑
で
あ
り
、
不
均
衡
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
確
に
ル

l
ル
化
さ
れ

て
い
て
、
制
度
へ
の
信
頼
が
高
い
時
に
は
、
比
較
的
少
量
の
準
備
資
産

を
も
っ
て
運
営
さ
れ
う
る
こ
と
は
、
安
定
期
の
ポ
ン
ド
体
制
の
歴
史
的

産
創
出
を
め
ぐ
っ
て

I
M
F
を
舞
台
と
し
て
展
開
さ
れ
た
六

0
年
代
半

ば
以
降
の
論
議
も
、
総
量
か
偏
在
か
、
流
動
性
の
増
加
か
不
均
衡
調
整

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
改
善
か
を
軸
に
、
主
と
し
て
米
対
西
欧
諸
国
の
聞
で
闘

わ
さ
れ
た
乙
と
も
問
題
の
真
の
所
在
を
物
語
っ
て
い
る
。

実
は
プ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
機
構
の
創
設
当
時
よ
り
未
解
決
に
終
っ
て
い

た
l
｜
そ
し
て
そ
の
後
も
完
全
に
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
1
1
ニ
大
問
題



は
、
流
動
性
（
創
出
）
問
題
と
国
際
収
支
の
不
均
衡
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
問
題
で
あ
っ
た
。
だ
が
乙
の
ニ
つ
の
問
題
は
相
互
に
関
係
の

な
い
並
列
し
た
問
題
で
は
な
い
。
以
上
み
た
よ
う
に
第
一
の
問
題
は
第
二
の
問
題
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
と
も
あ
れ
ト
リ
フ

ィ
ン
理
論
は
六
十
年
代
末
に
一
応
の
結
着
を
み
る
新
準
備
資
産
S
D
R創
設
へ
向
け
て
の
議
論
と
交
渉
の
端
初
と
な
っ
た
。

ギ
ル
バ

l
ト
の
「
体
制
百
基
礎
的
不
均
衡
」

次
に
ト
リ
フ
ィ
ン
の
流
動
性
ジ
レ
ン
マ
論
の
問
題
提
起
を
受
け
止
め
て
戦
後
の
国
際
通
貨
体
制
の
内
在
矛
盾
に
つ
い
て
独
自
の
分

析
を
深
め
た
ミ
ル
ト
ン
・
ギ
ル
パ

l
ト
の
「
体
制
の
基
礎
的
不
均
衡
」
と
い
う
主
張
を
吟
味
し
よ
う
。
彼
は
一
九
五

0
年
代
初
め
よ

り
七
十
年
代
央
ま
で
長
年
国
際
公
務
員
と
し
て

O
E
C
D
や
B
I
S
と
い
っ
た
国
際
経
済
機
関
の
調
査
局
長
の
地
位
に
あ
っ
た
米
国

人
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
の
職
業
的
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
か
ら
米
本
国
の
主
流
と
は
異
る
独
自
の
見
地
か

ら
問
題
に
接
近
し
、
母
国
の
国
際
通
貨
政
策
に
対
す
る
批
判
や
建
言
を
試
み
た
ザ
彼
は
ト
リ
フ
ィ
ン
の
よ
う
に
流
動
性
の
総
量
や
米

国
の
金
保
有
と
対
外
ド
ル
債
務
残
高
の
不
照
応
を
問
題
の
中
心
に
す
え
る
一
面
的
で
表
層
的
な
取
扱
い
か
ら
、
金
・
ド
ル
体
制
と
し

て
の
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
に
内
在
す
る
よ
り
根
本
的
な
矛
盾
へ
と
分
析
を
深
め
る
。

国際通貨の政治経済学

ギ
ル
パ

l
ト
に
よ
れ
ば
世
界
貿
易
の
拡
大
に
伴
っ
て
国
際
流
動
性
が
増
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
な

く
、
そ
の
中
味
が
重
要
で
あ
る
。
問
題
な
の
は
乙
の
体
制
の
二
大
準
備
資
産
で
あ
る
金
と
ド
ル
の
構
成
の
不
均
衡
、
す
な
わ
ち
国
際

流
動
性
の
供
給
が
圧
倒
的
に
ド
ル
に
依
存
し
て
行
わ
れ
、
金
の
供
給
不
足
と
ド
ル
の
過
剰
供
給
と
い
う
対
極
的
傾
向
が
深
化
し
て
い

く
点
に
あ
り
、
そ
乙
に
金
・
ド
ル
体
制
と
し
て
の
体
制
の
安
定
を
脅
か
す
根
本
的
原
因
を
見
る
。
彼
は
個
々
の
通
貨
の
平
価
変
更
の

事
由
と
し
て

I
M
F
協
定
が
あ
げ
て
い
る
「
基
礎
的
不
均
衡
」
と
い
う
用
語
は
、
通
貨
体
制
全
体
に
つ
い
て
も
類
似
的
に
用
い
る
る

と
が
で
き
る
と
し
て
、
右
の
準
備
資
産
構
成
の
不
均
衡
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
「
体
制
の
基
礎
的
不
均
衡
」
と
呼
ん
だ
。
そ
の
原

65 



国
は
金
の
ド
ル
価
格
が
長
期
間
固
定
さ
れ
た
結
果
生
じ
た
金
の
過
少
評
価
広
起
因
す
る
金
供
給
の
不
足
に
あ
る
？

「
金
が
供
給
不
足
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に
な
る
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
あ
り
う
べ
き
事
態
で
は
、
体
制
は
基
礎
的
不
均
衡
状
態
に
あ
る
。
有
効
な
調
整
過
程
を
実
施
す
る
唯
一

の
方
法
は
金
価
格
の
一
般
的
引
上
げ
で
あ
る
。
現
存
体
制
の
枠
内
で
は
妥
当
な
調
整
を
も
た
ら
す
手
段
は
他
に
な
い
」
。

乙
の
よ
う
な
「
体
制
の
基
礎
的
不
均
衡
」
の
存
在
が
ド
ル
に
過
大
な
負
担
を
負
わ
せ
る
結
果
と
な
り
、

ド
ル
へ
の
信
認
の
動
揺
、
・

ド
ル
か
ら
の
逃
避
と
金
流
出
を
促
す
。
乙
の
基
礎
的
不
均
衡
・代
の
根
本
的
対
策
は

I
M
F
協
定
第
四
条
第
七
項
の
－「
平
価
の
一
律
変

更
」
の
規
定
を
準
用
し
て
金
価
格
を
引
上
げ
る
と
と
寸
そ
し
て
米
国
が
乙
の
調
整
過
程
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
べ
き
だ
と
い
う
の

が
ギ
ル
パ

l
ト
の
主
張
で
あ
る
。
・も
ち
ろ
ん

y
ル
の
基
礎
的
不
均
衡
の
是
正
が
「
平
価
の
一
律
変
更
」
す
な
わ
ち
金
価
格
の
一
般
的

引
上
げ
に
よ
っ
て
す
べ
て
一
挙
に
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
特
定
の
大
幅
黒
字
国
と
の
間
で
の
平
価
調
整
を
行
う
必
要
も
あ
る
。

だ
が
そ
の
大
前
提
志
し
て
「
体
制
の
基
礎
的
不
均
衡
」
の
解
決
策
と
し
て
金
価
格
の
引
上
げ
を
米
国
が
指
導
権
を
と
っ
て
実
施
し
、

特
定
国
と
の
平
価
調
整
は
そ
の
一
環
と
し
て
提
起
す
る
と
い
う
通
貨
外
交
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
得
力
を
も
ち
国
際
的
信
頼
を

維
持
し
う
る
、
と
い
う
の
が
彼
の
主
張
の
真
意
で
あ
る
。

ギ
ル
パ

l
ト
の
見
解
に
は
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
赤
字
の
中
味
の
検
討
に
不
十
分
な
点
が
あ
り
、
と
く
に
基
軸
通
貨
固
に
お
け
る

基
礎
収
支
の
均
衡
維
持
の
重
要
性
が
明
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
弱
点
が
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
ト
リ
フ
ィ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
論
を
正

し
い
接
近
法
に
転
換
さ
せ
、
制
度
全
体
の
基
底
的
矛
盾
に
一
歩
迫
る
も
の
と
評
価
し
て
よ
い
。
ま
た
彼
の
診
断
は

B
I
S
を
は
じ
め

と
す
る
国
際
経
済
機
関
の
内
部
や
西
欧
の
国
際
金
融
世
界
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
聞
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
見
地
を
代
表
す
る
も
の

だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
事
実
彼
の
推
す
解
決
策
、
す
な
わ
ち
「
平
価
の
一
律
変
更
」
の
規
定
を
準
用
し
た
金
価
格
の
世
界

同
時
的
引
上
げ
は
、
お
そ
ら
く
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
機
構
の
枠
内
で
実
行
可
能
な
最
も
正
統
的
な
選
択
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
い

う
の
は
機
構
創
設
者
た
ち
が
乙
の
規
定
を
も
り
込
ん
だ
の
は
「
金
供
給
量
の
世
界
的
不
足
ま
た
は
過
剰
に
よ
っ
て
世
界
物
価
の
安
定



、4a’

が
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
、
金
本
位
制
帆
度
の
も
つ
重
大
な
欠
陥
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
守
て
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
，M
。

そ
の
乙
と
は
ケ
イ
ン
ズ
案
に
も
ホ
ワ
イ
ト
案
に
も
同
様
な
金
の
評
価
替
の
規
定
を
含
ん
で
い
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
草
案
起
草
者
た
ち

が
ひ
と
し
く
そ
の
よ
う
な
将
来
の
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
て
い
た
乙
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

経
済
学
的
見
地
か
ら
事
態
の
基
本
関
係
を
総
括
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
機
構
の
下
で
の

戦
後
の
世
界
経
済
の
運
営
は
、
金
本
位
制
あ
る
い
は
戦
間
期
の
金
為
替
本
位
制
下
の
そ
れ
と
は
反
対
に
、
圏
内
均
衡
優
先
主
義
｜
｜

い
わ
ゆ
る
ケ
イ
ン
ズ
主
義
｜
｜
の
政
策
運
営
が
先
進
国
に
お
し
な
べ
て
追
求
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
政
策
を
支
え
る
機
構
的

基
軸
は
、
周
知
の
ど
と
く
金
免
換
義
務
の
拘
束
か
ら
自
由
な
圏
内
通
貨
の
発
行
を
許
す
管
理
通
貨
制
度
で
あ
っ
た
。

ζ

の
制
度
の
下

で
先
進
資
本
主
義
諸
国
は
完
全
雇
用
と
経
済
成
長
を
政
策
の
優
先
目
標
と
し
て
設
定
す
る
乙
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
基
軸
通
貨
国
と

し
て
の
責
任
か
ら
金
融
政
策
の
節
度
が
要
請
さ
れ
た
米
国
に
お
い
て
は
、

乙
の
政
策
の
優
先
順
位
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
る
の
は
、

欧
州
諸
国
よ
り
や
や
後
れ
て
一
九
六

0
年
代
初
め
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
成
立
以
降
の
「
ニ
ュ

l
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
の
登
場
を
画
期

す
る
ど
し
て
よ
い
。
と
乙
ろ
で
乙
の
よ
う
な
圏
内
均
衡
優
先
主
義
の
政
策
に
は
も
と
も
と
か
の
「
魔
法
の
三
角
形
」
｜
｜
経
済
成
長

物
価
安
定
、
国
際
収
支
の
均
衡
と
い
う
三
大
マ
ク
ロ
政
策
目
標
聞
の
衝
突
｜
｜
の
ジ
レ
ン
マ
が
不
可
避
で
あ
る
。
基
軸
通
貨
国
以
外

国際通貨の政治経済学

の
諸
国
は
固
定
平
価
維
持
の
義
務
か
ら
対
外
均
衡
回
復
の
た
め
に
は
総
需
要
圧
縮
の
た
め
の
マ
ク
白
政
策
が
要
請
さ
れ
る
。
基
軸
通

貨
固
に
は
差
当
り
そ
の
よ
う
な
相
対
的
に
狭
い
拘
束
的
義
務
は
課
さ
れ
て
い
な
い
が
、
代
り
に
そ
れ
よ
り
も
っ
と
重
い
国
際
的
責

務
、
す
な
わ
ち
基
軸
通
貨
の
価
値
保
全
の
責
任
を
負
っ
て
お
り
、
周
知
の
よ
う
に
そ
れ
を
保
証
す
る
も
の
が
外
国
通
貨
当
局
に
た
い

す
る
固
定
価
格
で
の
金
ド
ル
交
換
で
あ
っ
た
。

し
か
し
各
国
が
圏
内
で
の
管
理
通
貨
制
の
下
で
足
並
揃
え
て
経
済
成
長
を
追
求
す
る
国
内
均
衡
優
先
体
制
と
、
固
定
価
格
で
の
金

67 

・
ド
ル
交
換
を
軸
と
す
る
国
際
的
金
・
ド
ル
体
制
と
は
本
来
原
理
的
に
非
両
立
的
な
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
た
と
え
米
国
と
他



の
主
要
国
の
聞
に
構
造
的
な
国
際
収
支
不
均
衡
が
な
く
相
互
間
の
通
貨
の
交
換
レ

l
ト
が
安
定
的
に
維
持
さ
れ
え
た
と
し
て
も
、
管

68 

理
通
貨
制
下
の
緩
和
さ
れ
た
貨
幣
制
約
の
下
で
不
可
避
的
に
発
生
す
る
斉
一
的
で
漸
進
的
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
の
下
で

は
、
早
晩
低
く
固
定
さ
れ
た
金
価
格
は
維
持
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
他
商
品
に
比
し
て
過
少
評
価
さ
れ
た
金
の
生
産
は
不

利
と
な
っ
て
新
産
金
の
供
給
は
滅
退
し
、
反
対
に
低
評
価
さ
れ
た
金
に
は
投
機
的
退
蔵
需
要
が
発
生
し
て
固
定
価
格
を
崩
壊
さ
せ
る

で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
乙
で
生
じ
て
い
る
事
態
は
金
が
悪
貨
と
な
っ
た
国
際
通
貨
ド
ル
に
よ
っ
て
有
効
貨
幣
の
位
置
か
ら
排
除

さ
れ
て
い
く
乙
と
｜
語
の
本
来
の
意
味
で
皇
室
で
な
く
い
わ
ば
「

2
5
2島
！

と

い

っ

た

事

態

で

あ

る

つ
ま
り
先
に
み
た
ギ
ル
パ

l
ト
の
「
体
制
の
基
礎
的
不
均
衡
」
と
呼
ん
だ
事
態
で
あ
る
。
乙
れ
に
対
す
る
経
済
合
理
性
に
基
く
解
決

策
は
現
在
の
と
乙
ろ
唯
一
つ
金
価
格
の
合
理
的
水
準
へ
の
引
上
げ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
国
際
金
融
界
の
経
済

人
が
合
理
的
な
解
決
と
し
て
受
け
い
れ
国
際
通
貨
体
制
へ
の
信
認
を
繋
ぎ
止
め
る
乙
と
が
で
き
た
解
決
策
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

「
ニ
ュ

1
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
は
か
か
る
想
定
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
米
国
の
対
外
パ

《

mv

ラ
ン
ス
の
保
持
と
い
う
国
際
経
済
政
策
目
標
か
ら
み
て
も
余
り
に
も
野
心
的
あ
る
い
は
楽
観
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

米
国
の
金
廃
貨
路
線
の
追
求

六
O
年
秋
ロ
ン
ド
ン
市
場
で
の
金
価
格
暴
騰
の
洗
礼
を
受
け
て
誕
生
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
、
就
任
早
々
の
六
一
年
二
月
国
際

収
支
に
関
す
る
演
説
で
、
金
の
公
定
価
格
を
維
持
す
る
と
い
う
米
国
政
府
の
固
い
決
意
を
声
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な
政
権
発
足
時
の

事
情
も
あ
り
ケ
ネ
デ
ィ
は
国
際
通
貨
問
題
に
特
別
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
例
外
的
な
大
統
領
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
彼
を
引
継

い
だ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
下
の
一
九
六
五
年
に
な
っ
て
、
米
国
の
国
際
通
貨
政
策
の
方
向
に
一
つ
の
転
換
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
財
務
省
と

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
大
統
領
の
主
要
な
経
済
専
門
家
た
ち
の
聞
に
ト
リ
フ
イ
ン
主
義
が
渉
透
し
た
こ
と
で
あ
る
。
六
五
年
初
め
ジ
ョ



ン
プ
ン
大
統
領
が
前
任
者
ダ
グ
ラ
ス
・
デ
イ
ロ
ン
に
代
え
て
ト
リ
プ
イ
ン
主
義
の
信
奉
者
で
あ
る
へ
ン
リ
1
・
H
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
を

乙
の
政
策
転
換
の
指
標
と
な
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
時
代
の
基
礎
収
支
の
均
衡
回
復
の
目
標
は
後
退
し
、

代
っ
て
国
際
流
動
性
の
総
量
と
構
成
お
よ
び
新
国
際
準
備
資
産
の
創
造
へ
と
い
う
関
心
移
動
で
あ
っ
た
。
米
政
策
当
局
内
部
へ
の
ト

乙
の
当
時
大
統
領
の
主
要
な
経
済
顧
問
で
ト
リ
フ
イ
ン
主
義
に
抵
抗
し

財
務
長
官
に
指
名
し
た
ζ

と
が
、

リ
フ
イ
ン
思
想
の
渉
透
が
い
か
に
圧
倒
的
で
あ
っ
た
か
は
、

た
の
は
連
邦
準
備
制
度
の
マ

l
チ
ン
議
長
の
み
で
あ
り
、
前
任
の
財
務
長
官
、
同
次
宮
の
デ
イ
ロ
ン
と
ロ

l
ザ
も
公
職
を
離
れ
て
間

も
な
く
、
以
前
の
国
際
流
動
性
に
つ
い
て
の
考
え
を
捨
て
て
ト
リ
フ
イ
ン
主
義
に
改
宗
し
た
と
い
う
事
実
が
乙
れ
を
示
し
て
い
る
。

新
準
備
資
産
創
出
へ
の
動
き
は
一
九
六
五
年
七
月
、
フ
ァ
ウ
ラ
l
米
財
務
長
官
の
国
際
通
貨
制
度
改
革
の
た
め
の
国
際
会
議
開
催

乙
の
提
案
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
同
年
二
月
十
日
の
議
会
へ
の
国
際
収
支
特
別
教
書

｜
｜
米
民
間
資
本
の
流
出
規
制
を
狙
っ
た
六
三
年
の
金
利
平
衡
税
の
拡
大
強
化
措
置
を
中
心
と
す
る
｜
｜
の
発
表
を
受
け
た
も
の

を
呼
び
か
け
る
声
明
で
は
ず
み
が
つ
い
た
。

で
、
前
年
末
の
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ル
残
高
の
金
交
換
と
同
年
二
月
四
日
の
ド
ゴ

l
ル
仏
大
統
領
の
金
本
位
制
復
帰
提
案
に
発
す
る
フ
ラ

ン
ス
政
府
の
現
行
国
際
通
貨
体
制
批
判
に
た
い
す
る
米
国
政
府
の
応
答
で
あ
っ
た
。

乙
の
フ
ァ
ウ
ラ
！
提
案
を
起
点
と
し
て
一
九
六

国際通貨の政治経済学

九
年
に
合
意
さ
れ
一
九
七

O
年
に
実
現
を
み
る
S
D
R創
出
に
至
る
数
年
に
及
ぶ
屈
折
を
経
た
国
際
協
議
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
す

る。

S
D
R
の
誕
生
そ
の
も
の
は
そ
の
実
現
の
時
期
が
国
際
流
動
性
の
不
足
で
は
な
く
、
ま
さ
に
国
際
ド
ル
準
備
の
爆
発
的
増
大
の

直
前
で
あ
っ
た
乙
と
が
如
実
に
示
す
よ
う
に
、
そ
の
実
効
的
意
義
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
な
も
の
で
あ
る
。
だ
が
乙
の
長
丁
場
の
国
際
的

交
渉
の
舞
台
に
現
わ
れ
た
諸
国
家
閣
の
見
解
の
分
岐
・
対
立
と
妥
協
の
過
程
は
、

I
M
F体
制
の
性
格
そ
の
内
在
矛
盾
と
い
う
当
面

の
わ
れ
わ
れ
の
問
題
の
理
解
を
深
め
る
素
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
点
で
回
顧
す
る
だ
け
の
価
値
が
あ
る
。

い
ま
乙
乙
で
の
諸
国
家
間
対
抗
の
構
図
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
基
軸
的
対
抗
を
な
す
の
は
準
備
通
貨
国
米
、
英
対
西
欧
大
陸
諸
国

と
く
に

E
E
C諸
国
と
い
う
配
置
で
あ
り
、
副
軸
的
対
抗
と
し
て
先
進
国
グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー
プ

～
ォ
プ
・
テ
ン
）

対
発
展
途
上
国
グ
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ル
ー
プ
と
い
う
布
置
関
係
が
描
か
れ
る
。
ま
ず
前
者
の
聞
で
争
わ
れ
た
の
は
第
一
に
、
現
行
国
際
通
貨
体
制
の
主
要
な
問
題
は
流
動

70 

性
補
充
〈
不
足
）
か
国
際
収
支
不
均
衡
の
調
整
問
題
か
で
あ
っ
た
。
西
欧
諸
国
は
フ
ラ
ン
ス
を
先
頭
に
国
際
流
動
性
に
つ
い
て
は
六
五

夕

方

E

タ

年
の

I
M
F
割
当
増
額
に
よ
っ
て
少
く
と
も
当
面
は
流
動
性
問
題
は
存
在
し
な
い
、
む
し
ろ
流
動
性
は
過
剰
気
味
で
あ
り
、
主
た
る
問

題
は
準
備
通
貨
国
の
持
続
的
な
国
際
収
支
赤
字
で
あ
り
、
そ
の
解
消
乙
そ
急
務
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
乙
れ
に
た
い
し
て
米
英
両
国

は
追
加
的
流
動
性
創
出
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
。
と
れ
と
関
連
し
て
第
二
に
準
備
資
産
ア
プ
ロ
ー
チ
対
信
用
ア
プ
ロ
ー
チ
の
対
抗
。

乙
れ
は

S
D
R
が
具
体
的
な
形
を
と
り
始
め
た
段
階
で
闘
わ
さ
れ
た
も
の
で
、
米
英
両
国
は

S
D
R
を
金
、
ド
ル
、
ポ
ン
ド
と
並
ぶ

第
三
の
準
備
資
産
と
し
て
創
造
し
よ
う
と
意
図
し
た
の
に
た
い
し
、

E
C諸
国
は

I
M
F
の

ハロ
O
ロ仏比一。ロ白－

に
近
い
信
用
的
性
格
の
も
の
に
止
め
よ
う
と
し
、

S
D
R
の
復
元
合
問

8
5吾三一
O
ロ
）
の
義
務
を
主
聾
し
た
。

〈
そ
し
て
ζ

の
点
で
は
E
C
の
主
張
に
譲
歩
す
る
形
で
妥
協
が
成
立
し
た
）
。

「
条
件
付
引
出
権
」

色
町
白
考
古
ぬ
同
百
宮
）

乙
乙
に
参
加
国
の
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
先
進
国
対
発
展
途
上
国
の
対
抗
が
か
ら
み
合
う
。

E
C諸
国
は
そ
の
信
用
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

し
て
、
新
準
備
は
経
済
開
発
の
た
め
の
資
金
供
給
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
国
際
金
融
に
責
任
を
負
え
る
先
進
国
に
割

当
て
を
限
定
す
べ
き
と
と
を
主
張
し
た
。
発
展
途
上
国
代
表
は
当
然
な
が
ら
計
画
が
十
カ
国
グ
ル
ー
プ
主
導
で
進
め
ら
れ
る
ζ

と
に

不
満
で
あ
り
、
新
準
備
は
加
盟
国
す
べ
て
に
開
放
さ
れ
る
べ
き
乙
と
を
強
調
し
た
。
米
英
両
国
は
最
初
の
意
見
を
修
正
し
発
展
途
上

固
に
同
調
す
る
。
乙
れ
は
普
遍
主
義
の
立
場
を
と
る
乙
と
で
発
展
途
上
国
の
利
益
を
も
代
表
す
る
こ
と
で
国
際
的
立
場
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
新
準
備
の
資
産
的
性
格
を
強
め
よ
う
と
い
う
両
国
の
利
益
に
も
沿
う
も
の
で
あ
る
。
結
局
国
際
交
渉
を
貫
く
対
抗
の
軸

線
は
、
基
盤
の
弱
化
し
た
基
軸
通
貨
ド
ル
｜
｜
そ
れ
と
一
速
托
生
の
共
生
関
係
に
あ
る
ポ
ン
ド
ー
ー
を
I
M
F
を
通
じ
る
新
準
備
創

出
に
よ
っ
て
負
担
の
分
散
と
部
分
的
肩
代
り
を
図
ろ
う
と
す
る
準
備
通
貨
国
の
国
際
通
貨
制
度
改
革
構
想
と
、
現
行
制
度
の
枠
内
で

の
ブ
レ
ト
リJ

・
ウ
ッ
ズ
機
構
の
安
定
を
維
持
し
、

国
糠
的
イ
ン
フ

ν
l
γ
ョ
ン
の
進
展
に
歯
止
め
を
か
ザ
る
た
め
花
、

基
軸
通
貨
国



の
国
際
収
支
節
度
の
回
復
強
化
を
要
求
す
る

E
C諸
国
の
対
立
と
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
対
抗
の
最
後
の
集
約
点
は
特
殊
的
に
は
新
準
備
の
金
と
の
関
係
、

一
般
的
に
は
国
際
通
貨
体
制
に
お
け
る
金
の
役
割
と
地

位
に
関
す
る
見
解
の
対
立
で
あ
る
。
準
備
通
貨
国
と
く
に
米
国
は
当
初
か
ら
ト
リ
フ
イ
ン
主
義
に
立
脚
し
て
新
準
備
資
産
に
ド
ル
に

対
す
る
圧
力
を
減
殺
す
る
役
割
を
期
待
し
、
乙
れ
に
金
の
役
割
を
低
下
さ
せ
る
恰
好
の
手
段
を
見
出
し
た
乙
と
は
確
か
で
あ
る
J

つ

ま
り
後
に
次
第
に
固
め
ら
れ
て
ゆ
く
米
政
府
の
「
金
廃
貨
」
路
線
へ
の
軌
道
修
正
は
、

乙
ζ

に
公
的
に
踏
み
出
さ
れ
た
と
い
っ
て
過

言
で
は
な
い
0

．も
っ
と
も
後
の
よ
う
な
一
方
的
措
置
と
し
て
で
は
な
く
、
な
お
あ
く
ま
で
も
国
際
協
議
を
通
じ
て
と
い
う
方
法
の
枠

内
に
お
い
て
で
あ
る
け
れ
ど
も
。
乙
れ
に
た
い
し
て

E
C諸
国
は
そ
の
強
度
に
は
濃
談
の
差
は
あ
れ

S
D
R
を
金
の
代
替
と
し
て
金

の
役
割
を
引
下
げ
る
乙
と
に
否
定
的
で
あ
り
、
む
し
ろ
国
際
通
貨
体
制
に
お
け
る
金
の
基
軸
的
役
割
の
再
確
認
を
求
め
た
。
乙
の
・立

場
を
鋭
角
的
に
代
弁
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
主
張
で
あ
っ
た
。
そ
の
見
地
は
六
五
年
二
月
の
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
の
国
際
金

e
決
済
制
の
提
案
以
来
一
貫
し
た
フ
ラ
ン
ス
当
局
の
立
場
で
あ
り
、

S
D
R
創
設
同
意
最
終
局
面
に
お
い
て
も
、

S
D
R
を
「
第
一
線

準
備
」
と
み
な
す
米
英
代
表
に
た
い
し
て
、

国際通貨の政治経済学

そ
れ
が
金
に
代
替
す
る
乙
と
を
意
図
す
る
新
通
貨
の
創
設
と
い
っ
た
「
革
命
的
措
置
」

ハお〉

で
は
な
く
信
用
供
与
の
拡
張
の
た
め
の
一
計
画
に
す
ぎ
な
い
も
の
だ
と
す
る
見
解
を
あ
く
ま
で
も
固
持
し
た
。

S
D
R
は
そ
の
基
本

的
性
格
自
体
ま
っ
た
く
対
立
し
た
見
解
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
。

ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
の
国
際
金
決
済
制
提
案

一
九
六
五
年
二
月
の
ド
ゴ
ー
ル
金
本
位
復
帰
提
案
を
受
け
て
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
は
同
年
二
月
十
一
日
パ
リ
大
学
で
の
演
説
で
、
現

行
国
際
通
貨
体
制
に
た
い
す
る
フ
ラ
ン
ス
当
局
の
批
判
を
詳
細
に
展
開
し
、
ド
ゴ
l
ル
提
案
を
よ
り
特
定
化
し
た
国
際
金
決
済
制
を
提
言
し

た。
彼
は
現
行
体
制
の
問
題
点
と
し
て
付
現
行
金
為
替
本
位
制
は
相
互
性
に
欠
け
て
い
る
。
つ
ま
り
国
際
収
支
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
単
備
通
貨
国

之
そ
の
他
諸
圃
の
聞
で
非
対
称
的
で
あ
る
。

ω外
国
保
有
ド
ル
残
高
の
金
交
換
性
の
前
提
が
疑
し
く
な
っ
た
の
で
、
乙
の
制
度
は
強
国
さ
に
欠

?l 



け
て
い
る
。
白
準
備
セ
ン
タ
ー
の
国
際
収
支
赤
字
の
持
続
を
許
さ
な
い
よ
う
な
国
際
収
支
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
改
善
が
急
務
で
あ
る
。
帥
現
行

制
度
は
イ
ン
フ
レ
圧
力
な
し
に
世
界
経
済
の
成
長
を
保
証
す
る
に
十
分
な
国
際
流
動
性
を
供
給
し
え
な
い
。
以
上
四
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
付

先
進
諸
国
は
今
後
自
国
の
支
払
赤
字
を
金
の
み
で
決
済
し
、
追
加
的
な
準
備
貨
幣
で
は
決
済
し
な
い
と
公
的
に
宣
言
す
る
。
∞
追
加
的
流
動
性

は
基
金
の
資
金
の
使
用
を
通
じ
て
の
み
供
給
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
白
中
央
銀
行
準
備
は
究
極
的
に
金
か
、
金
に
基
い
て
所
有
さ
れ
た
準
儲
か

ら
の
み
な
る
べ
き
で
あ
り
、
外
国
通
貨
は
経
常
的
残
高
と
し
て
の
み
保
有
さ
れ
る
。
以
上
の
内
容
の
国
際
金
決
済
制
を
提
案
し
た
。

乙
と
で
「
金
に
基
い
て
所
有
さ
れ
た
準
備
」
と
は
、
彼
が
そ
の
後
提
案
す
る
「
集
会
準
備
単
位
」
ハ
C
R
U）
を
意
味
し
て
い
る
。
ジ
ス
カ

ー
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
の
と
の
提
案
は
、
リ
ュ
エ
フ
流
の
文
字
通
り
の
金
本
位
制
復
帰
案
と
は
異
り
、
圏
内
で
の
管
理
通
貨
制
を
前
提
し
、
民
間

部
門
で
の
国
際
通
貨
ド
ル
の
流
通
を
予
想
し
た
経
常
残
高
と
し
て
の
外
国
通
貨
保
有
を
前
提
と
し
た
上
で
の
、
各
国
通
貨
当
局
閣
の
金
決
済
を

ハ
Mm）

制
度
化
す
る
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
そ
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
ド
ル
の
通
貨
覇
権
主
義
に
対
す
る
正
面
切
っ
た
挑
戦
で
あ

り
、
米
国
の
国
際
収
支
節
度
の
厳
正
化
を
迫
る
鋭
角
的
な
問
題
提
起
で
あ
っ
た
と
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

?2 

米
当
局
の
「
金
廃
貨
」
路
線
は
一
九
六
八
年
三
月
の
金
プ
l
ル
の
崩
壊
と
金
の
二
重
価
格
制
へ
の
移
行
を
機
に
よ
り
明
確
な
も
の

と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
乙
の
直
後
に
生
じ
た
南
ア
の
金
売
却
問
題
に
明
瞭
に
示
さ
れ
た
。
金
の
二
重
価
格
制
で
問
題
と
し
て
残
つ

た
の
は
、
新
産
金
が
ど
の
市
場
で
買
却
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
南
ア
当
局
は
国
際
流
動
性
の
金
比
率
を
回
復
す
る
ζ

と

に
強
い
関
心
を
持
ち
、
追
加
的
金
が
公
的
貨
幣
準
備
に
入
っ
て
い
く
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
べ
き
で
あ
る
、
つ
ま
り
新
産
金
の
少
く

と
も
或
る
部
分
は
通
貨
当
局
に
売
却
で
き
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
基
金
協
定
で
は

I
M
F当
局
に
金
を
売
却
す
る
権
利
が
あ
る
、
と

い
う
見
解
を
も
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
金
の
二
重
価
格
制
は
厳
格
な
「
ダ
ブ
ル
・
ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
」
｜
｜
乙
れ
は
現
存
貨
幣
周

金
ス
ト
ッ
ク
を
他
の
金
と
分
離
し
て
封
印
す
る
乙
と
を
意
味
す
る

l
lと
解
さ
な
い
よ
う
中
央
銀
行
総
裁
た
ち
に
訴
え
た
。
と
の
訴

え
は
カ
ナ
ダ
と
西
ド
イ
ツ
の
中
央
銀
行
総
裁
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
代
表
か
ら
は
「
南
ア
の
要
求
は
法
的
理
由
か
ら
直
ち

に
承
認
さ
る
べ
き
だ
」
と
す
る
特
別
に
強
い
支
持
表
明
が
な
さ
れ
た
。
乙
れ
に
た
い
し
米
通
貨
当
局
は
、
諸
外
国
は
乙
れ
以
上
の
公

的
金
準
備
を
獲
得
す
べ
き
で
は
な
く
、

オ
ン
ス
三
十
五
ド
ル
の
公
定
金
価
格
を
維
持
す
る
た
め
追
加
的
金
供
給
は
す
べ
て
自
由
市
場



に
向
け
ら
れ
る
べ
き
乙
と
、
ま
た
I
M
F
当
局
に
は
金
買
入
れ
の
法
的
義
務
は
な
く
、
加
盟
国
か
ら
提
供
さ
れ
た
金
を
購
入
す
る
乙

と
に
同
意
す
る
か
ど
・つ
か
の
間
題
は
政
策
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
述
べ
た
。
乙
ζ

で
も
再
び
金
を
め
ぐ
る
米
国
対
E
C諸
国

の
鋭
い
見
解
の
対
立
が
再
現
す
る
。
乙
の
問
題
は
南
ア
と
米
国
の
長
引
く
ニ
国
間
交
渉
の
後
、
南
ア
は
制
限
さ
れ
た
条
件
の
下
で

I

M
F
を
窓
口
と
し
て
新
産
金
を
売
却
し
う
る
と
の
妥
協
が
成
立
し
た
が
、
公
的
金
準
備
の
増
加
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
幾
つ
か
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
中
央
銀
行
総
裁
た
ち
に
対
し
、
公
的
金
準
備
を
凍
結
し
て
厳
格
な
金
の
「
ダ
ブ
ル
・
ト
ラ
ン
ク

・
シ
ス
テ
ム
」
を
制
度
化

し
て
金
・
ド
ル
本
位
制
を
実
質
上
の
ド
ル
本
位
制
へ
変
質
さ
せ
る
と
い
う
米
当
局
の
「
金
廃
貨
」
路
線
へ
の
固
執
を
実
証
す
る
一
幕

で
あ
っ
た
。

貨
幣
は
市
場
過
程
か
つ
権
力
過
程

金
の
二
重
価
格
制
へ
の
移
行
は
、
民
間
部
門
よ
り
発
す
る
ア
メ
リ
方
の
保
有
金
へ
の
圧
力
を
遮
断
し
、

そ
の
政
策
行
動
の
余
地
を

拡
大
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
乙
れ
よ
り
ド
ル
に
た
い
す
る
信
認
の
低
下
は
、
米
国
か
ら
の
金
流
出
と
い
う
形
で
は
な
く
、
ド
ル
か
ら

優
良
な
他
国
通
貨
へ
の
投
機
的
乗
り
換
え
と
い
う
形
で
表
面
化
す
る
乙
と
に
な
る
。
そ
れ
は
後
に
「
ビ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
」
と

国際通貨の政治経済学

呼
ば
れ
る
と
と
に
な
る
米
国
の
攻
撃
的
で
一
方
的
な
対
外
経
済
政
策
の
局
面
の
開
始
を
刻
印
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は

と
の
措
置
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
米
国
自
身
は
積
極
的
な
行
動
を
と
ら
ず
に
、
他
の
先
進
諸
国
と
り
わ
け
西
欧
諸
国
に
た
い
し
全

面
的
な
ド
ル
本
位
制
を
受
け
容
れ
る
か
｜

l
そ
ζ

で
は
米
国
の
行
動
の
自
由
に
た
い
す
る
何
ら
の
拘
束
も
存
在
し
な
い
｜
｜
そ
れ
と

も
何
ら
か
の
国
際
金
融
的
大
異
変
を
招
来
さ
せ
る
リ
ス
ク
を
昌
す
か
、
と
い
う
不
愉
快
な
選
択
肢
を
与
え
る
と
と
を
意
味
す
る
も
の

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

'13 

乙
乙
で
米
国
が
当
面
し
た
矛
盾
は
ま
さ
に
古
典
的
な
根
底
的
矛
盾
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
他
国
が
受
け
容
れ
る
乙
と
が
で
き
る
仕
方



で
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
赤
字
を
除
去
す
る
構
造
的
な
解
決
策
は
、
米
国
の
政
策
策
定
者
の
戦
後
一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
基
本
的

74 

目
標
l
｜
吋
聞
か
れ
た
世
界
」
で
の
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
国
際
的
展
開
l
！
と
衝
突
す
る
線
に
沿
っ
た
世
界
経
済
の
根
本
的
再

編
成
を
要
求
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
国
際
通
貨
秩
序
の
安
定
を
掘
り
崩
す
米
国
際
収
支
の
構
造
的
赤
字
の
解
決
は
、

今
や
国
力
に
不
相
応
な
対
外
的
軍
事
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
撤
回
、
米
国
企
業
の
海
外
活
動
を
支
援
す
る
海
外
援
助
支
出
の
削
減
、
国

内
で
は
軍
事
支
出
の
削
減
に
よ
り
資
源
と
技
術
を
非
軍
事
部
門
の
圏
内
生
産
基
地
の
技
術
的
再
装
備
に
転
用
し
、
多
国
籍
大
企
業
の

海
外
生
産
の
展
開
で
は
な
く
、
圏
内
企
業
の
輸
出
競
争
力
の
回
復
を
は
か
る
路
線
へ
の
方
向
転
換
等
の
根
本
的
な
基
本
政
策
の
軌
道

修
正
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
経
済
の
論
理
か
ら
み
て
唯
一
の
真
の
合
理
的
解
決
の
道
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

だ
が
次
の
プ
ロ
ッ
ク
の
主
張
は
歴
史
の
弁
証
法
を
語
っ
た
も
の
と
し
て
そ
の
限
り
で
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

「
米
国
に
と
っ
て
乙
の

よ
う
な
野
望
〔
「
関
か
れ
た
世
界
」
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
国
際
的
展
開
の
戦
略
、
つ
ま
り
「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
l
ナ
」
の
追
求

1
｜
引
用
者
〕
を
達
成
す
る
目
的
の
た
め
に
形
づ
く
ら
れ
た
国
際
通
貨
秩
序
の
中
に
生
き
る
た
め
に
の
み
、

そ
の
世
界
的
野
望
を
捨

て
る
と
と
は
不
合
理
な
と
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
国
際
通
貨
秩
序
に
た
い
す
る
増
大
す
る
緊
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ

の
世
界
的
野
望
を
追
求
し
続
け
た
乙
と
は
驚
く
べ
き
乙
と
で
は
な
い
。
根
本
的
な
矛
盾
は
、
合
衆
国
が
資
本
主
義
世
界
に
お
け
る
ア

ハ幻〉

メ
リ
カ
の
政
治
的
、
経
済
的
支
配
が
絶
対
的
で
あ
っ
た
時
に
の
み
運
営
で
き
る
国
際
通
貨
秩
序
を
創
造
し
た
乙
と
で
あ
る
」
。

米
国
政
府
の
世
界
政
策
の
優
先
順
位
に
お
い
て
国
際
通
貨
問
題
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
時
代
を
例
外
と
し
て
、
つ
ね
に
従
属
的
位
置
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
き
た
。
歴
代
大
統
領
の
政
策
選
択
の
視
野
に
お
い
て
つ
ね
に
優
先
さ
れ
た
の
は
国
家
安
全
保
障
の
見
地
で
あ
り
、
国
際

〈
柏
崎
〉

通
貨
問
題
は
下
位
に
ラ
ン
ク
づ
け
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
西
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア

l
！
な
か
で
も
最
高
の
模
範
生
日
本
l
lが
フ
ラ

ン
ス
な
ど
と
は
反
対
に
保
有
ド
ル
残
高
の
金
交
換
を
自
粛
し
で
ド
ル
防
衛
に
協
力
的
で
あ
り
、
西
ド
イ
ツ
が
欧
州
駐
留
米
軍
費
の
パ

1
ド
ン

－－
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
率
先
受
け
い
れ
た
乙
と
は
、
国
家
安
全
保
障
と
国
際
金
融
協
力
の
緊
密
な
相
互
関
係
を
示
し
て
い
る
0

．



以
上
の
ご
と
く
語
る
こ
と
は
米
国
の
国
際
通
貨
政
策
が
変
更
を
許
さ
れ
な
い
何
ら
か
の
鉄
の
必
然
性
に
導
か
れ
た
も
の
だ
と
主
張
す

い
わ
ん
や
そ
の
政
策
の
正
当
化
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
以
上
が

I
M
F体
制
の
内
在
矛

盾
に
つ
い
て
の
政
治
経
済
学
的
総
括
だ
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
そ
の
要
点
を
一
一
一
一
一
回
で
述
べ
る
な
ら
ば
、
貨
幣
の
問
題
は
市
場
過
程
の

問
題
で
あ
る
と
同
時
に
権
力
過
程
の
問
題
で
も
あ
る
と
す
る
、
す
ぐ
れ
て
政
治
経
済
学
的
結
論
の
確
認
で
あ
る
。

る
も
の
で
は
な
く
、

国際通貨の政治経済学

（1
）
河
。

Z
三
寸
江
主
P
の
0
5
白白色帥
F
o
u
c－－白円。江田一回・

5
8・
J
F
Z
C・
河
村
野
孝
・
小
島
清
監
訳
『
金
と
ド
ル
の
危
機
』
効
草
書
房

一
九
六
一
年
、
と
の
本
の
主
要
部
分
は
そ
れ
以
前
に
イ
タ
リ
ア
の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
次
の
二
論
文
よ
り
と
ら
れ
て
い
る
。

E
同，

Z
P
E
Z

ぎ
の
O
ロ〈巾
E
E－－
Q
H
S
N
a－－喧
ωH
曲ロ円四回申印や
1
4
。
円
。
S
S
E
E－－門司

g
L
ζ
2
2ロ
開
〉
止
め
円
ョ
《
∞
S
2
2曲三
o
z
r
ι
。－

F
同

rog》

ρ
ロ恒三
R
q
M
N
2
5
d
F
F向
R
n
r
z
g
お
よ
び
ミ
円
0
5
2
8唱
が
の
O
口語円
Eu－－－
G
H
〉－
B
目
白
ロ
円
四
宮
g
g
o同

E
8
3同
H
F
O
ロ
巳
玄
0
5
gミ

同

vo－－
nu、3
．門町帥円。』ロロ
O

M
曲師由・

（2
〉

R
・
ト
リ
フ
ィ
ン
邦
訳
書
、
八
三
J
八
四
頁
。
一
七
八
J
一
七
九
頁
。

〈

3
〉
例
え
ば
ト
リ
フ
ィ
ン
前
掲
番
へ
の
監
訳
者
の
一
人
小
島
清
教
授
の
序
言
に
お
け
る
評
言
「
本
書
の
構
想
を
っ
き
つ
め
る
と
、
健
全
な
国
際

通
貨
制
度
維
持
の
責
任
を
ア
メ
リ
カ
が
放
棄
し
、
そ
の
責
任
を
新
装
I
M
F
に
肩
代
り
さ
せ
た
い
と
提
言
し
て
い
る
と
と
に
な
る
」
（
ト
リ
フ

ィ
ン
前
掲
筈
一
九
頁
）
ま
た
「
ト
リ
フ
ィ
ン
案
は
ア
メ
リ
カ
の
責
任
回
避
を
導
く
も
の
で
あ
る
か
ら
わ
た
く
し
に
は
に
わ
か
に
賛
成
し
が
た

い
」
（
同
二
五
頁
〉
。
ま
た
滝
沢
健
三
氏
も
「
国
際
収
支
の
赤
字
に
悩
む
米
当
局
に
は
は
な
は
だ
好
都
合
な
議
論
」
（
同
『
新
訂
国
際
通
貨
機
構
』

一
九
八
六
年
〔
初
版
一
九
七
五
年
〕
文
雅
堂
銀
行
研
究
社
、
一
六
頁
）
と
批
判
す
る
。

ハ
4
）
小
島
清
氏
は
上
記
の
箇
所
で
「
そ
れ
は
そ
の
意
味
で
真
に
国
際
的
な
金
為
替
本
位
制
で
は
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
金
為
替
本
位
制
で
あ
る

こ
と
に
違
い
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
金
為
替
本
位
制
の
内
包
す
る
不
安
定
性
は
ド
ル
と
か
ポ
ン
ド
に
つ
い
て
は
な
く
な
る
が
、
新
し

い
国
際
通
貨
に
つ
い
て
依
然
と
し
て
残
る
ζ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
ト
リ
フ
ィ
ン
案
は
国
際
通
貨
制
度
の
根
本
的
解
決
策
に
は
な
り
え
な
い
」
（
ト

リ
フ
ィ
ン
前
掲
書
ニ

O
頁
）
と
批
判
す
る
。

（5
〉
そ
れ
は
彼
の
次
の
発
言
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
が
直
面
し
て
い
る
ほ
ん
と
う
の
危
険
は
、
ド
ル
の
崩
壊
で
は
な
い
0

・・

・
：
と
の
貢
献
h

米
国
際
収
支
赤
字
を
通
ず
る
国
際
流
動
性
の
補
給
を
さ
す
｜
引
用
者
l
〕
を
大
幅
に
ス
ロ

1
・
ダ
ウ
ン
す
る
と
と
に
よ
っ
て
の

75 



み
、
ド
ル
脱
壌
が
最
終
的
に
避
け
ら
れ
る
と
い
う
乙
と
が
問
題
な
＠
で
あ
る
。
つ
ま
り
ド
ル
め
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
必
然

的
に
世
界
流
動
性
問
題
を
再
燃
な
い
し
激
化
さ
せ
る
ζ

と
に
な
る
の
で
あ
る
」
（
ト
リ
フ
ィ
ン
前
掲
書
、
八
六
頁
）
。

ハ
6
）
と
の
点
を
明
確
に
指
矯
し
た
の
は
滝
沢
健
三
氏
で
あ
る
。
滝
沢
前
掲
番
一
三
J
一
四
頁
。

（7
）

R
・ガ
l
ド
ナ
l
『
国
際
通
貨
体
制
成
立
史
』
（
上
）
序
論
三
九
i
六
九
頁
多
照
。

（8
〉
ギ
ル
パ

l
ト
の
見
解
は
死
後
友
人
逮
の
手
で
編
纂
さ
れ
た
次
の
著
書
に
み
ら
れ
る

O
V
A
E
g
o
－－zz－
C
E
g
二
2
4そ
OHE
冨
g
a
R『

。
丘
四
円
＼
吋
宮
の
o
z
l
u
c
Z曲
同
国
志
向
曲
目

g
L
E
〉

P
2
5
2
y
z－

K
・
5
8
緒
方
四
十
郎
・
溝
江
義
郎
訳
『
国
際
通
貨
体
制
の
軌
跡
』
一

九
八
二
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
。
だ
が
彼
の
ζ

の
努
力
は
本
国
政
府
や
米
国
内
の
経
済
学
者
の
大
半
か
ら
冷
淡
な
反
応
を
も
っ
て
報
わ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
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〈

9
）
ギ
ル
パ

l
ト
は
ト
リ
フ
ィ
ン
の
問
題
提
起
の
貢
献
を
認
め
た
上
で
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
「
ト
リ
フ
ィ
ン
も
乙
の
問
題
〔
金
不
足

問
題

l
引
用
者
〕
を
核
心
ま
で
は
追
求
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
金
の
不
足
自
体
が
米
国
の
赤
字
と
金
流
出
の
原
因
で
あ
る
と
は
主

張
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
（
ギ
ル
パ

l
ト
前
掲
書
一
七
五
頁
）
ま
た
い
う
「
私
が
問
答
に
対
し
て
批
判
し
て
い
る
の
は
、
ト
リ
フ
ィ
ン
の

貢
献
を
軽
視
す
る
意
図
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
彼
の
結
論
が
な
ぜ
完
壁
で
は
な
か
っ
た
か
を
示
そ
う
と
し
た
だ
け
で
あ
る
。
彼
が
当

時
、
前
記
の
著
書
に
つ
い
て
の
私
の
意
見
を
求
め
た
時
、
私
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
彼
の
議
論
が
明
か
に
示
し
て
い
る
と
と
は
、
ま
ず
第
一

に
、
米
国
の
赤
字
縮
小
の
方
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
乙
と
、
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
米
国
赤
字
の
減
少
が
世
界
の
準
備
資
産
の
増
勢

に
及
ぼ
す
影
響
は
、
ド
ル
準
備
増
大
の
速
度
が
落
ち
る
ま
で
政
治
的
に
緊
急
な
問
題
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
乙
と
で
あ
る
」
（
前
掲
喬

一
七
六
頁
〉
と
。

（
叩
）
ギ
ル
パ

l
ト
前
掲
書
、
五
一

1
五
二
頁
。

（
U
）
ギ
ル
パ

l
ト
前
掲
替
四
九
J
五
O
頁
。
彼
は
ま
た
ト
リ
フ
ィ
ン
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
赤
字
を
不
聞
に
附
す
の
で
は
な
く
、

赤
字
削
減
の
努
力
の
必
要
性
を
認
め
て
い
る
ζ

と
は
、
ト
リ
フ
ィ
ン
を
批
判
し
た
前
掲
引
用
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

（
辺
）
ギ
ル
パ

l
ト
は
「
と
と
で
ふ
た
た
び
強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
は
、
米
国
の
赤
字
は
、
あ
る
限
度
内
で
は
通
貨
体
制
の
特

質
で
あ
っ
て
、
他
の
諸
国
の
赤
字
と
は
別
の
対
策
を
必
要
と
し
た
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
米
国
以
外
の
全
世
界
が
対
外

収
支
の
総
計
で
み
で
あ
る
程
度
の
黒
字
を
出
す
と
と
を
彼
ら
の
経
済
の
通
常
の
均
衡
状
態
と
考
え
て
い
た
と
と
に
起
因
す
る
」
（
ギ
ル
パ

1
ト

・



，
前
掲
書
二
八
九
頁
）
と
述
べ
る
に
止
り
、
米
国
の
赤
字
の
内
容
お
よ
び
そ
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
立
入
っ
て
問
わ
な
い
点
で
、
ト
リ
フ
ィ
ン

同
様
の
弱
点
が
み
ら
れ
る
。

〈
臼
）
ま
た
金
価
格
引
上
げ
論
は
西
欧
の
有
力
な
経
済
学
者
に
よ
っ
て
も
主
張
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
R
・
ハ
ロ
ッ
ド
ハ
イ
ギ
リ
ス
）

J
・
リ
ュ

エ
フ
（
フ
ラ
ン
ス
）
、

M
・
ハ
ル
ペ
リ
ン
（
ス
イ
ス
）
は
早
く
か
ら
金
価
格
の
大
幅
引
上
げ
（
オ
ン
ス
三
五
ド
ル
か
ら
七

0
ド
ル
へ
の
二
倍
引

上
げ
）
を
主
張
し
て
い
た
。

〈
M
）
堀
江
蕪
雄
『
国
際
通
貨
基
金
の
研
究
』
一
三
四
頁
。

ハ
日
〉
両
案
に
つ
い
て
は
前
掲
堀
江
蕪
雄
氏
の
著
者
の
附
録
と
し
て
所
載
の
も
の
に
よ
っ
た
。
ケ
イ
ン
ズ
案
で
は
「
第
六
章
本
案
の
下
に
お
け
る

金
の
地
位
」
の
三
十
一
項
〈
堀
江
前
掲
番
三
三
四
頁
）
。
ホ
ワ
イ
ト
案
で
は
「
三
基
金
の
通
貨
単
位
」
の
第
一
項
（
同
上
三
四
二
頁
）
。
但
し

ケ
イ
ン
ズ
集
で
は
と
く
に
金
不
足
よ
り
反
対
に
金
過
剰
の
場
合
を
主
と
し
て
想
定
し
て
い
た
と
読
め
る
文
言
が
あ
る
。

（
日
）
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
下
で
経
済
諮
問
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
ト
l
ピ
ン
は
、
同
諮
問
委
員
会
の
立
場
を
次
の
よ
う
に
要
約
し

て
い
る
。
「
ド
ル
問
題
は
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
主
要
な
優
先
順
位
と
し
て
の
景
気
回
復
と
完
全
雇
用
を
放
棄
す
る
理
由
と
な
る
も
の
で
は
な

い
。
ド
ル
の
金
価
値
と
外
国
通
貨
に
対
す
る
価
値
は
神
聖
な
文
書
で
は
な
い
」
（

m
o
Z
R
Z－
F
Z唱
＼
』
曲
目
冊
目
吋
S
E－
－
ロ

R
a
c
a
z
p

s
ι
・
、吋

OVFロ
＼
玄
・
当
包
《
凶

S
E
E
Sハ
a
－Y
、円唱。同
Nos－E
o
s
－ロ開

8
5
E
n
司
o
r
a－吋
Z
E町
民
開

g
ロ
oEnMNGO門岡田
O四回
MHa一色
g
z

同

2
5仏
可
白
ロ
仏
河

g関白
P
同，

Z
V向
問
、
吋
句
注
目

p
g
g－司－
H
N
・
そ
し
て
ま
た
「
だ
が
わ
れ
わ
れ
の
見
解
で
は
〔
ド
ル
の
〕
平
価
切
下
げ
は

そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
す
べ
て
の
他
の
目
標
を
犠
牲
に
す
べ
き
大
異
変
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
号
広
・
〉
と
し
て
い
る
。
だ
が
同
時
に
ケ
ネ

デ
ィ
政
府
の
経
済
政
策
を
明
示
し
た
一
九
六
二
年
大
統
領
経
済
報
告
に
お
け
る
国
際
経
済
政
策
の
項
に
は
「
合
衆
国
は
一
九
五

0
年
代
後
半
の

規
模
の
赤
字
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
合
衆
国
の
国
際
収
支
目
標
は
次
の
二
、
三
年
間
に
：
：
：
基
礎
収
支
の
均
衡
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
す

る
乙
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
国
際
収
支
が
制
御
下
に
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
す
ぺ

1
ス
で
均
衡
に
向
っ
て
動
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
吋

Z

〉
g
E－
F
唱。同門

Oご
宮
の

o
g
n広
口
同
開

S
E
E
n
〉
仏
丘

g
a
s
s－匂・

5mu
吋
O
Eロ＼毛色円凶
g
r
E
B
念品・）・

8
・
n
F－同
M－
E
C
と

基
礎
収
支
の
均
衡
回
復
へ
の
決
意
を
明
言
し
て
い
る
点
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

（
げ
〉
米
国
の
金
交
換
義
務
は
基
金
協
定
第
八
条
第
四
項
削
の
規
定
に
基
い
て
い
る
。

ζ

の
条
項
は
本
来
米
国
側
の
主
張
に
よ
っ
て
協
定
に
取
り

入
札
ら
ね
た
も
の
で
あ
る
が
、
金
決
済
が
問
題
と
し
て
登
場
し
て
以
後
米
当
局
が
ζ

の
金
交
換
義
務
を
ど
と
ま
で
真
剣
に
受
け
と
っ
て
い
た
か

国際通貨の政治経済学
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に
つ
い
て
は
疑
問
が
ち
る
。
そ
れ
に
乙
の
「
外
国
保
有
残
高
の
交
換
性
」
の
一
般
的
義
務
に
は
「
ハ
門
そ
の
残
高
が
経
常
取
引
に
よ
っ
て
最
近
取

得
し
た
乙
と
、
ま
た
は
∞
そ
の
交
換
が
経
常
取
引
の
た
め
の
支
払
を
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
ζ

と
」
を
買
入
国
側
が
立
証
す
る
ζ
と
と
い
う
条

件
が
附
さ
れ
て
お
り
、
乙
れ
ら
条
件
は
事
実
上
立
証
が
困
難
か
、
あ
る
い
は
そ
の
判
定
に
は
政
治
的
判
断
に
よ
る
交
渉
の
余
地
の
大
き
い
も
の

で
紛
糾
の
種
と
な
り
う
る
阜
県
地
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。
堀
江
氏
も
乙
の
点
を
難
点
と
さ
れ
て
門
現
協
定
下
に
お
い
て
は
、
乙
れ
を
厳
密
に
解
す

る
な
ら
ば
、
通
貨
の
交
換
性
は
、
そ
の
通
貨
の
発
行
国
が
と
れ
を
維
持
せ
ん
と
す
る
意
志
を
も
っ
限
り
に
お
い
て
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
乙
の
点
か
な
り
問
題
を
含
ん
だ
規
定
の
よ
う
に
怠
わ
れ
る
」
（
堀
江
薫
雄
前
掲
書
一
四
七
頁
）
と
指
摘
し
て
い

スw
。
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ド
ル
危
機
叫
が
表
面
化
し
た
一
九
六

O
年
以
降
ド
ル
価
値
の
保
証
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
ロ
ン
ド
ン
自
白
金
市
場
で
の
金
の
ド
ル
価
格
の
維
持
で

あ
っ
た
。
と
の
価
格
操
作
は
六

O
年
秋
の
金
価
格
の
四

0
ド
ル
台
へ
の
暴
騰
を
機
に
六
一
年
秋
創
設
さ
れ
た
金
プ
ー
ル
を
通
じ
て
行
わ
れ
た

が
、
乙
れ
に
は
米
国
以
外
に
西
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
七
カ
国
の
欧
州
中
央
銀
行
の
金
拠
出
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
。
と
の
よ
う
に
国
際
通
貨

ド
ル
の
価
値
は
六
八
年
三
月
の
金
プ
l
ル
解
散
ま
で
米
国
だ
け
で
な
く
主
要
先
進
国
の
共
同
行
動
に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
路
〉
乙
の
用
語
は
改
正
国
際
通
貨
基
金
協
定
の
「
条
文
上
」
の
意
味
と
「
外
見
上
の
」
の
両
方
の
意
味
を
こ
め
た
表
現
と
し
て
用
い
た
。
語
の

本
来
の
意
味
で
の
金
廃
貨
、
つ
ま
り
概
念
と
し
て
の
金
廃
貨
と
区
別
さ
れ
た
「
色
町
右
足
の
金
廃
貨
」
と
い
う
ま
ぎ
ら
わ
し
い
便
宜
的
名
称
の

意
味
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
の
行
論
中
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

（m
M
）
滝
沢
健
三
氏
も
I
M
F体
制
の
真
の
ジ
レ
ン
マ
を
と
の
点
に
お
き
「
管
理
通
貨
制
の
も
と
に
お
い
て
は
金
と
の
交
換
性
が
そ
の
ま
ま
金
の

否
定
に
つ
な
が
る
。
と
れ
乙
そ
理
論
上
解
決
不
能
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
」
（
滝
沢
前
掲
番
一
五
頁
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
派

の
M
・
ア
グ
リ
エ
ッ
タ
は
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
を
「
純
粋
に
ド
ル
に
基
礎
を
置
い
た
体
制
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
実
を
金
と

の
交
換
性
と
い
う
旧
来
の
原
則
の
背
後
に
隠
し
て
い
る
、
と
い
う
両
義
性
」
を
も
っ
た
も
の
、
つ
ま
り
矛
盾
し
た
こ
つ
の
原
理
の
合
成
物
と
把

え
て
い
る
（
F
B
n
z－
〉
四

t
a
g－
F
曲
目
ロ

L
2
0
2
2
2
2含・

3『
F
巴
宰
斉
藤
日
出
治
訳
『
基
軸
通
貨
の
終
鷲
』
一
九
八
九
年
、
新

評
論
、
一
一
一
頁
〉
。

（
却
）
「
ニ
ュ

l
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
は
主
と
し
て
ケ
・
不
デ
ィ
政
権
下
で
の
経
済
諮
問
委
員
会
の
長
W
・
ヘ
ラ
l
の
提
唱
す

る
「
高
雇
用
財
政
余
剰
」
の
概
念
に
基
く
「
財
政
配
当
」
の
提
唱
、
つ
ま
り
赤
字
財
政
政
策
の
積
極
的
容
認
を
柱
と
す
る
完
全
雇
用
優
先
政
策
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の
追
求
で
あ
り
本
国
際
経
済
政
策
面
の
措
置
と
レ
て
は
「
オ
ペ
レ

l
シ
ヲ
ン
・
ツ
ウ
ィ
ス
ト
」
勺
。
宮
町
同
己
O
ロ
吟
三
師
、
）
す
な
わ
ち
短
期
金
利

を
高
め
に
、
長
期
金
利
を
低
め
に
誘
導
す
る
金
融
政
策
と
、
対
外
的
に
は
I
M
F
を
通
ず
る
代
替
的
準
備
資
産
の
創
出
ー
ー
と
れ
は
後
に
六
十

年
代
後
半
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
下
で
本
格
化
す
る
ー
ー
を
通
じ
て
金
と
ド
ル
へ
の
圧
力
を
除
去
す
る
措
置
よ
り
な
っ
て
い
た
。
（
同
，
o
v
E＼
者
向
』

仏
g
g
E
B
（邑
・）
O
司・

n
r・－
司－
Hω
）
。
な
お
「
ニ
ュ

l
，・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
の
主
要
政
策
手
段
と
そ
の
米
国
際
収
支
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
l
シ

ヨ
ン
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
深
町
前
掲
書
一

O
九
J
一
一
九
頁
多
照
。

〈
幻
〉
あ
る
研
究
者
は
米
政
策
当
局
内
部
へ
の
ト
リ
フ
ィ
ン
の
「
流
動
性
ジ
レ
ン
マ
」
論
の
浸
透
の
影
響
に
つ
い
て
「
乙
の
恩
想
の
伝
揺
は
米
国

の
政
策
が
観
察
さ
れ
た
方
向
に
変
化
し
た
単
一
の
最
も
重
要
な
理
由
で
あ
る
」

Q
・
ω・
。
含
＝
－

C
・
ω・同ロ門出同ロ曲円
F
O
E
－一玄
O
ロ
R
R可河内】
Znuご

唱
・
5
0）
と
評
価
し
て
い
る
。
米
政
府
の
公
的
見
解
の
変
化
を
確
認
す
る
文
書
は
一
九
六
六
年
「
大
統
領
年
次
経
済
報
告
」
で
あ
る
。

n『・

開

n
o
D
o
s－n
河
内
唱
。
円
向
。
間
同
ro
司同市虫色叩口再同曲目
A
Y

司
・
田町印『・

〈
泣
）
前
財
務
次
官
ロ

l
ザ
は
乙
の
改
宗
の
理
由
を
説
明
し
て
、
彼
の
在
職
時
代
に
経
験
し
た
彼
の
ド
ル
支
援
構
想
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
抵
抗
と
金
の
米
国
へ
の
還
流
の
期
待
が
失
わ
れ
国
際
流
動
性
の
不
足
が
重
大
な
問
題
と
な
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
乙
と
を
あ
げ
て
い
る
。

o
n
E
Y
O℃・
n
F
F
－司
・
広吋、
t
E喧・

〈
幻
）
乙
れ
よ
り
前
一
九
六
三
年
秋
の

I
M
F
年
次
総
会
以
降
I
M
F
当
局
と
十
カ
国
蔵
相
代
理
会
議
で
流
動
性
問
題
と
国
際
通
貨
機
構
の
改
善

問
題
に
つ
い
て
問
題
点
の
研
究
に
着
手
す
る
と
と
が
申
合
さ
れ
、

I
M
F内
外
で
討
論
が
始
っ
て
い
た
が
、
六
五
年
秋
の

I
M
F年
次
総
会
の

，
際
の
十
カ
国
蔵
相
中
央
銀
行
総
裁
会
議
で
、
根
本
的
な
点
で
の
見
解
の
対
立
を
残
し
つ
つ
も
「
将
来
そ
の
必
要
が
生
じ
た
時
に
そ
な
え
て
国
際

準
備
の
必
要
に
応
え
る
と
い
う

s
の
S
Eロ凹
g
n司同
V
E
g－
口
代
に
で
き
る
だ
け
早
く
着
手
す
る
」
と
い
う
合
意
が
成
立
し
た
。
十
カ
国
会
議
の

議
長
を
つ
と
め
た
西
ド
イ
ツ
連
銀
総
裁
プ
レ
ッ
シ
ン
グ
は
「
自
分
は
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
赤
字
の
消
滅
が
必
然
的
に
直
ち
に
流
動
性
不
足
に

導
く
に
相
違
な
い
と
い
う
見
解
を
共
有
し
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
の
政
府
は

《
そ
の
必
要
が
現
実
に
生
じ
た
な
ら
流
動
性
僧
大
の
適
当
な
機
構
を

用
意
す
る
と
い
う
目
的
で
の

《
の
口
三
吉
田
g
n
u『
立
g
ロ
E
m》
に
同
意
す
る
」
と
述
べ
た
。
〈
門
店
♂
玄
世
話
常
時
”
の
同
同
町
一
己
申
ロ
仏
P
－『
r
o
H
E
R－

ロ
曲
吾
】
ロ
丘
一
玄
O
口市円曲門司匂ロロ門戸】由
g
J
S吋
ケ
吋

z
g問問
品
目

c
E
2
g岡
市
帥
タ
〈
O
F

－－

sa・
4
司曲目
rFロ四件。ロ

0
・
。・・
M
M

・
叫
に
・
以
下
の
記

述
は
本
容
に
よ
る
。

〈
制
）
〈
ユ
8
・
0
司－

n
x・・唱－

S
Jご
・
司
－

HH由ア唱－

HUH同・
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〈
お
）
〈
同
一
8
・
8
・
nxよ
唱
・
5
申
・
フ
ラ
ン
ス
当
局
は
さ
ら
に
I
M
F
平
価
を
実
質
価
値
の
低
下
し
た
ド
ル
か
ら
切
離
し
、
金
価
格
改
訂
ハ
引
上

げ
）
に
よ
っ
て
金
平
価
を
価
値
基
準
に
据
え
る
と
と
を
個
提
案
し
た
。

ζ

れ
に
つ
い
て
は
E
C
諸
国
の
足
並
み
は
揃
わ
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は

最
後
ま
で
S
D
R
創
設
に
抵
抗
し
た
が
、
西
独
は
じ
め
他
国
は
よ
り
妥
協
的
で
フ
ラ
ン
ス
は
孤
立
し
て
い
っ
た
1

フ
ラ
ン
ス
の
国
際
金
決
済
制

の
主
張
が
説
得
力
を
失
う
の
は
、
六
八
年
の
「
五
月
革
命
」
後
の
財
政
拡
大
に
よ
っ
て
同
国
が
国
際
収
支
赤
字
に
陥
り
I
M
F
借
入
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
そ
の
主
張
の
前
提
条
件
が
崩
れ
た
と
と
も
響
い
て
い
る
。

（
お
）
〈
ユ
g
・
8
・
nx・・司・白
H
I
S・川
ζ

の
構
想
は
富
塚
文
太
郎
氏
の
主
張
す
る
あ
る
べ
き
国
際
通
貨
体
制
の
姿
と
似
て
い
る
。

富
塚
文
太
郎

前
掲
書
一
O
五
t
一
O
六
頁
怠
照
。

ハ
幻
〉
回
り
同
OR同戸
・
∞－
onr
・叶，
r
o
Oユ岡山
2
0同
H
2
2ロ
曲
巴
Oロ
包
開
noロ
O
B
K
U
Z
o三
冊
♂
司
・
5ω
・

（
泊
〉
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
国
際
通
貨
政
策
を
痛
烈
に
批
判
す
る
正
統
派
国
際
金
融
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、

c
・ク
l
ム
ズ
も
と
の
点
を
自
認
し
て
い

る
。
ク
l
ム
ズ
前
掲
害
、
二
二
五
J
二
二
六
頁
。
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IV 

米
通
貨
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
帰
結

一
九
七
一
年
八
月
以
降
の
重
要
な
米
国
の
決
定
は
、
積
極
的
な
決

定
で
は
な
く
「
《
非
決
定
》
と
い
う
決
き
で
あ
っ
た
が
「
最
初
は
そ
れ
が
一
つ
の
決
定
だ
と
は
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
が
と
し

s
・
ス
ト
ン
ジ
は
「
現
代
の
国
際
通
貨
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
良
い
悪
い
は
と
も
か
く
国
際
通
貨
の
共
同
管
理
に
関
し
て
ア
メ
リ
カ

が
主
導
し
た
の
で
な
い
変
化
は
な
い
」
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、

て
い
る
。
そ
の
「
非
決
定
の
決
定
」
と
は
、
国
際
通
貨
体
制
の
共
同
管
理
と
多
国
間
交
渉
方
式
か
ら
離
れ
て
、
よ
り
一
層
の
無
政
府

性
と
片
務
主
義
へ
と
向
う
第
一
歩
で
あ
り
、
七
一
年
八
月
の
ド
ル
切
下
げ
が
首
尾
よ
く
実
現
し
て
も
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
何

ら
か
の
修
正
形
態
に
は
戻
ら
な
い
と
い
う
決
定
で
あ
っ
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
「
ビ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
」
路
線
の
徹
底
的
な
追

求
と
い
う
政
策
選
択
で
あ
る
。
か
く
し
て
米
国
の
政
策
決
定
は
、
そ
の
対
外
的
な
影
響
を
さ

ι当
り
度
外
視
し
て
、
圏
内
で
の
成
長



政
策
の
追
求
と
米
国
企
業
の
国
際
的
展
開
へ
の
制
限
の
撤
去
H

自
由
化
の
た
め
に
、
聞
か
れ
た
政
策
行
動
の
フ
リ
1
・
ハ
ン
ド
を
フ

ル
に
活
用
す
る
乙
と
に
向
け
ら
れ
る
。
と
の
国
際
経
済
政
策
の
展
開
過
程
が
一
定
の
限
界
に
逢
着
し
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
「
プ

ラ
ザ
合
意
」
に
至
る
ま
で
大
き
く
二
つ
の
局
面
を
経
過
す
る
。

第
一
の
局
面
は
一
九
七

0
年
代
末
（
七
九
年
秋
）
の
ポ
ー
ル
・
ポ
ル
カ
l
の
新
金
融
調
節
方
式
に
よ
る
金
融
政
策
転
換
の
時
期
ま

で。

ζ

乙
で
は
変
動
為
替
相
場
制
の
下
で
ド
ル
の
低
下
を
放
任
し
、

ド
ル
切
下
げ
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
た
政
策
行
動
の
余
地
を
あ
げ

て
圏
内
成
長
政
策
に
活
用
す
る
明
示
的
ピ
ナ
イ
ン

・
ネ
グ
レ
ク
ト
政
策
の
時
期
で
あ
る
。
乙
の
政
策
は
ド
ル
の
切
下
げ
放
任
が
ド
ル

暴
落
の
危
機
を
招
き
ド
ル
防
衛
に
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
乙
と
（
七
八
年
十
月
）
、

成
長
政
策
の
追
求
が
圏
内
イ
ン
フ
レ
を
加
速
さ

せ

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
陥
っ
た
こ
と
で
転
機
を
迎
え
る
。
第
二
の
局
面
は
一
九
八
五
年
九
月
の
プ
ラ
ザ
l
合
意
ま
で
の
時
期

で
、
主
と
し
て
「
レ

l
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
の
第
一
期
に
相
当
す
る
。
乙
の
局
面
で
は
第
一
の
局
面
と
異
り
金
融
引
締
政
策
に
頼
っ
て

イ
シ
フ
レ
抑
制
が
優
先
的
に
追
求
さ
れ
、
米
高
金
利
下
で
の
ド
ル
高
と
外
国
資
本
の
巨
額
の
流
入
が
生
じ
、
財
政
赤
字
の
拡
大
に
よ

ド
ル
の
過
大
評
価
に
よ
る
米
国
内
輸
出
産
業
お
よ
び
輸
入
競
合
産
業
の
競
争
力
に

る
事
実
上
の
ケ
イ
ン
ズ
政
策
が
実
現
す
る
一
方
、

打
撃
を
与
え
る
と
同
時
に
輸
入
の
急
増
を
生
み
、

い
わ
ゆ
る
米
国
の
「
双
子
の
赤
字
」
と
世
界
最
大
の
債
権
国
か
ら
最
大
の
債
務
国

国際通貨の政治経済学

へ
の
急
転
落
の
ジ
レ
ン
マ
に
逢
着
し
て
プ
ラ
ザ
合
意
の
政
策
転
換
｜
｜
ド
ル
高
是
正
の
国
際
的
金
融
協
調
へ
の
復
帰
ー
ー
に
至
る
0

・
以
上
概
観
し
た
よ
う
に
米
国
の
金
ド
ル
交
換
停
止
以
降
一
貫
し
て
追
求
さ
れ
た
通
貨
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
帰
結
は
、
七

0
年
代
以

降
に
お
け
る
国
際
流
動
性
の
爆
発
的
膨
脹
、
世
界
的
規
模
で
の
過
剰
流
動
性
イ
ン
フ
レ
の
加
速
、
大
幅
な
為
替
レ

1
ト
変
動
、

乙
れ

ら
を
背
景
と
す
る
二
度
の
石
油
危
機
を
現
出
し
、
八
十
年
代
前
半
の
世
界
的
高
金
利
は
発
展
途
上
諸
国
の
累
積
債
務
問
題
を
深
化
さ

せ
る
等
、
世
界
経
済
の
不
安
定
性
と
不
確
実
性
を
高
め
た
乙
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
反
面
で
国
際
的
金
融
活
動
の
自
由
化
｜
｜
国
際

銀
行
業
の
多
年
の
目
槙
の
実
現
ー
ー
の
潮
流
の
背
景
の
下
で
の
国
際
銀
行
業
の
全
盛
時
代
の
到
来
を
も
た
ら
し
た
。
だ
が
こ
の
よ
う
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な
世
界
経
済
の
激
動
の
時
代
を
始
発
さ
せ
た
米
国
自
身
乙
の
よ
う
な
激
動
の
は
ね
返
り
の
圏
外
に
立
っ
と
と
は
出
来
ず
）
米
国
経
済

そ
の
も
の
に
も
大
き
な
コ
ス
ト
を
払
わ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
乙
と
は
、
以
上
み
た
「
ピ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
」
政
策
の
帰
結
が
示

82 

じ
て
い
る
J

つ
ま
り
通
貨
覇
権
主
義
の
追
求
は
米
国
の
経
済
覇
権
の
回
復
に
何
ら
寄
与
せ
’ず
、
か
え
っ
て
覇
権
衰
退
過
程
に
拍
車
を

か
け
る
乞
と
に
帰
結
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
米
国
自
身
に
よ
る
不
承
不
承
な
が
ら
の
承
認
が
、
プ
ラ
ザ
合
意
に
お
け
る
国
際
金
融

協
調
へ
の
復
帰
で
・あ
っ
た
ポ
か
く
て
三
極
通
貨
体
制
と
国
際
的
政
策
協
調
の
時
代
に
入
る
。
だ
が
国
際
通
貨
秩
序
再
建
の
基
本
的
問

題
は
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
金
廃
貨
は
実
現
し
た
か
と
間
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
金
の
二
重
価
格
制
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
七
八
年

四
月
の

I
M
F
協
定
第
二
次
改
正
で
は
平
価
規
定
か
ら
金
を
除
外
し
現
状
を
追
認
し
た
。
だ
が
乙
れ
を
も
っ
て
概
念
と
し
て
の
金
廃

貨
の
成
就
と
す
る
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
貨
幣
的
事
象
は
市
場
過
程
で
あ
る
と
同
時
に
権
力
過
程
で
は
あ
る
。
だ
が
そ
れ

は
貨
幣
は
権
力
過
程
に
よ
っ
て
任
意
に
操
作
し
う
る
と
い
う
と
と
で
は
な
い
。
市
場
過
程
を
律
す
る
経
済
の
論
理
に
照
応
し
た
権
力

過
程
の
支
持
が
、
制
度
に
確
実
性
と
安
定
性
を
保
証
し
う
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
国
際
通
貨
制
度
に
は
市
場
怠
加
者
に
国
際
通
貨
へ

の
信
認
を
保
証
す
る
国
際
流
動
性
の
供
給
と
不
均
衡
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
国
際
的
に
明
確
に
承
認
さ
れ
確
定
し
た
ル
ー
ル
を

欠
い
た
い
わ
ば
「
制
度
な
き
制
度
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
何
と
か
急
場
を
し
の
い
で
曲
り
．な
り
に
も
運
行
し

て
い
る
と
は
い
え
て
も
、
国
際
舞
台
で
活
動
す
る
経
済
人
は
そ
れ
に
信
認
を
与
え
て
は
い
な
い
。
そ
の
と
と
は
七
一
年
夏
の
金
ド
ル

交
換
性
停
止
以
降
の
国
際
金
融
の
舞
台
で
の
度
重
な
る
動
揺
と
不
確
実
性
の
増
大
が
乙
れ
を
実
証
じ
て
い
る
。
国
際
通
貨
は
金
と
離

れ
た
ま
う
で
い
て
、
果
し
て
離
れ
た
の
か
ど
う
か
、
ど
乙
ま
で
離
れ
た
か
は
不
分
明
で
あ
る
。
金
は
あ
る
い
は
減
価
し
て
ゆ
く
諸
国

通
貨
を
忌
諒
し
て
流
通
か
ら
退
場
し
、
貨
幣
特
性
を
潜
在
化
さ
せ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ど
う
か
は
市
場
参
加

者
が
政
策
当
局
と
り
わ
け
基
軸
通
貨
国
の
政
策
当
局
と
そ
れ
を
指
導
す
る
政
治
家
の
知
性
と
先
見
性
な
ら
び
に
責
任
意
識
に
ど
と
ま



で
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
信
頼
す
る
に
足
る
資
格
の
あ
る
政
治
家
の
指
導
の
下
に
、
国
際
的
協
議

を
通
じ
て
、
国
際
通
貨
制
度
の
運
営
の
基
本
的
ル

1
ル
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
、
熟
慮
を
経
て
金
を
国
際
的
最
終
決
済
手
段
と
し
て
不

用
と
認
定
さ
れ
て
、

・文
字
通
り
金
か
ら
解
放
さ
れ
た
国
際
通
貨
制
度
に
世
界
の
経
済
人
が
信
認
を
寄
せ
る
と
き
、
は
じ
め
て
概
念
と

し
て
の
金
廃
貨
は
成
就
し
た
乙
と
に
な
ろ
う
。
人
智
の
進
化
と
何
よ
り
も
経
済
λ
の
慣
行
的
智
懇
の
現
状
は
、
そ
の
時
ま
で
に
は
な

お
か
な
り
の
距
離
を
へ
だ
て
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

‘
米
国
の
金
廃
貨
政
策
も
必
ず
し
も
首
尾
一
貫
し
た
も
の
で
な
く
振
れ
の
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
七
一
年
八
月
の
金
交
換
停
止
も

金
廃
貨
の
主
張
か
ら
す
れ
ば
自
家
撞
着
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
し
本
気
に
金
廃
貨
を
信
じ
て
い
た
な
ら
保
有
金
が
百
億
ド
ル

を
切
る
と
い
う
の
で
急
い
で
金
喪
失
に
待
っ
た
を
か
け
る
理
由
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
乙
の
措
置
自
体
が
準
備
資
産
と
し
て
の

金
を
重
視
し
て
お
り
、
世
界
最
大
の
金
保
有
国
と
し
て
の
地
位
を
保
全
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
行
為
に
よ
っ
て
実
証
し
た
と
い
っ
て

よ
い
。
そ
の
後
七
五
年
か
ら
七
九
年
ま
で
米
政
府
は
金
廃
貨
政
策
と
い
う
名
目
で
小
出
し
の
金
競
売
を
実
施
し
た
が
、
七
九
年
末
ロ
一

ン
ド
ン
金
市
場
で
の
金
価
格
の
暴
騰
｜
｜
そ
れ
は
八

O
年
一
月
一
一
一
自
に
は
オ
ン
ス
八
五

0
ド
ル
の
記
録
的
高
水
準
に
逮
し
た
ー
ー

を
契
機
に
金
廃
貨
論
へ
の
反
動
が
起
り
、
今
度
は
一
転
金
本
位
制
復
帰
論
が
拾
頭
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
金
を
め
ぐ
っ
て
大
き
く
振

国際通貨の政治経済学

れ
た
。そ
れ
は
と
も
か
く
こ
と
で
問
題
に
し
た
い
の
は
以
上
み
た
米
国
の
通
貨
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
根
底
に
お
い
て
支
え
た
一
般
に
は
ア

ハ
5）

メ
リ
カ
・
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
と
り
わ
け
ニ
ュ

l
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
を
主
導
し
た
経
済
学
者
に
よ
っ
て
抱
か
れ
た
『
金
廃
貨
」
思
想
に

ハ
6）

つ
い
て
で
あ
る
。
た
し
か
に
ケ
イ
ン
ズ
は
一
九
二

0
年
代
の
早
い
時
期
に
「
金
本
位
制
は
野
蛮
時
代
の
遺
物
］
で
あ
る
と
い
い
管
理

通
貨
を
提
唱
し
た
。
圏
内
で
は
す
で
に
管
理
通
貨
制
が
実
現
じ
て
い
る
。
乙
れ
を
国
際
経
済
の
舞
台
に
拡
延
し
金
廃
貨
を
実
行
し
F

も
っ
．て
国
際
的
管
理
通
貨
制
度
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
貨
幣
制
度
の
進
化
の
方
向
で
あ
り
、
そ
れ
故
一
日
も
早
く
世
界
貨
幣
金
を
廃
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棄
す
る
こ
と
が
進
歩
で
あ
り
理
想
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
と
れ
ら
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
抱
く
貨
幣
の
官
学
で
あ
る
。
だ
が
乙
の
ア
メ
リ

4。。

カ
・
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
貨
幣
の
哲
学
が
妥
当
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
が
世
界
の
創
造
主
で
あ
る
世
界
、
ア
メ
リ
カ
自
体
が
世
界
の
す

，

ぺ
て
で
あ
る
よ
う
な
仮
想
的
世
界
、
も
っ
と
正
確
に
い
え
ば
プ
ロ
ク
が
述
べ
た
よ
う
に
資
本
主
義
世
界
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
政
治

的
経
済
的
支
配
が
絶
対
的
で
あ
っ
た
世
界
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
彼
ら
は
仮
想
的
世
界
の
住
人
で
な
い
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
世

界
支
配
の
絶
対
性
を
不
動
だ
と
す
る
非
現
実
的
な
前
提
に
立
脚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
レ
ー
ヨ
ン
フ

l
ヴ
ッ
ド
の
先
例
に
な
ら
っ
て
、
金
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
ケ
イ
ン
ジ

乙
乙
で
通
念
に
反
し
て
、

ア
ン
と
ケ
イ
ン
ズ
自
身
と
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
通
念
的
理
解
を
離
れ
て
、
ケ
イ
ン
ズ
自
身
の
金
問
題
の
取
扱
い
は
、
そ
れ
が

具
体
的
現
実
的
に
示
さ
れ
て
い
る
彼
の
晩
年
の
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
機
構
創
出
期
に
お
け
る
営
為
を
通
じ
て
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
乙
で
の
彼
の
思
考
は
金
を
金
本
位
制
に
お
け
る
絶
対
君
主
の
座
か
ら
諸
国
由
ぃ
央
銀
行
の
協
力
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
立
憲
君
主
の
地
位
に
置
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
金
廃
貨
と
は
遠
く
隔
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ど
乙
ろ

か
「
金
は
今
な
お
大
な
る
心
理
的
価
値
を
有
し
：
：
：
不
測
の
事
態
に
備
え
て
金
準
備
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
慾
望
は
、
な
お
存
続
す

る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
現
実
的
判
断
に
立
ち
、
金
が
準
備
資
産
と
し
て
有
す
る
「
有
用
な
役
割
」
を
活
用
す
べ
き
乙
と
を
積
極

的
に
主
張
す
る
。

「
ケ
イ
ン
ズ
案
」
に
は
周
知
の
ご
と
く

「
世
界
が
窮
極
に
お
い
て
金
の
処
分
を
い
か
に
決
定
す
る
か
は
別
問
題
で
あ
る
」
が
、

ハ凶）

と
し
て
の
金
に
代
る
乙
と
に
あ
る
が
、
乙
れ
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
明
記
し
て
い
る
。
乙
乙
で
別
問
題
と
さ
れ

て
い
る
金
の
窮
極
に
お
け
る
処
分
す
な
わ
ち
金
廃
貨
は
、

「
本
案
の
下
に
お
け
る
金
の
地
位
」

に
関
し
て
特
別
の
一
章
（
第
六
章
〉
を

あ
て
、

「
清
算
同
盟
の
目
的
は
支
配
的
要
素

「
野
蛮
時
代
の
造
物
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
、

ど
く
近
い
将
来
に
到
来
を
予
想
さ
れ
る
事
態
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
と
は
、
彼
の
基
金
協
定
受
諾
を
勧
め
る
議
会
演
説
や

ζ

の
時
期
の
折
に
ふ
れ
て
の
発
言
か
ら
読
み
と
れ
る
と
乙
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
実
践
的
政
策
の
次
元
に
お
サ
る
ケ
イ
ン
ズ
の
リ



ア
リ
ズ
ム
を
遺
憾
な
く
実
証
し
て
も
い
る
。

乙
乙
で
貨
幣
は
信
頼
の
シ
ン
ボ
ル
か
政
策
の
用
具
か
、
と
い
う
問
題
が
改
め
て
提
起
さ
れ
る
。
そ
れ
は
さ
き
に
提
起
し
た
貨
幣

（
的
事
象
）
は
市
場
過
程
か
権
力
過
程
か
と
い
う
聞
い
と
あ
る
対
応
関
係
に
あ
る
。

て
は
じ
め
て
政
策
の
用
具
｜
｜
権
力
過
程
の
手
段
ー
ー
と
し
て
有
用
で
あ
り
う
る
と
す
る
の
が
真
理
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
に
は
少
く

市
場
過
程
に
参
加
す
る
経
済
人
の
信
認
を
ま
っ

と
も
そ
れ
を
わ
き
ま
え
る
だ
け
の
リ
ア
リ
ズ
ム
が
具
っ
て
い
た
。
だ
が
ア
メ
リ
カ
・
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
た
ち
は
ケ
イ
ン
ズ
自
身
と
は
違

っ
て
、
貨
幣
を
政
策
の
用
具
と
の
み
理
解
す
る
考
え
方
を
ケ
イ
ン
ズ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
受
け
止
め
た
。
だ
が
乙
の
道
具
的
操
作

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
禍
多
き
も
の
で
あ
る
乙
と
が
実
証
さ
れ
た
。

主
義
的
貨
幣
観
乙
そ
、

国際通貨の政治経済学

（1
）

ωE明白ロ

ω門店ロ関白－
mU
白色ロ
O

の
喜

MEss－
O
H『
O円

p
s
g・
小
林
褒
治
訳
『
カ
ジ
ノ
資
本
主
義
』
一
九
八
八
年
、
岩
波
書
店
、
四
三
頁
、

五
七
i
五
八
頁
。

（2
）
ギ
ル
ピ
ン
は
米
国
の
債
務
固
化
、
日
本
の
債
権
固
化
の
実
現
し
た
一
九
八
五
年
を
、
一
九
四
七
年
に
始
る
国
際
金
融
の
第
三
期
｜
｜
一
八

七
O
J
一
九
一
四
年
の
古
典
的
金
本
位
制
期
お
よ
び
一
九
二

O
年
i
三
九
年
の
戦
間
期
に
対
比
さ
れ
る
｜
｜
の
終
末
の
年
と
呼
ぴ
、
そ
れ
を

「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
エ
ス
カ
レ
l
シ
ョ
ン
と
偉
大
な
社
会
計
画
の
同
時
的
発
進
以
来
の
過
度
な
ア
メ
リ
カ
の
政
策
と
国
際
通
貨
金
融
シ
ス
テ
ム

の
誤
っ
た
管
理
の
頂
点
お
よ
び
不
可
避
的
帰
結
」
ハ

m－
E
S
E－吋
Z
M
M
O－－江口曲二
w
n
g
O
B回、

a
E
S
E
E
C口白－

F
－2
F
Oロタ司・

2
6
と

し
て
い
る
。

（3
）
と
く
に
「
付
表
C
平
価
」
で
は
「
特
別
引
出
権
ま
た
は
基
金
が
定
め
る
そ
の
他
の
共
通
表
示
単
位
に
よ
り
、
加
盟
国
が
平
価
を
設
定
す
る

ζ

と
が
で
き
る
」
と
し
、
金
ま
た
は
ド
ル
を
平
価
の
基
準
か
ら
外
し
て
S
D
R
を
採
用
す
る
ζ

と
に
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
念
を
押
す
形
で
「
共

通
表
示
単
位
は
金
ま
た
は
通
貨
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
（
滝
沢
前
掲
番
、
二
三
九
頁
）
と
附
記
さ
れ
て
い
る
。

（4
）
と
の
経
過
に
つ
い
て
は
滝
沢
健
三
前
掲
害
一
七
八

t
一
八
一
頁
参
照
。
一
九
七
五
年
一
月
か
ら
七
九
年
十
’一
月
ま
で
米
財
務
省
は
競
買
で

約
一
七
O
O万
オ
ン
ス
の
金
1
！
と
れ
は
競
売
開
始
前
の
七
四
年
末
現
在
の
保
有
高
二
億
七
六
O
O万
オ
ン
ス
の
約
六
Mm
に
相
当
す
る
ー
ー
を
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売
却
じ
た
。
ま
た
乙
の
金
見
直
し
論
を
背
景
に
通
貨
制
度
に
お
け
る
金
の
役
割
に
つ
わ
て
検
討
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
議
会
の
金
委
員
会
は

八
二
年
三
月
報
告
書
を
提
出
し
、
時
代
錯
誤
の
金
本
位
制
復
帰
を
拒
け
る
と
と
も
に
、
財
務
省
に
対
し
て
は
保
有
金
の
月
例
競
売
の
よ
う
な
行

き
す
ぎ
た
金
廃
貨
の
実
施
を
い
ま
し
め
る
と
い
う
現
実
的
な
結
論
を
下
し
た
。

（
5
）
と
れ
に
つ
い
て
は
E
節
の
註
お
に
引
用
し
た
J
・ト
l
ピ
ン
の
発
言
お
よ
び
第
I
章
註
ロ
に
あ
げ
た
L

：γ
ラ
ウ
ス
の
主
張
を
怠
照
。

（
6γ
。。口市
n
H
a
d〈
同
町
宮
唱
え
』
・
冨
・
同
州
四
百
四
国
・
〈
o－－
H

〈
・
〉
同
，

g
a
s
p向
0
5
g門司同耐え
O
円
ヨ
邦
訳
『
ケ
イ
ン
ズ
全
集
』
第
4
巻
日（貨

幣
改
革
論
）
一
四
二
頁
。

（
7
〉

ζ

の
点
に
関
連
し
て
附
言
す
れ
ば
長
年
国
際
経
済
機
関
で
活
動
し
た
前
掲
の
米
人
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ミ
ル
ト
ン
・
ギ
ル
パ
ー
を
は
、
彼
の

不
偏
不
党
の
立
場
か
ら
の
分
析
と
米
政
府
へ
の
勧
告
が
、

－本
箇
政
府
や
米
国
内
の
経
済
学
者
の
大
半
か
ら
冷
く
後
わ
れ
、
悪
意
を
も
っ
て
遇
せ

ら
れ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。
「
：
：
r
御
承
知
と
恩
う
が
、
彼
ら
は
私
の
所
説
を
間
違
い
と
し
た
の
み
な
ら
ず
、
私
を
リ
ュ
エ

フ
や
ド
ゴ
ー
ル
と
徒
党
を
組
む
、
半
ば
叛
逆
者
の
よ
う
に
扱
う
に
至
っ
た
」
ハ
M
・
ギ
ル
バ
J
小
前
掲
書
、
四
四
ペ
ー
ジ
）
と
。
ま
た
問
答
の
編

者
の
友
入
た
ち
は
、
彼
が
「
大
多
数
の
米
国
経
済
学
者
の
仲
間
た
ち
が
と
っ
た
黙
従
や
も
っ
と
ひ
ど
い
態
度
、
彼
に
は
知
的
お
よ
び
政
治
的
欠

陥
の
反
映
と
恩
え
た
態
度
に
激
怒
し
た
」
〈
同
省
・出
ペ
ー
ジ
〉
と
記
録
し
て
い
る
。

－－
・

1
・p
‘

（
8
）
ケ
イ
ン
ズ
『
貨
幣
論
E
貨
幣
の
応
用
理
論
』
（
ケ
イ
ン
ズ
全
集
第
6
巻
）
の
第
三
八
章
「
超
国
家
的
管
理
の
問
題
」
で
具
体
的
に
そ
の
方

法
を
論
じ
て
い
る
箇
所
ハ
同
容
四
一
五
J
四
一
九
頁
）
と
清
算
同
盟
案
に
お
け
る
金
の
位
置
づ
け
の
聞
に
は
首
尾
一
貫
性
が
あ
る
。

ハ9
〉
「
ケ
イ
ン
ズ
祭
」
堀
江
薫
雄
前
掲
官
官
附
録
、
三
三
三
頁
。

（
同
）
問
箇
所
。

〈
日
）
『
ケ
イ
ン
ズ
全
集
』
第
二
十
六
巻
二
三

J
二
四
頁
。
五

O
J五
一
真
。
一

O
六
頁
。
し
か
し
金
問
題
に
た
い
す
る
彼
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
笑

国
の
一
般
世
論
だ
け
で
な
く
彼
の
近
く
に
い
た
弟
子
た
ち
に
と
っ
て
も
変
説
の
如
く
映
じ
た
ら
し
い
と
と
は
、
一
九
四
四
年
九
月
十
四
日
付
の

J
・
ロ
ビ
ン
ソ
a

ン
の
ケ
イ
ン
ズ
宛
の
手
紙
に
う
か
が
わ
れ
る
乙
と
は
興
味
ぷ
か
い
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
書
い
て
い
る
。
「
ポ
プ
・
プ
l
ス
ピ

l
は

議
会
は
あ
な
た
か
ら
金
を
忌
み
嫌
う
べ
き
ζ

と
を
教
わ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
い
ま
に
な
っ
て
彼
ら
に
一
杯
喰
わ
し
て
き
た
の
を

も
と
に
戻
す
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
」
ハ
同
容
、
一
六
七
頁
〉

（
u
v
s
－
E
・
フ
ラ
ン
ケ
・ル
は
貨
幣
を
「
信
頼
と
権
力
の
葛
藤
」
と
把
え
る
視
角
か
ら
、
ハ
イ
エ
ク
流
の
経
済
哲
学
に
立
っ
て
、
貨
幣
を
政
策

.86 



の
用
具
と
し
て
の
み
理
解
す
る
ケ
イ
ン
ズ
お
よ
び
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
貨
幣
観
と
そ
の
帰
結
を
痛
烈
に
批
判
す
る
。

ω・
図
。
円

Z
円再司円

g
r巾－－

V
向
。
ロ
ミ
日
吋
司
O
M
u
r

－－o
g
Z
5・
F
S
E
P
H申
込
吉
沢
英
成
監
訳
『
貨
幣
の
哲
学
』
一
九
八
四
年
、
文
真
堂
。
と
く
に
第
五
章
「
ケ
イ
ン
ズ

の
貨
幣
道
徳
」
を
多
照
。
本
論
文
の
筆
者
は
さ
き
に
述
べ
た
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
と
ケ
イ
ン
ズ
自
身
の
金
問
題
へ
の
異
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
か
ん
が

み
、
フ
ラ
ン
ケ
ル
の
ケ
イ
ン
ズ
批
判
に
た
い
し
て
は
半
ば
同
意
を
留
保
す
る
。
だ
が
米
国
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
貨
幣
観
に
対
す
る
彼
の
批
判
に
は

留
保
な
く
同
意
し
た
い
。
彼
の
次
の
確
言
は
傾
聴
に
値
す
る
。
「
国
際
的
貨
幣
秩
序
の
四
分
五
裂
の
現
状
を
示
す
好
例
は
、
か
つ
て
は
貨
幣
の
信

頼
性
の
象
徴
で
あ
っ
た
金
が
、
今
日
で
は
、
世
界
の
諸
通
貨
の
価
値
を
安
定
さ
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
特
定
国
の
行
使
す
る
政
治
的
圧
力
の
実
現

の
た
め
に
安
く
売
り
さ
ば
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
金
が
貨
幣
の
間
接
的
な
尺
度
で
あ
る
こ
と
す
ら
最
終
的
に
拒
否
さ
れ
て
し
ま

a
g
a
F
e
h

，
 

っ
た
現
在
、
わ
れ
わ
れ
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
々
、
延
べ
払
い
に
か
ん
す
る
国
際
的
本
位
貨
幣
が
何
も
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ぷ
息
み
深
い
H

状
況
に
す
ぎ
な
い
。
貨
幣
は
確
実
性
の
担
い
手
で
は
な
く
「
流
動
性
」
な
ど
と
焼
曲
的
に
よ
ば
れ
る
も
の
の
素
材
に
、
国
家
的
・
国
際
的
信
頼

の
鐙
い
手
で
は
な
く
国
家
的
便
宜
の
手
段
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
問
答
一
六
二

i
一
六
三
頁
）

む
す
び

乙
ζ

で
わ
れ
わ
れ
の
結
論
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。

国際通貨の政治経済学

第
一
に
、
現
在
ま
で
の
戦
後
国
際
通
貨
制
度
の
変
化
は
良
か
れ
悪
か
れ
、
積
極
的
に
し
ろ
消
極
的
｜
｜
ス
ト
レ
ン
ジ
の
い
う
「
非

決
定
の
決
定
」
ー
ー
に
し
ろ
米
国
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
以
外
に
生
じ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
相
互
依
存
性
の
世
界
に
お
け
る
覇

権
国
の
通
貨
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
結
果
的
に
世
界
経
済
の
安
定
的
運
行
に
害
あ
る
の
み
で
な
く
、
覇
権
国
自
身
に
対
し
て
も
高
価

な
は
ね
返
り
を
も
た
ら
し
、
き
わ
め
て
不
適
切
で
あ
っ
た
、
と
い
う
確
認
で
あ
る
。
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
の
米
国
の
国
際
協
調
へ
の
復

帰
は
、
米
国
自
身
に
よ
る
と
の
教
訓
の
自
認
で
あ
っ
た
と
評
価
し
う
る
。
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・第
一
一
に
、
国
際
通
貨
の
側
面
に
お
け
る
米
国
の
構
造
的
権
力
は
、
た
ん
に
国
際
金
融
の
側
面
に
の
み
限
定
し
た
視
野
か
ら
は
十
全



に
把
え
ら
れ
ず
、
政
治
、
軍
事
を
も
視
野
に
収
め
た
す
ぐ
れ
て
政
治
経
済
学
的
視
点
か
ら
の
み
理
解
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

88 

体
制
維
持
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
乙
と
は
、
国
際
通
貨
権
力
を
支
え
る
政
治
力
を
保
障
す
る
。
そ
の
安
全
保
障
を
米
国
に
依
存
し
た
西

ド
イ
ツ
と
日
本
の
ド
ル
防
衛
の
た
め
の
対
米
金
融
協
力
と
フ
ラ
ン
ス
の
独
自
行
動
は
乙
の
乙
と
の
有
力
な
傍
証
と
な
ろ
う
。

第
三
に
、
覇
権
国
家
の
衰
退
、
覇
権
通
貨
な
き
「
空
位
時
代
」

ハ
キ
ン
ド
ル
パ
lガ
l
）
等
の
論
議
が
に
ぎ
や
か
で
あ
る
が
、
す
く

な
く
と
も
国
際
通
貨
の
側
面
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
ド
ル
の
優
位
、
米
国
の
通
貨
権
力
は
｜
｜
相
対
的
に
は
若
干
低
下
し
た
と
は
い
え

｜
｜
い
ぜ
ん
保
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ド
ル
が
準
備
通
貨
お
よ
び
介
入
通
貨
と
い
う
公
的
通
貨
と
し
て
圧
外
的
に
保
持
さ
れ
て
い

る
と
と
、
そ
の
背
景
に
は
国
際
貿
易
と
く
に
国
際
金
融
取
引
に
お
い
て
、
民
間
の
私
的
通
貨
と
し
て
ド
ル
の
使
用
が
な
お
圧
倒
的

l
l
E
C域
内
取
引
を
あ
る
程
度
例
外
と
し
て
ー
ー
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
立
脚
し
て
い
る
。
乙
れ
は
市
場
の
自
然
発
生
的
結
果
で

あ
っ
て
権
力
の
強
制
に
も
と
ず
く
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
法
的
規
定
で
排
除
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
基
軸
通
貨

国
の
責
任
あ
る
政
策
運
営
は
、
国
際
通
貨
制
度
の
安
定
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
米
国
の
指
導
性
は
従
来
の
よ
う
な
一
国
中
心
主

義
的
一
方
的
行
動
に
よ
っ
て
は
貫
徹
さ
れ
え
ず
、
異
っ
た
仕
方
方
法
1
l協
調
の
中
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
｜
｜
で
発
揮
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
諸
外
国
も
ま
た
六

0
年
代
後
半
と
は
臭
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
米
国
に
責
任
あ
る
指
導
性
を
要
求
し
、
そ
れ
に
協
力
す
ベ

ハ
2
〉

き
で
あ
る
。

今
日
東
西
冷
戦
の
終
結
、

ソ
速
の
軍
事
的
脅
威
の
消
失
の
時
代
を
迎
え
て
新
し
い
国
際
秩
序
の
再
編
の
動
き
が
始
っ
て
い
る
。
乙

れ
は
国
際
通
貨
秩
序
再
建
へ
の
機
会
を
も
聞
く
も
の
で
あ
る
。
現
在
世
界
経
済
は
い
く
つ
か
の
構
造
的
不
均
衡
を
抱
え
込
ん
で
お

り
、
と
り
わ
け
先
進
ニ
大
圏
、
日
米
聞
の
大
き
な
国
際
収
支
不
均
衡
の
持
続
は
、
永
続
性
あ
る
国
際
通
貨
制
度
の
改
革
を
困
難
に
し

て
い
る
。
乙
の
両
国
間
の
不
均
衡
の
解
決
な
し
に
は
制
度
再
編
の
問
題
は
日
程
に
乗
せ
え
な
い
と
い
う
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
だ
が

ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
機
構
の
創
設
時
を
回
顧
す
る
な
ら
ば
、
当
時
存
在
し
た
米
国
と
米
国
以
外
の
先
進
国
聞
の
構
造
的
不
均
衡
は
今



日
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
巨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
日
米
不
均
衡
の
存
在
は
改
革
問
題
を
先
送
り
す
る
理
由
に

は
な
ら
な
い
。
少
く
と
も
現
在
の
よ
う
な
そ
の
日
暮
し
の
対
応
療
法
に
明
け
暮
れ
て
い
る
現
状
に
甘
ん
じ
て
よ
い
わ
け
は
な
い
。
過

去
の
経
験
を
総
括
し
て
教
訓
を
引
出
し
、
そ
の
上
で
制
度
改
革
の
問
題
の
検
討
に
着
手
す
る
と
と
に
早
過
・ぎ
る
と
い
う
乙
と
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
ソ
速
や
東
欧
諸
国
も
新
た
に
加
わ
っ
た
国
際
通
貨
協
力
の
新
次
元
へ
の
展
望
｜
｜
新
し
い
協
力
の
ル

l
ル
の
確
立
と
制

度
の
構
築
ー
ー
を
聞
く
中
で
、
金
の
位
置
づ
け
の
問
題
も
新
た
に
確
定
さ
れ
る
乙
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の
米
国
の
金
廃
貨
論

の
板
拠
の
一
つ
と
な
っ
た
、
世
界
第
二
の
産
金
国
ソ
速
を
利
す
る
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
反
擦
も
根
拠
を
失
っ
た
。
か
く
し
て
目

下
の
と
乙
ろ
金
は
廃
貨
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
r
そ
の
明
確
な
位
置
づ
け
を
欠
い
た
ま
ま
漂
流
し
て
い
る
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
る
。

（

1
）
一
九
八
七
年
末
現
在
世
界
の
通
貨
当
局
の
準
備
保
高
に
占
め
る
主
要
国
通
貨
の
比
率
は
、
米
ド
ル
六
七
・
一
%
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
一
四

・
七
%
、
日
本
円
七
・
O
%
と
い
ぜ
ん
ド
ル
が
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
一
九
七
五
年
末
現
在
の
七
九
・
四
Mm
（

7

ル
ク
六

・三
Mm円
0
・五
Mm）
よ
り
は
低
下
｜
反
対
に
マ
ル
ク
、
円
の
上
昇
ー
ー
し
て
い
る

Q
室
戸
〉
ロ
ロ

E
－mAW唱
。
＝
・
活
留
に
よ
る
）
け
れ
ど

も。

国際通貨の政治経済学

（

2
）
本
論
文
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
今
回
一
九
六
0
年
代
後
半
か
ら
七
0
年
代
初
め
の
時
期
の
国
際
通
貨
制
度
を
め
ぐ
る
国
際
的
協
議
の
記
録

を
具
さ
に
た
ど
る
機
会
を
も
っ
た
が
、
そ
乙
で
い
さ
さ
か
奇
異
の
感
を
抱
い
た
の
は
欧
州
諸
国
と
対
照
的
に
わ
が
国
代
表
の
発
言
が
ま
っ
た
く

記
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
欧
州
諸
国
は
国
の
大
小
を
問
わ
ず
代
表
者
の
独
自
的
見
解
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
に
わ
が
国
の
そ

れ
は
米
国
の
陰
に
か
く
れ
て
ま
っ
た
く
見
え
て
と
な
い
。
そ
れ
と
関
連
し
て
惣
起
さ
れ
る
の
は
、
金
ド
ル
交
換
停
止
直
前
の
わ
が
国
近
代
経
済

学
者
有
士
山
に
よ
る
「
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ペ
ッ
ク
」
提
案
、
す
な
わ
ち
小
刻
み
の
為
替
調
整
に
よ
る
円
安
是
正
の
提
言
お
よ
び
金
交
換
停
止
直
後

の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
有
志
に
よ
る
わ
が
国
通
貨
当
局
の
為
替
調
整
回
避
策
批
判
と
円
安
是
正
受
け
い
れ
の
提
言
で
あ
る
。
乙
れ
ら
わ
が
国
の

経
済
学
者
た
ち
の
政
策
提
言
が
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
と
は
そ
の
後
の
事
態
の
推
移
に
照
し
て
明
か
で
あ
る
。
た
だ
と
と
で
問
題
に
し
た
い

の
は
、
そ
れ
ら
提
言
が
発
せ
ら
れ
た
時
期
が
世
論
形
成
を
通
じ
て
当
局
の
政
策
に
影
響
を
与
え
る
に
は
遅
き
に
失
し
た
も
の
だ
っ
た
乙
と
、
さ
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ら
に
問
題
な
の
は
政
策
当
局
の
思
考
と
行
動
と
全
く
隔
絶
し
た
場
所
で
の
孤
立
的
行
動
だ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
実
は
わ
が
国
の
通
貨
当
局

の
内
部
で
も
、
乙
の
時
期
ひ
そ
か
に
円
切
上
げ
が
検
討
怠
れ
て
い
た
。
大
蔵
省
国
際
金
融
局
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、
西
ド
イ
ツ
の
マ
ル
ク
切

上
げ
の
経
験
を
参
考
材
料
と
し
て
、
円
切
上
げ
実
施
の
具
体
的
方
策
と
そ
の
影
響
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
た
。
だ
が
と
れ
は
政
策
当
局
の
一
部

局
の
秘
密
裡
の
作
業
で
あ
り
、
前
記
経
済
学
者
の
行
動
と
何
ら
呼
応
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
そ
の
検
討
の
帰
結
も
直
ち
に
円
切
上
げ
に

進
む
に
は
「
事
柄
は
あ
ま
り
に
重
大
す
ぎ
る
」
と
す
る
、
わ
が
国
官
僚
機
構
の
事
大
主
義
的
慣
行
に
よ
り
政
策
決
断
が
先
送
り
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
（
正
村
公
宏
『
戦
後
史
』
ち
く
ま
文
庫
（
下
）
、
一
九
九

O
年
、
筑
摩
書
房
、
四
五
七
i
四
五
八
頁
）
。

ζ

の
点
が
欧
米
諸
国
に
お
け
る
政

策
形
成
過
程
と
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
差
異
の
由
っ
て
来
る
と
と
ろ
を
尋
ね
る
と
、
経
済
学
者
の
側
の
環
境
と
姿
勢
に
も
一
半
の

責
任
が
あ
る
が
、
最
大
の
理
由
は
わ
が
国
政
策
当
局
の
側
に
お
け
る
情
報
の
非
公
開
と
重
要
な
政
策
選
択
の
専
断
的
決
定
い
な
非
決
定
の
慣
行

に
あ
る
。
わ
が
国
に
は
政
策
の
科
学
化
を
保
障
す
る
の
に
不
可
欠
の
有
機
的
ル
l
プ
が
切
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
れ
で
は
上
述
し
た
わ

が
国
経
済
学
者
の
政
策
提
言
の
あ
り
方
が
生
じ
た
の
も
理
由
の
な
い
と
と
で
は
な
い
。
と
の
あ
り
方
は
小
国
仮
説
の
妥
当
す
る
後
進
国
の
時
代

に
は
大
し
て
問
題
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
経
済
大
国
と
自
他
と
も
に
認
め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
、
「
国
際
社
会
に
お
い
て
名
谷

あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
う
」
（
日
本
国
憲
法
前
文
）
な
ら
ば
、
両
方
の
側
で
真
剣
に
是
正
改
善
に
取
り
組
む
べ
き
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

本
文
で
主
張
す
る
対
米
協
力
は
、
以
上
述
べ
た
あ
る
べ
き
政
策
形
成
過
程
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
ご
と
き
対
米
追
随
の
す
す
め

で
は
決
し
て
な
い
。

（
附
記
〉
現
代
資
本
主
義
論
を
テ
！
？
と
す
る
本
研
究
に
た
い
し
専
修
大
学
お
よ
び
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
よ
り
個
人
研
究
助
成
を
え
た
。

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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